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★海を探り、海を拓く住友の鉄 な,W,髄（i';jﾘl”J、 1m海水‘'''I群）を

原｣'･力、 ‘i邊蛎開発に続くビ･ソク．サ イj,していなけれ蝉なりません。そ

イエンス海洋開発。新しい黄源の して舵友が典に海洋I捌発に戯i縦

確保をめざして次々と火プロジェ できるのも、 またこうしたI鰯'W1f'1

クトが將乎されつつあります。 し の鉄が必要とされる分卿です。

力･し海は危険と困難がいっぱいの 海洋|荊発には単に鉄メーカーとし

未知の世界。海洋幟造物である才I てだけでなく 、人獅の未来を!Iiう

油掘削装慨や各繩作業台には雌人 海の挑職荷として、 ′腓に,1'ﾉi1TI鷺'）

級”炊陛が礎状碁れま･｝“M鋼{火 ；製1W,をiﾙﾘｰるたツ〕|＃|稚(ユ.心;欲オメ，

鋳鍛鋼〃!,鋼管等･ ･すべてがI笥嘆 やしつづけます。

◇住友金属
住友令属T業株式会社
六眼＝大阪溺東匡牝病5－］5(耐踵溌上･ル) 眩[麺卜51 1 1
文京=寛軍師雫･代田区九の円1－3－？ 4恥桂皮ビ.ﾙ』 軍ｲお?l5I l l
看日雛=開国,祖同-脆品･同uナ悪朧･名古踵･富山･啼同･略劉･宇都宮-1山さ#1便
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造船日本を支えるカー競 の収益金。
わが国の造船産業界は、船型の大型化、専用船化、高速化、自動化な
ど、海上輸送の効率化に貢献しながら、ダイナミックな発展を続けてい
ます｡生産量、輸出量ともに世界第，位という実績をもって｢造船王国」
という名も欲しいま、にしています。
この、世界に誇る高度な造船技術を支えているもの、それは、多くの
日本人の英知と努力の結晶、そして、モーターボート競走の収益金。
モーターボート競走の収益金は、わが国の造船および関連工業の振興
を目的に、新技術の研究・開発をはじめ、中小造船業への資金貸付など
幅広く活かされていますが、今年度は総額270億8,000万円をお役立てし
て、造船業界発展のかげの力となっています。

譜戟日本卿白振興会
会長笹川良一

理事長芥川輝孝 ’
－‐1 ･･一一



英国SCHAT社と提携

上田の船舶艤装金物
=一’

瓢臨ヨ
一一一一

A((OM棚ⅢIONLADDER&WIN(H

GRAVlTYBOATDMIT&WIN(H

日本工業規格④表示許可工場

株式曾祗奥田鐵工駅
大阪市東住吉区田辺西之町7－10

大阪府羽曳野市広瀬1 4 8

東京都中央区八丁堀1－1－4(共同ビル）

本社。工場

羽曳野工場

東京営業所

電話06(692) 3131～3

電話0729（56）2481～3

電話03(552)0811･1488
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／-船舶用
K回薦回蛋H回

●運輸省型式承認

●船級協会認定品

耐圧防爆形天井灯

気密形螢光天井灯
吟

●営業品目
●防爆器具類

●車輌甲板用照明器具類

●甲板照明器具類

蕊
●信号探照灯類

●室内照明器具類

●配線器具類

●窓 類

●通風金物類

船用作業灯

戯

､

$

5

1，『

蔦遥轟“
甲種紅色閃光灯
LGF2R-01

とり

戸

轍 青銅製左開丸窓(400 C級）

一

工 社
－

1百］

693

(781)4351,TELEX大阪(527)8914
新橋1丁目22番7号森ビルE別館 1
(50I)8077,TELEX東京,22-4132

株式会社

本社工場：東大阪市御厨
TEL大阪代表

東京営業所：東京都港区西
TEL東京代表

K回鷹回園H回 ｜ ニ ー.．‐
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セイコー船舶時計 C
Qcは水晶発振による､高性能設備時計で支～

船舶の時計は、なによりも高精度なものが メーター､船内の子時計を駆動する親時計

必要とされますb温度変化､振動に強く、抜 としてOC－M1、いずれも水晶発振による

群の耐久性で定評あるセイコー船舶時計を 極めて正確な時計です。目的、規模に応

おすすめしますb標準時計としてマリンクロノ じてお選びください。

！
…
口
|’

QC－M1 260×320×160“)重量85kg マリンクロノメーター
●パルス駆動で長寿命。正確な05秒運針 QC－951－II200×160×70(鵺)重量26kg
●現地時間に簡単に合わせられる、正転．逆転可能 ●乾電池2個で、約12ヶ月間作動

●前面ワンタッチ操作の自動早送り装置･秒針規正装置 ・精度保証範囲0°C～40℃
●MOS･IC採用のユニット化による安定性･保守性の向上 ●平均日差±01秒

●無休止制の交・直電源自動切換つき

豊冨にそろった船舶用子時計、お好みのデザインをお選
びください。

よ
り
心

甘

小型､軽量ですから、自由に持ち運びできま税

SE工KO
セイコー・株式会社月艮部時計店
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カタログ諸求は一一一特約店株式会社宇津木計器製作所(〒291)神奈川県横浜市中区弁天通6-83念(045)201-0596

乎一 華
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PIanavesselthe MacGregor陥弘
蕊
.………飴鐸… MacGREGORは荷役装置の設計、製作および装備【二30年の経験をもち、延べ14,000隻を

越える実綴を誇っています,‘その技術は、世界最新鋭RO-RO船.:NORLAND号"の装置のい
たる所に活かされています

これら装置の組合せにより極めて簡単な操作によって短時間に効果的な穫卸しができます
また、マック.グレゴーは世界29カ国にわたるサービス網によりアフター･サービスの万全
を期しております、

誌
⑥席MaC
tCaigofransmrandacCeSsequ"men

極東マック・グレゴー株式会社
本社／東京都中央区八丁堀2-7･- 1大石ビル垂(03) 552－5101GB
神戸営業所容(078)391--8864((fi/久里浜工場垂(0468)42-.1234

平生工場盃(08205)6-3600(ftl

、面.－．….….……名曼…. Of－s，呂_､当一J-.-塁罪銀＆gj晶主､Z垂幽堅鈴当￥4,-.ざ､､-,.壱:‘･秘さ､､色－，K_.。_屋ユーロコ壷対､-,-】､坐－■日.』？凸写那里.垂3.桑却:副』、 ･--8身傘凝やD4LJ2b』&軽-a94－，宮1-ユー： と自､4－4_巽坐煙.‐=＆己q■BF



船舶の自動制御回路には
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:稀ﾘ御織器に’は抵異各国で、 きびしい検査規準をｰ ‐ ・ ‘ ・ 目” J 一 二ざ p” 串 会 。

設けでん､ます着::テヅジ制御機器に与えられロイド
． 、 。 p零 。 ．

・ ・ ぜ “ 。■ ． 『

の合稽マ－よクは、信頼1生のうらづけです。
賀 呂 』 L

品質を誇るテック制御機器をどうぞ,ノ

点､ デ 画 ″一 ●エ今一？

に 東京電気柿式会社
営楽本部

大阪支唐

京都支店

名育躍支店

揺岡支店

京都千代田区内神田1－'4－10（東京建物ピル）
101=03 (292j- .i 0 1_4
阪市北区西堀川町18（窩樒ピル束館）

束京禰冊千，

〒101
大阪市
〒530

京部市
〒615
私古犀！’
〒464
編岡市中
〒810

53q=06 (362) 6 1 0 4
部市右京区西院平町25（來商ピル）
615 =075 (3I"4) 4 3 2 1
占犀IITF諏区宮西町1-1(「諏砺ビル）
464 =052 (733I0 4 1 1
悶市中央区湾I薊2－1－，o，（城來ピル）
810 =092 (771 ) 4 3 8 1

ー

三島営業所

新潟営業所
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】 『 I

進水言己念貝曽呈用に

不二の舟合舶美術模型を

企業合理化による量産体制と製品の均一と価格の低減

"COLONBROWN"(石膏運搬船)佐世保重工業株式会社納入

営業種目 船舶美術模
う。ラン ト模

施設模

各種機器商品模型
工業機械委託研究

型
型
型

株式会社不二美術模型
代表取締役社長 桜庭武二

東京都練馬区高松2丁目5の2 TEL｡東京(998)1586

’

I
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経験と最新の技術を誇る.〆なが【。

械大洋の舶用電
自動化装置

及制御装置

配 電 盤

発 電 機

各種電動機

電動ウインチ

愚 株式

会社盆 ■大澤 機亀
本 社

岐阜工場

伊勢崎工場

群馬工場

下関出張所

北海道出張所

東京都千代田区神田錦町3の16

岐阜県羽島郡笠松町如月町18

伊勢崎市八斗島町726

伊勢崎市八斗島町大字東七分川330の5

下関市竹崎町3 9 9

札幌市北二条東二丁目浜建ビル

電話

電話

電話

電話

電話

電話

東京(293）

笠松（7）

伊勢崎（32）

伊勢崎(32）
下関（23）

札幌(241）

3061（大代）
4111(代表）
1234(代表）
1234(代表）
7261（代表）
7316(代表）

－8－
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新造船写真集(No.319)

竣工船･ ･ ･和光丸，えりす丸，拓潮丸，第三興栄丸，

だいやもんどおきなわ,成玄丸,藤風丸，

ふじ，

WORLDEMINENCE, WORLD

TROPHY,RUTH, nnNOTAVROS,

SOLFONN, POLARTANK,

ARTEAES, ASTROPEGASUS,

INDUSTRIALPROSPERITY,

SATYAMURn, STADION

MANHATTANBARON, HALLA

GRIEG GEORGEL, CRUZEIRO

DOSUL, BUNGASEPANG,

AKRATA, GOLDENSTAR,
MARITIMEHTRTSCUS、 InmER

SUMATRA, ATLANTIC

TRADER, MANGOQUEEN,

友誼建号,MARAVILLANOI

〔表紙写真〕
AuStralianCoastalShippingCommiggion向け
AUSTRAT｣TANFMRTEM

川崎重工業・神戸工場建造

のニュース解説

船紹介．．…･ ･･･ ･ ･ ･

(編集部）4月

新造

７
０
０

４
７
５

》
》
》

世界最大の自動車運搬船“神悠丸”について．…｡．…･･ ･ ･…･･…･ ‘・・

;ｦ得封3ｺﾝﾃﾅ船66AUSTRALIANEMBLEMの概要
FREEDOM船建造の技術的回顧………………”…………………･
特殊船建造の或るプロセス･….…. . . . . . ､－．.…･…･ ･･…････…･ ･ ･･･…・

連絡船メモ（85）第11編操舵室と航海設備(5)．…･……･……．
昭和50年度技術開発項目一覧. ‘…. . . . . . . .…. .….”･･ ･ ･．．…･ ･ ･ ‘…･…・ ・

昭和50年度研究事業項目一覧…………….…･………･……･……

主要造船所船舶建造エ事エ程表（昭和50年4月現在） ・….….
昭和49年度下期（造船工事状況）…..＝….……………･･………
昭和50年度新造船建造許可集計（昭和50年4月分）….…….…‐
〔技術短信〕

船舶用衝突予防装置「オートラップ」完成他2件
〔外国船紹介〕

MSBELORUSSIYA(写真集1)･………,….‐”.………………
〔一般配置図〕

神悠丸,AUSTRALIANEMRTFM

･ ･ ･．．…･ ･ ･ ･ ･･･(三菱重工業）

……･……､ ･(川崎重工業）

……(石川島播磨重工業）

･ ･･……･ ･ ･……(福岡造船）

･･･ ･ ･ ･ ･ ‘ ． ． ･･･ ･…(泉益生）

(日本舶用機器開発協会）

…（日本造船研究協会）
甲■ p●●●凸 ■ ■①寺 ■ ● ■ ■ ■■ ■ ■ eGBG ■●● ｡ ■ ■ 凸 ■ 甲

………(運輸省船舶局）
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最新の技1桁と実績を誇る

福島の甲考疲機械 １
１

●油圧･蒸気｡電動各種甲ﾎ反機械

⑪デツキクレーン

⑬アンカー･〃､ンドリングウィンチ
。
』
Ｆ
０
い
け

●電動油圧グラブ

蕊福島製作所
本 社／東京都千代田区四番町4－9 恋03（265)3161

エ 場／福島市三河北町9番80号 垂0425(34)3146
大阪営業所／大阪市東区南本町3－5 壷06（252)4886
出張所／札幌。石巻。名古屋。広島。下関。長崎

海外駐在員事務所／ロンドン。ニューヨーク
ご一宇..Jry旱,勇一 ．‐で可定..‐ゞ－，．座幸一､･IIr貢了--二- － ，．－，－軍手_も竺一．- G－Z~.､堂貢室育惠莚勇二．．.再一基』j＝‐‐L垂冒‐も二． ‐．一 警軍～ニヂーー､手当宝_.､玄.ず'一.召屯 ．rf‘年誕ご毎琵生一一二.正
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ピンジョイント式自動連結装置

アーティカップル
ー

F鰹

灘鐵
熱蝋顔小！

漁

灘
押角4

角調,面
” 訓j 【

肘

、
F

b￥

蕪蕊謹謬
〆弾4

3ｃ
Ｐ
し
り

含＃

方

§

爵鍵
夢弱ケア

溌犠
_､ﾐご-J．夢 ！
騨諏:W*

剛回

幸

潭悪弓．

篝
r凸晶『

言司全4

！
’

I
k

II

蝋少

』

、アーティカップル〃装備の押船と土運船

､ボタン操作による
全自動方式の採用〃

【

☆連結一切離し作業の無人化／

☆連結一切離しのスピード･アップ／

☆荒天時も就航可能ノ

作業能率の向上促進に

新連結装置帆アーティカップル〃 2,000KVAサイリスタブラシレス交流発電機

西芝電機株式会社大成設計工務株式会社
1

〒671--12姫路市網干区浜田1000

悪； 臺蕊藤灘晶訂謹纐帯半ピﾙ）
〒722 尾道市土堂1－3－30
－.…_ざ－－－.‐ ．､------__‐ ー

本社。工場
東京営業所
大阪営業所
尾道出張所

72-4151(大代）
572-5351（代） ’
345-2158（代） ！
23-28“

電話
電話
電話
電話

姫路(0792）
東京(03)
大阪（06）
尾道(0848)

東京都台東区東上野1丁目28番3号

電話 03（833） 0828， 0829
一

I

一一一 一 一 一 － 一

F 戸守一■子君二一一 一一・ p 一ーﾀ エ 星一 ＝■ゆ●＝一一一一■早月4

－10－

_ヨ一弓 一～￥■－－一

１

一一 ー

安全なる航海ぱ畠正確なろ器械による

マリンベーンは小型船舶，漁船用として軽量簡易に設計されたプロペラ式風

向風速計で風向及び風速が同時に指示されます。航海の安全，気象状況の判
断に数多くの御利用を頂いております。

測定範囲風速2m/s～60m/S

風向360． 耐楓速75m/s 、 ､

電…“源AC100V±15％50又は60Hz’ ・

篝録的商標
株式會赦

王屋商店
本社東京都中央区銀座4－4－4
電話東京（561）87ユユ （代表）
支店大阪市南区順慶町4－2
電話大阪（251）982ユ （代表）

エ場東京都大田区池上2－14－7

電話東京（752）348．1 （代表） マリンベーンFV-101

－

ダ時霧凝甜…ぬ

！

’

口
西芝の船



の
ｚ
園
ｚ
く
台
目
曇
国
富
至
昌
毒
詩
喧
蝉
等
画
票
儘
劃
篝
匿
汁
悪
妻
詮
潤
呂
ｚ
琴
短
彗
凶
・
緊
睾
堂
。
雪
《
昌
義
圏
塔
謹

ｇ
雷
・
雪
倉
一
蜑
琴
一
塁
）
口
蓋
囹
営
（
Ｋ
嬉
暉
一
員
穂
）
寂
濁
や
『
（
鐸
）
ね
「
豈
矧
鑿
忙
｝
啄
や
『
（
一
毒
仁
昌
（
針
）
塞
進
摺

仁
画
×
シ
・
窯
×
。
ご
×
ざ
雪
ｇ
の
×
嵩
ざ
恩
（
喬
塁
ミ
麺
’
１
や
峠
）
や
『
×
シ
ｃ
等
×
○
く
×
気
曳
ｇ
烏
×
宴
ざ
ｇ
《
『
（
一
画
畠
丙
幻
ｌ
辱
）
譲
一
裂
誤

譜
面
×
済
寧
〉
置
詩
割
罰
ロ
‐
湯
一
目
⑫
冒
口
豐
二
草
延
判
（
ご
畠
鱈
認
）
の
ｇ
ｇ
《
用
（
産
袈
、
）
（
冒
臼
塵
ｇ
）
の
告
ｇ
《
潟
（
誤
趨
鱒
矧
）
〔
三
一

謡
『
×
琶
謹
ハ
コ
Ｉ
毎
宰
臺
割
ｇ
甲
く
ロ
窒
三
篝
篝
制
壷
日
雪
・
言
の
一
考
戸
鍵
胃
吾
ｇ
・
守
屋
封
瓢
菫
》
》
蓉
鑿

一
｝
日
專
・
垣
謡
《
ぬ
篝
星
雲
善
や
函
×
員
９
．
臼
×
］
寓
罰
Ｉ
稲
、
八
今
卜
や
め
×
霞
頃
呂
寓
×
三
輌
日
Ｃ
ｇ
《
ぬ
（
喬
墨
ハ
コ
ｌ
砥
）
”
、
丙
鶚
呈
』
重

辱
冒
裂
の
言
《
房
国
鐸
緯
善
一
一
墓
致
』
囹
爵
関
鵡
圏
磐
善
Ｒ
臼
・
【
ら
《
露
嶽
喜
翼
怠
の
。
》
認
《
轡
昌
曇
冒
鑿
与
缶
ｏ
へ
⑭
蔚
飼
〉
重
量
一
室

・
日
幻
邉
雪
（
劃
）
筈
雪
善
塞
日
９
．
留
鑑
割
日
ｇ
駕
譽
劃
日
呂
の
爲
幽
菫
蕊
劇
自
認
・
雪
、
型
割

ぬ
ｌ
ｍ
ｌ
ｇ
Ｈ
罫
冑
ｌ
ヨ
ー
零
芸
割
自
ｌ
③
ｌ
寺
Ｈ
製
（
窒
騨
息
言
慧
）
剰
剴
弱
Ｈ
三
葺
藝
鯏
犠
鑿
諜
Ｈ
倒
奎
三

つ
餡
こ
冨
○
当
ぐ
』
夢

臼
的
昌
鵬
側
叶
望
畑
歸

川
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
８
１
ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
■
１
８
１

１
１
Ｉ

Ｉ
１
ｉ
Ｉ

－11－

ｰ_ _



撒積貨物船え りす丸蒜蹴嬢鵜会社ELLICEMARU

株式会社名村造船所大阪工場建造（第423番船） 起工49－9－13 進水49－12－18 竣工50－3－25
全長177.03m 垂線間長16700m 型幅22.90m 型深14.50m 満載喫水10.406m
満載排水量33,501t 総噸数16,52686T 純1噸数10,776.36T 載貨重量27,098t
貨物鎗容積（ベール)32,595m3 (グレーン)34,247m3 艫口数5 デッキクレーン 10t×5台
燃料油槽A.0. 163.9ma C､○. 1,720.8m3 燃料消費量A､O1.64t/dayC.0. 3714t/day 清水榊478.8m3
主機械三菱Sulzer7RND68型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大) 11,550PS(150RPM)
(常用)9,820PS(142RPM) 補汽缶コクラン型ボイラー7kg/cm2×1,200kg/h×169.6｡C
発電機AC×60Hz×400kVA(320kW)×450V×3台 送信機（主)1.2kWssB (補)130MrDSB
受信機100kHz～30MHz×2台 速力 （試運il扇最大)17.59kn (満載航海)15kn 航続距離16,300浬
船級・区域資格NK遠洋 船型船首尾楼付凹甲板型 乗組員32名

貨物船拓 潮 丸丸紅株式会社
TAKUSHIOMARU

楢崎造船株式会社建造（第871番船） 起工49-9-21 進水49-12-11 竣工50-2-22
全長139.96m 垂線間長129.50m 型幅21.40m 型深12.55m 満載喫水(ext.)9.535m
満載排水量20,856.90t 総噸数10,130.97T 純噸数5,948.24T 救貨重量16,157.2t
貨物艫奔積（ベール)19,851.4m3 (グレーン)20,782.4m3 艫口数4 デリツクブーム 15t×3台,25t×1台
燃料油槽A､○. 193.6m3 C.0. 1,320.9m3 燃料滴斐量28.4t/day 清水槽425.0m3
主擬械三菱8UEC52/105D型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)8,000PS(175RPM)
（粥用)7,200PS(169RPM) 補汽｛1テ コクランコンポジツ|､狐(il:I)800kg/h, 1,000kg7Ii(ガス)90%Load×1台
発電機740PS×900rpm, 360kVA×AC445V×60Hz×2台 送信機156.025-159.50MHz
受信機156.300-159.50MHz,160.625-163.00MHz 速力 （試運転最大）17.032kn (満載航海)14.1kn
航続距離14,790沌 船級・区域盗絡NK遠洋 船型凹型二層甲板ﾂﾘI』 乗組員32zfj
同那'!船大旺丸 セントローレンスシーウエイ航行可能
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ロールオンオフ貨客船だいやもんどおきなお
DIAMONDOKINAWA

道造船株式会社建造（第270番船） 起工49－9－19
長162.97m 垂線間長15000m 型'i'g 21.00m
]|髄排水量10,18500t 総噸数8,609.62T 純噸灘
物艫容積（ベール) 11,360.87m3 自動車搭i1世台数8t卜
物搭載数セミコンテナ130ケ 燃料油緋918m3 燃料
機械三菱MANV9V52/55型ディーゼル機関×2基 出力
#用) 16,000PS×2(415/201.5RPM) 補汽缶エハラヘン
ガスエコノマイザ1,000kg/h×2台 発電擬（デイー
'二）（ディーゼル駆動)120PS×80kW×450V×1台 遺
信機全波2台 速力 （試運転最大)27.266kn (満救航
級・区域資格JG近海 船型覆甲板型 乗組員53fi
作博期間中・那職<->本部

L9 進
1.00m

純噸数
物艫
物搭
機械
儲用）
ガス
la) (
信機
級．

琉球海運株式会社

< 49－12－29
型渓13.80m
水49-
型深 ：

竣工50－3－29
満載喫水6.171m

4,227.87
f台数8tトラック50
燃料消費量1
出力 （連続最ノ

ェノ､ラヘンシェルH

|篭 （ディーゼル駆動）
送信機（ヨ

:n (満救航海)25.311
I員53箱 旅零

4,227.87

1

駆動)

尾
全
満
貨
貨
主
僻
排
。
受
船
海

T 載貨重量2,89120t
ツク50台又はトヨペットコロナ型176台
15.9t/day 清水槽429.7ms
t大) 18,000PS×2(430/208.7RPM)
HK-2400HMA型2,000kg/h×1台
1,600PS×1,100kW×450V×3台

鷺 （主)500W1台（補)75W1fT
25.31kn 航続距離3,340澱
旅零1,033名 航路那覇今鹿児島

13－
IWi111貨物船成 玄 丸協成汽船株式会社

SEIGENMARU

岡造船株式会社趣造("1028番船） 起工49-9-3 進ｲ< 49-12-17 竣工50-2-7
長12780m 飛線間腿119,00m 型幅2050m 烈深10.30m 満戦喫水8.052m
,l世排水量15,162.20t 総噸数7,066.75T 純噸数4,421.60T 載貨重量11,56438Lt
物艫容積（ベール) 13,911.75m3 (グレーン) 14,72L84m3 "I~I数3 デリックブーム 21t×4台
料汕梢1,613.57m3 燃料浦鷲量21t,/day 清水榊585.89m3

機械神戸発動朧6UEC52/105D型ディーゼル機関×1荘 川力 （連続最大)8,200PS(175RPM)
補汽{11 コクラン型0.6t/h×1台"])5,580PS(169RPM)

電朧250kW×AC×60Hz×450V×720rpm×2台 送信機（主）NSD1800BLl台
W)NSD1075L 1台 受信機（主)'IKJSD10 1fT (#,i)NRPlOO2CMT,YHE無線電話1台

航続距離13,350郡 船級・区域盗絡NK遠洋力 （試遮il展最大) 17.380kn (鋤載航海) 13.2kn
型凹叩板型 乗組員28名その他2名

福岡造
全長
棚,|世排
貨物艫
燃料汕
:1畠機械
(常用）
発電磯
(補)r
速力
船型
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セメント運搬船第三興栄丸安田信託銀行株式会社
KOEIMARUNo､3 運航･同栄運輸株式会社

宇部船渠株式会社建造（第147番船） 起工49－8－5 進水49－12－14 竣工50－3－31
全長118.00m 垂線間長110.00m 型幅16.00m 型深9.15m 満載喫水7.15m
満載排水量9,483t 総噸数4,354.65T 純噸数2,151.64T 載貨重量6,893t
貨物艫容積（グレーン)4,777ms (空尺750mm) 燃料油槽136.80t 燃料消費量15.0t/day
清水槽161.35t 主機械宇部興産鉄工16UEV30/40C型デイール機関×1基
出力（連続最大)4,800PS(540RPM) (常用)4,320PS(521.4RPM) 補汽缶クレイトン型619kg/h×1台
エコノマイザ-400kg/h×1台 発電機自励式自己通風防滴型320kVA×2台 船舶電話
速力（試運転最大)16.631kn (満載航海)14.0kn 航続距離2,700浬 船級・区域資絡NK沿海
船型船尾機関凹甲板型 乗組員21名 旅客2名

-14－ 油槽船藤 風 丸株式会社安保商店
FUJIKAZEMARU

太平工業株式会社安芸津造船所建造（第313番船） 起工49－9－6 進水49－12－26 竣工50－3－26
全長103.29m 垂線間長97.00m 型幅1500m 型深8.35m 満救喫水7.288m(MLd)
満載排水量8,324.0t 総噸数3,838.91T 純噸数2,292.15T 戦貨重量6,532.81t
貨物油糟容積8,054m3 主荷油ポンプ500/280m3/h×8kg/cm2×2台 燃料油棚DO 48ma C.0. 426mB
燃料消費量12.6t/day 清水榊175m3 主機械赤阪鉄工6UET45/75Cディーゼル機関×1基
出力（連続最大)3,800PS(230RPM) (常用)3,230PS(218RPM) 補汽缶三浦製作所VW－ﾕ20型
4,900kg/h×10kg/cm2G×1台 発電機180kVA×AC445V×31×60Hz×2台
送信機（主)800WA｣ (補)75WAⅢ 受信機全波2台 速力（試運転最大)13.582kn
（満載航海)12.9kn 航続距離9,853浬 船級・区域資絡NK遠洋 船烈凹甲板船尾機関型
乗組員30名 同型船吉安丸 前船名はBOTANYTRUST
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巡蹴了熱帯ふ じ海上保安庁FUJI

株式会社臼杵鉄工所臼杵造船所建造（第921番船） 起工49－7－17 進水49--11-15 竣工50－2－7
全長63.35m 垂線間長60.00m 型幅7.80m 型深4.30m 計画型喫水2.60m

総噸数496.76T 純噸数128.14T 燃料油棚76.382m3 燃料消費量11.520kg/day(全力1,500PS2軸）
清水櫓50204m3 主機械新潟鉄工6M31EX型ディーゼル機関×2雑
出力 （連続賎大)1,500PS×2(380RPM) 発電機100kVA×1,200rpm×2台

(原動機）ヤンマーL6D45AM型130PS×1,200rpm×2台 送信機MS-TA150B型1台,MS-TM50D型1台
MS-TV5A型1台 受信磯MS-IR261型1台,MS-RA2W l台 速力（試運転最大) 18.225kn

乗組員34名 装備及び兵装，機動艇1台，救難艇1台，放水銃1台, 20mm(満收航海) 1745kn

機関銃1台 配偶高知海上保安部

の節減に性の向上と
がも肋
■■■■■■

回
．。ロペヨ
かもめプロペラ株式会社かもめ可変ピッチプロペラかもめサイドスラスタ

かもめ固定ピッチブロペラ船尾装置一式

一運輸大臣認定製造事業場、

ｲ蔦 #I

1ui(.11."11i

描浜I|j戸塚区1.挺部町690
'045) 811 2461 '代ﾉ＜
叩斯端lli41入斬愉4 14 2
(03)431-5438 434 3939

〒244
TEL

=105
TEL,’
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ワールド

輸出汕緋船wORLD
船主LiberianCreStTransports, Inc． (Liberia)

I･ロフィー

TROPHY

佐世保重工業株式会社建造（第234番船） 起工49－9－2 進水49－11－26 竣工50－4－2
全長339.500m 垂線間長324.000m 狐幅53.500m 型深25.700m 満載喫水20.000m

総噸数114,573｡58T満戦排水量295,971t 純噸数94,648.83T
;|&貨琿量254,417Ltat20.00mdraft (molded) 貨物油槽容積311,366.7m8
主荷iIIポンプ（タービン駆動)4,500m3/h×150m×4台 デリックブーム25-15t×22m×2台
燃料汕州9,973.1m3 燃料消費量2069/h(33,000PS) 清水榊240m3
主機械三菱クロスコンパウンド舶111タービン機関×1雑 出力 （連続最大)36,000PS(90RpM)
(常用)33,000PS(87.4RPM) 主汽価佐lli保FWMDM型79t/h×62kg/cm2g×515｡C×2台
発電機（タービン駆動)2,500kVA(2,000kW)×450V×AC×1台 （ディーゼル駆動)i;2501iVA(1,000BM)
X450V×AC×2台 送信機 ' l:] ･短波2fr, I|ｺ短波．短波1台 受信機全波3台
速〃（試運転最ﾉ<) 16.44kn (ifi,職航海) 15.25kn 航続距離19,500浬 船級・区域資緒NK遠洋
船泄船if"|､j:平|11版】側 乗組員52満 同咽船CYSCROWN ,MO〃取得 （別項参照）

ミノグブロス －17－ミノグブロス

"lllilll梢船MINOTAVROS
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ｉ
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船
三
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農
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機械
↑用）
電機
0刷
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Waterworkcorp.S.A. (Liberia)
船株式会社王野造船所建造（鋪1007番船） 起工49-10-11 進水49-12-27 竣工50-3-31
271.00m 睡線lHj"260.00m ji!幅44.00m ゾ側深22.40m 満放喫水（ext.）17.041m
水戯162,426t 総噸数68,630.86T 純噸激52,515.46T 1f1f覗量138,884t
|:IIW祥砿167,905.0m3 :13IIWl11ポンプ3,500m3/11×d, 12.5kg/cm2G×3台 デリツクブーム 15t×2台
梢F．O. 6,887.4m3 D.0. 388.2ma 燃料滴世吐95.18t/day 清水榊238.3m3
三j|2B&WDE8K90GF猟ディーゼル機関×1蕪 出力（連続鎧大)27,3dtife',('14RWl
24,800PS(110RPM) 補汽缶三井WTA-40]I!2111,1式ｲ<管ボイラー40,000kg/h×i6kg/cin3G×2台
（ディーゼル駆動）ダイハツ SPMTc-26D｣1!1,120PS×720rpm×750kw×2台（ターボ駆動）三II:MTG

'i:") 15.60ko航統in"24,390ill! 船級･区域謙絡LR遮洋 )i{}7…I"7IM逮擁鼎|攪撫淡賊鰯900kW×1台 送信朧（-1弓）1.2kW1台 受信機2台
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ボラータンク

輸出油槽船POLARTANK
船主HValfangerSelskapet ,Polaris"A/S(Norway)
日本鋼管株式会社鶴見造船所建造（第915番船） 起工49－8－10 進水49-11_11 竣工50-3-10
全長266.000m 垂線間長254.000m 型幅43.500m 型深23.000m 満載喫水17028m
満載排水量15,946,9t 総噸数71,882.83T 純噸数52,027.93T 載貨亜泣137,309t
貨物油槽容積171,889m8 主荷油ポンプVerticalCentrifi'gal3,000m3/h×125m×3台
燃料油槽7,135m3 燃料消費量86t/day 清水槽600m3 主機械住友Sulzer9RND90型
ディーゼル機関×1基 出力 （連続最大)26,100PS(122RPM) (常用)23,400PS(118RPM)
補汽缶軍油専燃2胴水管缶15.5kg/cm2×35t/h×2台 発電機（ディーゼル駆動)720kW×450V×3台
送信機EB-1500型(HF1.5k) 受信機EB-3026型(15kHz-29.99MHz) 速力 （試運転最大)16.25kn
(満載航海)15.35kn 航続距離28,800浬 船級・区域資格NV遠洋 船型平甲板型 乗組員42名

ソルフ秀ン

輸出油槽船SOLFONN

船主KommandittselskapetAnkertankA/SCo. (Norway)
川崎重工業株式会社神戸造船所建造（第1207番船） 起工49－9－28 進水49－12－20 竣工50－3－26
全長273.00m 垂線間長260.00m 型幅4400m 型深20.60m 満載喫水15.704m
満載排水量154,014t 総噸数68,93136T 純噸数50,92552T 載貨重麓131,6641
貨物油槽容積165,791.6m3 主荷油ポンプ（タービン駆動)3,500m3/h×145mTH×3台
デリックブーム 15t×2台 燃料汕椚7,8433m8 燃料消費量129.2t/day 清水棚1,027.1m3
主機械川ll"UA型クロスコンパウンド型舶用タービン機関×1基 出力（連続最大)24,500PS(105RPM)
(常用)24,500PS(105RPM) 補汽缶川崎21I11水管式×2台
発電機（タービン駆動)AC×450V×1,875kVA×1台 （ディーゼル駆動)AC×450V×1,875kvA×1台
(非）（デイーゼ､ル駆動)AC×450V×325kVA×1台 送信機（主）中・中短・短波1台（非）中肢1台
受信機（主）全波1台（非）全波1台 速力 （試運転最大）17.047kn (柵栽航海) 16.55kn
航続距離21,600浬 船級・区域資格NV遠洋 船姻船首楼付平甲板狐 乗組員37f
|幾関の無人化帆EO〃取得 （別項参照）
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IHR翻刷卵子もwキワレーシ
】直)II豊播磨菫三機械営業本部第2汎用機械販売部東京都中央区八重洲6丁目3番地(石興ビル)ClO4 TEL東京(03)277-4219
大阪(06)251-7871札幌(0II)221-8121宮山(0764)4i-4808広島(0822)28-2486高松(0878)2I-5031福岡(092)771-7241 ’
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W五

調査 設計
施工 管理
潜水・水中TV篭気

世界に誇る中川の船舶塗料船舶の腐蝕による損失を防ぐため

船体外板､推進器､バラストタンク､ポンプ

海水管内面などに

中川の電気防蝕法を〃

|I 輻＝ ⑱引三

犀ll lO1 (IE

製造販売と施エ

q中川肪蝕工業株式会社。
本社・東京都千代田区鍛冶町2－2－2電話（252）3171
テレックス・ナカガワボウショクTOK222-2826

支店・大阪市東淀川区西中島5－101 電話（303）2831

営業所・名古屋(962)7866 広島(48)0524 福岡(77)4664
出張所。札幌仙台新潟千葉水島高松大分沖繩’

《のノざロメーターー
｜
’

’ 気J王に関しては････オールラウンドプレーヤー

"デジタル式からｵ訴目盛まで"パﾛﾒｰﾀｰといえばﾔﾅギです
大型船舶から小型ヨットまで、ノ、ロメーター
はすべて－ヤナギーとご指名下さい。

にj尭蓉蕊刈‘‘抑澗織鰯顎織鯆…↑8A型

》塚、〃…塚プロ函咄ｑ司
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デジタル受信器DR-01型

》等 おり令 ク
F

酌

'… 索

電送発信器EB-05関連製品

●記録計

●デジタルタイマー

●デジタルプリンター

、ロボットブイ用発信器

RE-01型

NO614型

DP｡12型

EA-03A型’
営業品目■デジタル染中淡示装祇／デジタル‘くロメーター／砥姉機

用シミュレーター装祇／波而i計／輔密鋤更叶／気圧針／
気象叶器／海洋催器／輔栫厩力計／配分fE盤

柳計器株式会社
唯京郁夫剛区多摩川2丁目8歸1号(廻!“）近鱈・班京〈750)HI81（ﾉこ代奨）
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ギャランティドックで

（クレーム"ゼロ"｝

－航海に強い円式ﾉくタフライノ､ルブー

巴式バタフライバルブは独自の機構と材質で安全でスムーズな

航海をお約束します。その最大の特長は厚いゴムシートリングが

本体の内面を完全に震っていますので腐蝕は全然無く、かきなど

の付着もグンと少なくなり、スリ合せなどが不要になったことで

す。従来の船体付弁では．定期点検時には必ずと言っていいほど、

シートのスリ合せ作業が必要となり時間と経費がかかりました。

ギャランティドックでもクレームミゼロ鳶の実績を誇る巴式バタフ

ライバルブをぜひご検討ください。

1 、，礁鐵弁錬簿製プﾗ‘群ジタイプ〔7沁婁7麺型〕は ●ゴムシートリングで内面を顎ってい

るので耐蝕性は抜群です。●面間寸法を最小にした経済設計、配管用のガスケットも不

要です-●標準材料は弁体をSCS13ゞ弁棒をSUS40sとし耐蝕性、強度アップ。ま

た、ご要望により、 さらに耐蝕性の高い材料も可能です●操作は簡単で確実なギヤー式

またエアーシリンダー式電動式も可能です◆もちろんモレは「ゼロJの完全密閉です

●軽量で設錘スペースをとりません。

<あらゆる流体に〉

巴式パヲ万ラ 胆万”
株蓉ごバルブ式含社蕊喜舞壽識黒輝耀職鶚淵鯏::蝋鰯

認定/日本海事協会(NK)･ﾉｰﾙｳｪｰ船級協会(NV.)ビﾕﾛｰべﾘﾀｽ船級協会(BV) 使用許可/ﾛｲド船級協会(LR) .ｱﾒﾘｶ船級協会(AB.)

’
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また、船速と波浪状態に敏感に対応Lて自動制御を行なし,、そ

のローリンク貞加塞産帝I御装鍾(SIEME脚S製)はフィン･スタビライザー

?驚
れた1生能を発揮し、

"ELEKTROFIN”は折たたみ

アヌ
“ELEKTRO

に選択でき、ア 肥
■■■■■■■■

では最新のアイデアです。

二のため効率は最高、実質的に廉価についてし，ます。下記へご一報次第、た

だちに責社の鍋に装備した場合の減揺効果等をお示Lします。

"ELEKTROFIN.、のご採用【こより、必らずや経変節減をお喜びいただけるものと嘘

1言してL、ます。

日本鶏代理店極東ﾏﾂｸ･グﾚゴｰ株式会社灘輔輔既緯蕊鴎朋淵柵

DESIGNEDANDENGlNEEREDBY

jOHNj.McMULLENASSOCIATES,INC.
NAvALARCH1TECTS

MARINEENGINEERS・CONSULTANTS
OneWorIdT｢adeCenterpSuite＃30”，
NewYork,N.Y、10048

REPRESENTATlVESTHROUGHOUT
THEWORLD

ノ、

こんな時、

をノ

曳船、押船、底曳網漁船など、荷重度が高
く、特に大きな推力を必要とする時

搭載主機関の出力を槽さずに推力の増加を
計りたい時

プロペラ直径を制限され、目的の推力が得
られない時

河川など浅吃水で航行する場合、空気吸入、

キャビテーションの発生を防ぐとともに、

プロペラ羽根先の保護が必要な時

2

3

4

(株)マスミ内燃機工業所
紗
XASUXZ

I

本 社東京都中央区勝どき33-12TEL(532)-1$1

清水営業所清水市入舟町2-36TEL(53)-6178

－22－
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輸出汕槽船RUTH
船主InternationalTransportationlnc. (Liberia)
日立造船株式会社因島工場建造（第4390番船） 起工49－6－27 進水49－10－18 竣工50－2－14
全長266.70m 垂線間長255.00m 型幅41.40m 型深22.20m 満載喫水(ext.)55'-21/8"
満載排水量149,669Lt 総li頓数60,814.66T 純噸数46,245T 載貨重量128,201Lt
蛍物油槽容職153,871m3 主荷油ポンプ3,000m3/h×3台 燃料油槽5,169m3 燃料消費量77.5t/day
清水槽483m8 主機械日立B&W9K84EF型ディーゼル機関×l韮
出力（連続最大)23,200PS(114RPM) (常用)21,100PS(110RPM) 補汽缶21m舶用水管缶35,000kg/h×2台
発電機（タービン駆動)900kW×AC450V×1,800rpm×1台（ディーゼル駆動)480kW×AC450V×720rpm×1台
送信機（主)SAITMT203 1台, SSB 1台（非)1台 受信機（主)SAITMR1400 1台（非)1台
速力 （試運転最大）15.699kn (満載航海)14.6kn 航続距離21,000浬 船級・区域資格AB遠洋
船型平甲板型 乗組員49名 同型船HEXAGRAM ABSBACCU取得

1台，
（満覗
49名

アルテミス －23－
輸出油槽船ARTEMIS

船主NeptuneMaritimeCo. ofMonrovia(Liberia)
三菱重工業株式会社広島造船所建造（第248番船） 起工49－9－25 進水49－12－16 竣工50－3－27
全長260.62m 垂線間長247.00m 型幅40.60m 型深22.30m 満載喫水（型) 16.815m
満載排水量143,574t 総噸数60,670.62T 純1，数45,643T 載貨重量123,749t
貨物油槽容積147,755.3m3 主荷油ポンプ3,000m3/h×125mTH(S.W.)×3台 デリツクブーム 10t×2台
4.5t×1台 燃料油梢6,902.5m3 燃料消費量85Lt/day 清水榊486.7m3
主機械三菱Sulzer9RND90型ディーゼル機関×l韮 出力（連続最大)26,100Pg~(122RPM)
(常用)23,490Ps(118RPM) 補汽缶三菱CEyr!2胴水管ボイラー×2台
発電機（ディーゼル駆動)8PSHTC-26D型1,120PS×AC450V×60Hz×937.5kVA×750kW×3台
送信機 ！'］波2台，中短波1台，短波1台 受信機全波1台 速力 （試運転最大) 16.68kn
(満載航海) 15.80kn 航続距離26,000浬 船級・区域資糯AB遠洋 船型船首楼付平甲板蝿
"f11"40fi
一一一一一－． － 一一・■一一一一＝
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輸出汕袖船ASTROPEGASUS

船主Trans-WorldTankshipCo.Ltd. (Liberia)
今治造船株式会社丸亀事業部建造（第1017番船） 起工49-4-4 進水49-11-8 竣工50-3-22
全長237.613m 垂線間長226.00m 型幅39.40m 型深18.70m 満載喫水13.947m

満載排水量106,228t 総噸数45,083.67T 純噸数32,162T 赦蛍重量89,870t
貨物油櫓容積105,796.9m3 主荷油ポンプ2,500m3/h×140mTH×3台 デリツクブーム lOt×2台
燃料油槽4,845.6m3 燃料消費量66.24t/day 清水槽312.9IK5
主機械三菱Sulzer7RND90型ディーゼル機関×1麩 出力 （連続最大)2q'aQOF9"(1¥RPM)
(常用)17,250PS(116RPM) 補汽缶三菱CE型水管ボイラー16kg/cm2,排ガスエコノマイザー7kg/Ciffi
発電機950kvA×2台 送信機（主)NSu""1W.mi),IM,､ !19Z5L~7EW

受信擬(主)NRD10企波(fili)NRD1002C全波 速力(試趣|驫擬雛撤4職(卿航") 15ﾕko航続距離23,000浬 船級・区域盗絡AB遠洋 船梨平甲板狐
一

インダスi・リアル ブロスペリティ

輸出油槽船 INDUSTRIALPROSPERITY
－24－

船主IndustrialTankerCorporation(Singapore)
株式会社名村造船所伊万里工場建造（第801番船） 起工49－8－5 進水49－11－27 竣工50－3－20
全長245.00m 垂線間長232.00m 型幅39.00m 型深18.70m 満救喫水14.033m

純噸数35,759.70T満!|世排水量105,668t 総噸数48,292.85T 峨貨雨量89,479t

主荷汕ポﾝﾌﾟ （ｸｰピﾝ駆動)樅製渦巻ポﾝﾌ｡2,750m"#5瑚募旋物油櫓容積111,001.8m3
デリックブーム 15t×2台 燃料油楠3,290.2m3 燃料消賛量689t/day
’三磯械三菱Sulzer7RND90 ノ側ディーゼル機関×l韮 ⅡI力（連続最大)_20,""F(WRPM)
（常用) 18,270PS(118RPM) 補汽{li三菱舶用水管式ボイラ16kg/cm2G飽燕11×5.5t/h×1台
雍電機AC450V×1,100kVA(880kW)×3'×60Hz×2台 送信機（主)SSF1.2kWr .lfT.｡f補) 1台
受信機（主)SSB lfr (補) 1台 速力 （試迩|展最大) 16.18kn (iifil世航海)15.56fi
航続距離17,300浬 船級・区域資栴NK遠洋 船唄船首稚付船尾機開平甲板刑 乗糺ljl 39"
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"l11汕槽船SATYAMURTI

船主TheShippingCorporationoflndiaLtd(India)
三菱通工業株式会社神戸造船所建造（第1054番船） 起工49－8－22 進水49－12－13 竣工50－3－31
全長237614m 垂線間長226.00m 型幅3940m 型深18.70m iif1敗喫水13948m
MMil蝋排水瞳106,245t 総|噸数51,532.76T 純噸数36,71086T 救貨祗量87,940Lt
貨物汕榊存,砿105,816.6m3 王荷汕ポンプ（タービン駆動)2,000m3/h×150mTH×3台
デリツクブーム10t×2台, 4.5t×2台 燃料汕|# 4,9991m3 燃料消費量68.5t/day 清水榊3129m3
主機械三菱Sulzer7RND90狸ディーゼル機関×lｿIL III力（連続最大)20,300PS(122RPM)
(術用) 17,250PS(ll6RPM) #l li汽{I↑三菱ダブルエバポレーシヨンタイフ，32t/h×2台,排エゴ18t/h×1台
発電機（ディーゼル駆動) 1,000kVA(800kW)×450V×3台 送信機（主）中短波1台（補）中短波1台
受信機（主）金波1台（補）余波1台 速力 （試遮転最大) 15.97kn (澗赦航海) 15.3kn
航続距離24,000浬 船級・区域資絡AB遠洋 船型平I11板型 乗組員69名 （別項参照）

QUIKSETEPq
ITロア35R

舶用主機および補機の正確な据付と工
数削減にお役立てください。

金属片に代わる液状エポキシ樹脂チョ
ック材。
。エンジン・ベッド、フレーム等の機

械加工なしで、安全かつ確実な据付
が可能です。

。工数が削減されるので、大幅なコス

ト ・ダウンが得られます。

・作業が簡単で熟練を必要としません。

。防音、防振対策に効果を発揮します。
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｡超低温タンク(LNG,LPG)の据付が
可能です。

| 1 1 1

日本アイキャン株式会社
〒104東京都中央区新富1－．1－5新中央ビル(京橋)8F

電話03-(552)7781(大代)テレックス2523688 1CANSPJ

お問合せは

｜ 電
ロー"三一＝－･詑皇二一国写幸‐ ・具。届＝募参Lー-■一一ｰ囚一・‐＝吾寺宗.云壼U一戸墨孟日．罰ﾜⅡ｡§ら垂 垂昼凸 一 孝一＝ご‐一一”一壼夙二L匠 一二＝竺一＝＝、三二一苧L三
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輸出油槽船MANHATTANBARON
船主PersianOilTankerCorp. (Singapore)
佐野安船渠株式会社水島造船所建造（第1002番船） 起工49－9－3 進水50-1-10 竣工50-4-10
全長245.530m 垂線間長234.000m 型幅38.000m 型深18.200m 術紋喫水13.733m

純II頓数34,518.71T満載排水量102,750t 総噸数44,061.82T 救蛍砺逓87,076t
貨物油櫓容職111,4767m3 主荷油ポンプ2,750m3/h×125mTH×3台 デリックブーム 15t×2台
燃料油槽3,2209m8 燃料消費戯69.2t/day 消水樅572.3m3
主機械住友Sulzer7RND90型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)20,300PS(122RPM)
(常用)18,270PS(118RPM) 補汽缶2胴式水管ボイラー50,000kg/h×1台
発電機AC450V×60Hz×3'×1,100kVA(880kW)×2台 送信機（主) 1.5kW1台（補)80ur 1台
受信機（主）全波1台（補）全波1台 速力（試運転最大) 16.94kn (満載航海)15.6kn
航続距離16,000浬 船級・区域資絡NK遠洋 船型船首楼付平甲板型 乗組員39名
同型船マンハッタンフ･リンス （別項参照）

－26－ ハラ グリーグ
輸出撒積貨物船HALLAGRIEe

船主K/SA/SAiaco&Co. (NOrWay)
三菱重工業株式会社神戸造船所建造（第1053番船） 起工49－6－10 進水49－11－28 竣工50－3－18
全長224.0m 垂線問長211.28m 型幅31.80m 型深18.35m 満載|喫水(ext.) 13.32m

75,307Lt """35,767.86T _"m"23,892.65T ji満載排水量75,307Lt ,i蝋貨璽量63,453Lt
貨物艫容砿（グレーン) 76,315.0ms 鰭口数7 燃料汕槽3,505.1m3 燃料消費量46.2Lt/day
清水榊543.8ma主機械三菱Sulzer7RND76型ディーゼル機関×1基出力 （連続最大)14,000PS(122RPM)
（常用)12,600PS(118RPM) 補汽缶コクラン最大1,800kg/h×1台,排ガスエコノマイザー
1,800kg/h(常用時)×1台 発電機自励式AC×450V×60Hz×625kVA(500kW)×3台
送信機（主）中波・短波1台（補）巾波1台 受信機（主）全波1台（補）全波1台
速力（試運転最大) 16.66kn (満載航海) 14.6kn 航続距離22,000泥 船級・区域盗格NV遠洋
船型船首楼付平甲板塑 乗組員36名（船主2箔を含む） 機関部自動化帆EO〃適用NVの、BIS〃適用
(没水部の水中検査可能）
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パームオイル運搬船BUNGASEPANe
船主MalaysianlnternationalShippingCorp. (Berhad)
三菱重工業株式会社下関造船所建造（第734番船） 起工49－6－26 進水49-10-17 竣工50-3-4
全長170.00m 垂線間長16000m 型1im 25.40m 型深14.60m 満載喫水ll142m
満載排水量38,162t 総噸数18,959.05T 純1噸数10,69028T 載貨重量29,957t
貨物油槽容瞳35,485.6m3 主荷油ポンプ800m3/h×2台, 350m3/h×4台 館口数25
デリックブーム 10t×2台 燃料油槽2,479 6m3 燃料ii'j賀晶39.9t/day 清水榊592.2m8
主機械三菱Sulzer6RND76型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)_LaJ9pPS_W2RPM)
(常用)10,800PS(118RPM) 補汽缶三菱CE型ボイラー20,000kg/h×2台 発電機600kW×3台
送信機A1,A2H400WA,,AsH,A3A,A3J,F1400W 受信機100kHz-29.9999MIif
速力（試運転最大)15.82kn (満戦航海)15.0kn 航続距離19,200浬 船級・区域資絡LR遠洋
船型凹甲板型 乗組員52名

－28－ ジョージ エル

輸出撤積貨物船GEOReEL

船主FairviewShippinglnc(Liberia)
函館ドック株式会社室蘭製作所建造（第603番船） 起工49－9－21 進水49－12－28 竣工50－3－28
全長182.00m 垂線間長167.80m 型幅22.86m 型深14.71m 枇救喫水35'-1/2"
満載排水量33,246Lt 総噸数14,786.62T 純噸数9,642T 戦貨亜量26,986Lt
貨物艫容稚（ベール)32,416m3 (グレーン)32,722m3 艫口数6 デッキクレーン 10t×5台
デリックブーム5t×2台 燃料汕槽2,664m3 燃料澗斑量40.62Lt/day 溝ｲ<榊133m3
主機械IHISulZer6RND76型ディーゼル機関×1韮 出力 （連続最大) 12,000PS(122RPM)
（常用)10,800PS(117.8RPM) 補汽価SpannerN240-H型7kg/cm2G×1,200kg/h×1台
発電機AC×450V×350kW×3台 （原動機）ダイハツ6PST-26D型520PS×600rpm×3台
送信機（主)MF, IF,HF(非)MFA 受信機（主）全波1台（非）全波1台
速力（試運転最大) 18.082kn (満栽航海) 15.2kn 航続距離18,000浬 船級．区域盗絡AB遠洋
船型凹甲板狸 乗組員41名 同型船PANTAZISL

一一ローー‐
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口径

行程

行程容積

シリンダ数

出力

回転数

ピストン速度

平均有効圧力

650mm

650mm

216dm3/cyl

l2， 14， 16， 18

1,180kw/cyl

375rpm

8.12m/sec.

17.4bar
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主要寸法

シリンダ数全長(mm) 全幅(mm) 全高(mm) 出力(kW)機種

12V65/

14V65/

16V65/

18V65/

65

65

65

65

２
４
６
８

１
１
１
１

9150

10300

11450

12600

7450

7450

7450

7450

4800

4800

4800

4800

14100

16500

18800

21200

M令AN(ジャパン） リミテッド
本社 東京C.P.O.Bo×68 Tel. (03) 214-5931

神戸サービスベース 神戸C.P.O.Bo×1170 Tel. (078)671-0765
横浜サービスエンジニヤー Tel. (045)201-2931

ライセンシー

川崎重工業株式会社 東京／神戸
三菱重工業株式会社 東京／横浜
MASCHINENFABRIKAUGSBURG-NURNBERGAKTIENGESELLSCHAFT/WESTGERMANY
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輸出撒積貨物船GOLDENSTAR

船主GoldenStarSteamshiplnc. (Liberia)
日本鋼管株式会社清水造船所建造（第328番船） 起工49-10-16 進水49-12-20 竣工50-3-11
全長155.700m 飛線lilig 145.700m 型幅22.860m 型深13.600m il';赦喫水9909m
満職排水趾26,482Lt 総ll頓数13,035.84T 純噸数8,867T 救貨重量21,711Lt
貨物艫容職（ベール)25,117ms (グレーン)29,151ms 総口数5 デリックブーム 10t×10:
燃料汕椚2,541m3 燃料消費趾2913Lt/day 清水榊194m3
主機械(i弓友Sulzer6RND68狸ディーゼル機関×l蛙 出力（連続最大)9,000PS(137RPM)
(粥用)7,650PS(130RPM) 柿汽{1T AalborgAQ57W1,700k/h(汕焚) 1,300kg/h(排ガス）
発電機AC×”×60Hz×310kWW7×450V×2台195kW×450V×1台送信機MF200WIFHF1,000-1,600W
受信機15kHz=30MHz 速力 （拭運i1鼠最大) 16.705kn (満』職航海)15.1kn 航続距離27,300浬
船級・区｣或盗緒AB遠洋 船型ウエルデッキ型 乗組員40名 同型船GOLDENCHASE

最大) 16.705kn (紺』ll
ノキ型 乗組員40毛

アクラタ

AKRATA

2411番船） 起工49－
型幅65'-0〃
』1世貨亜i,i l5,187t
デリックブーム

主|幾械IHISEMT

－31－

輸出多目的貨物船

船主Ak"taShippingCooperation(Greece)
石川島擶膳I1I工業株式会社東京第二工場建造("2411番船） 起工49-8-19 進水49-11-21 竣工50-3-11
全長470'-55/8〃 睡線|州長440'-0〃 型幅65'-0〃 狐深40'-6〃 満載喫水29'－711/,‘〃
総噸数9,75347T 純噸数6,030T ｣I世貨亜i,i l5,187t 貨物艫容職（ベール) 18,988.7mg

艫I I数6(グレーン)20,140m3 デリックブーム 10t×3台 燃料油|1IW 1,356.3m8
燃料消費髄18.2t/day 清水榊174.2m8 主|幾械IHISEMTPielStickl2PC2V711ディーゼル|幾閲×l)IL
出力 （連続最大)5,130PS(500RPM) (常用)4,540Ps(480RPM) 補汽缶コンポジットボイラー
7kg/cm2G×1､2t/h×1台 発電機（主|蕊駆動) 170Mr×AC×60Hz×450V×1台
(ディーゼル駆動)310kW×AC×60Hz×450V×900rpm×2台 無線機器12kM7 1fT
速力 （試遮I|展最大) 16.27kn (il,;,|ik航海) 13.6kn 航続距離19,000i'i! 船級．区域盗幣AB j遺洋
船型平｢ﾛ板型 粟組幽31名

塗
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輸出貨物船紬ARITIMEHIBISCUS

船主TamarMaritimeCorp. (Liberia)
福岡造船株式会社建造（第1027番船） 起工49-10-31 進水50-2-10 竣工50-3-25
全長127.80m 垂線間長119.00m 型幅20.50m 型深10.30m 満載喫水8.050m

純噸数4,653.98T満載排水量15,158.00t 総純数7,027.92T 載貨重量11,727.01t
貨物艫容積（ベール) 13,911.75m3 (グレーン)14,721.84m8 艫口数3 デリックブーム21t×4台
燃料油槽1,613.57m3 燃料消費量21.0t/day 清水槽585.89m3 主機械神戸発動機6UEC52/105D型
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)6,200PS(175RPM) (常用)5,270Ps(166RPM)
補汽缶コクラン型06t/h×1台 発電機250kW×AC60Hz×450V×720rpm×2台
送信機全波トリプルスーパーヘテロダイン1台 受信機全波トリプルスーパーヘテロダイン 1台
速力（試運転最大)17.280kn (満載航海)13.2kn 航続距離13,500浬 船級・区域資格BV遠洋
船型凹甲板型 乗組員38名 同型船LILYVENTURE

三一寺

－32－ テインバー スマl･ラ
輸出貨物船TIMBERSUMATRA

船主GIoryGarudaNavigationCo.S.A. (Panama)

下田船渠株式会社建造（第236番船） 起工49－8－30 進水49－12－26 竣工50－3－10
全長118.45m 垂線間長110.00m 型幅18.00m 型深9.00m 満載喫水7.20m
総噸数5,188.83T 純噸数3,418.91T 載貨重埜8,273.02t 貨物総容讃（ベール) 10,627.76m3

（グレーン)11,214.68m3 艫口数3 デリックブーム20t×1台, 10t×4台 燃料油槽805.87ma
燃料消費量16.44t/day 清水槽55485ma 主機械三菱6UET45/80D型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)4,500PS(230RPM) (常用)3,825PS(218RPM) 補汽缶700kg/h×1台
発電機AC×445V×250kVA×2台 船舶電話 速力（試運転最大)15.3En (満載航海) 12.5kn
航続距離10,600浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板船尾機関型 乗組員32名
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輸出貨物船ATLANTICTRADER

船主SunMelodyCorpS.A. (Panama)

渡辺造船株式会社建造（第166番船） 起工49-10-20 進水49-12-20 竣工50-2-5

全長115.65m 垂線間長107.10m 型幅17.40m 型深8.70m 満載喫水7.003m

満載排水量1,027101t 総噸数4,824.84T 純噸数3,106.30T 載貨重量7,921.41t

貨物艫容積（ベール) 10,220.92m3 (グレーン)10,695.39m3 艫口数2 デリックブーム15t×4台

燃料油槽650.30m3 燃料消費量15.2t/day 清水槽516.61m3

主機械神戸発動機6UET45/80D型ディーゼル機関×1基 出力 （連続最大)4,500PS(230RPM)

(常用)3,825PS(218RPM) 補汽缶クレイトンWHO-50型1台 発電機250kVA×445V×2台

送信機（主)500W1台（補)75W 受信機全波 速力（試運転最大) 16.134kn (満載航海)13.000kn
航続距離13,000浬 船級・区域資格BV遠洋 船型凹甲板型 乗組員34名

I

ラテックスタイプ
ェポキシタイプ
マグネシヤタイプ

B.O.T承認番号デッキ舗床材
MC25/8/0113

SOLAS承認

N･K

N.V

A.B

L.R

BV

C.R

NS.C

施工実績数百実

●

■9
カタロ妖呈

|’
タイテックス

通話(311)1101代

i{i話(446)6283

Ｉ

I

－33－
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輸出貨物船州ANGOQUEEN

船主MangoQueenShippingInc. (Liberia)
株式会社山西造船鉄工所建造（第771番船） 起工49-10-3 進水50-1-25 竣工50-3-25
全長115.70m 垂線間長107.10m 型幅17.40m 型深8.70m 満載喫水7.00m
満載排水量10,329t 総噸数4,872.83T 純噸数3,025.37T 載貨重量7,825.95t
貨物艫容積（ベール)10,319.09m3 (グレーン)10,654.10m3 艫口数2 デリックブーム 15t×4台
燃料油槽638.09m8 燃料消費量15t/day 清水槽476.20m8
主機械三菱6UET45/80D型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)4,500PS(230RPM)
(常用)3,825PS(218RPM) 補汽缶ヤンマ－300PS×250kVA×2台
発電機（ディーゼル駆動)250kVA×AC445V×3相×60サイクル×2台 送信機NSD-1516BL500Wr
受信機NRD-TEL 速力（試運il藍最大)15.598kn (満載航海)130kn 航続距離10,000浬
船級・区域資格BV遠洋 船型凹甲板型 乗組員34名 同型船LYCHEEQUEEN

－34－ マラピラノ ファースト
輸出貨物船州ARAVILLANOI

船主MaravillanoNavegacionCo.S､A. (Panama)
大島ドック株式会社建造（第567番船) "Z49-10-17 進水50-1-20 竣工50-3-19
全長10112m 垂線間長95.18m 型幅16.23m 型深8.20m 満載喫水6.587m

純噸数2,305.51T満戦排水量7,814.87t 総噸数3,266.06T 赦貨軍儲5,923.53t
街物艫容積（ベール)6,931.85m3 (グレーン)7,454.66m3 艫口数2 デリックブーム 15t×4台
燃料油櫓A0. 77.20maC0. 54850m3 燃料消費量555Lt/h 清水槽310.21m3
‐}弓機械赤坂鉄工6UET45/75C型ディーゼル機関×l韮 出力（連続最大)3,800PS(230RPM]
（常用)3,230PS(2178RPM) 補汽折コクランコンポジツトボイラー 発電機6RAL型160kVA×445V
200PS×1,200rpm×2台 送信機（主)500W×AC440V×1台(Wli)75W×DC24V×1台
受信機（主) 1台（補) 1台 速力（試運転最大) 15.864kn (満載航海)13.6kn 航続距離 :10,400iIM
船級・区域資栴NK遠洋 船型ウエル甲板型 乗組員30fi
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輸出冷蔵運搬船友誼壁

裾
巨
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船主中国機械進出口総公司（中国）
西井船渠株式会社建造（第273番船） 起工49－9－14 進水49－12－16 竣工50－3－6
全長71.400m 垂線間長64.000m 型幅11.000m 型深5.500m 満載喫水4.613m
満』職排水量2,265.00t 総噸数998.39T 純噸数531.82T 載貨重量1,392.63t
貨物艫容職（ベール)1,490.87m3 艫口数3 デリツクブーム3t×6台 燃料油槽347.05m8

燃料消費量9.54t/day 清水榊91.75m3 主機械阪神内燃機6LUS-38型ディーゼル機関×1基
出力 （連続最大)2,300Ps(310RPM) (常用)1,955PS(294RPM) 補汽缶398kg/h×1台
発電機富士電機320kVA×2台, 45kVA×1台 送信機500W1 75W1台
受信機（主）全波1台（補）全波1台 速力 （試運転最大)14.982kn (満載航海)13.00kn
航続距離11,850浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板長船尾楼型 乗組員34名
|司型船炉冷四号

鍵飾棚診I
一

画シマ世界の海に活躍す
■製造品目

本型貨物船．タンカー.撒積船
各種専用船プロペラの設計及び
製ｲ乍，各種銅合金鋳造品．船尾
装置一式

■新開発シスラミム
○キーレスプロペラ
キーなしのシやフトにプロペ
ラを油圧Iこて装蕾する新方式
取付・取外し雷{更

oNAUタイププロペラ
当社と造船技術センターの共
同開発，中小型プロペラの効
率大巾ア､ンフ
○可変ピツチプロペラ
英国ストン社との技術提携に
よる高性能CPPシステムー式
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(本文50頁参照）

醒蔚

ぐ船尾カーラダーおよび

サイドポ ト

(カーラダー架設中）

…

ぐ船首サイドポートドアー
およびカーラダー

（使用中）I
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結露･氷結から視界をまもりま或
変わりやすい海洋気象、飛び散るしぶき、 1次きつける

氷雪、操舵室の窓は、 どうしても曇りがちて露す。

て”もヒートライトCの窓なら、いつも快適塚視界を

お約束します。ヒートライトCは、ガラス表面に薄い

金属膜をコーティング･して通電発熱させ、曇りだけで

なく、氷結を防ぎ、融雪もする安全な窓ガラスです。

もちろん金属膜は透視の妨げにはなりませんし、被膜

の保護や感電防止は万全で､すbまたまんいち刺れても

破片の飛び散らない安全な合せガラスです。

に－■－コヨ■一回一ラー

※あわせて、 ヒートライト製品の姉妹品、ヒート

コントローラーのご使月jをおすすめします。

ヒートコン|､ローラーは、 内勤的に使川通i[温度

を保ちますので、ON｡OFFの手間がL，りません。

●旭硝子結露｡氷結防止作用、融雪作用のある安全ガラス

もヒート壷イ■画⑧應
講奏蕊

100束攻郁丁･代111ほ丸の内2-1-2(千代111ピル）
電(03)2185339(車棚機ｲｲ･溝‘業師）

支店一蛎取･大阪･福岡･筏‘I,雑ｨ:LI晩.flll台･睦鋤
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4月のニュース解説

編 集 部

いない，小型コンテナ船についての建造の可

能性を明らかにしたなどが主な特徴となって

いる。

○OECD造船部会は， この日パリで開催された
が，①船舶の輸出信用条件に関する了解事項
のうち，開発途上国に対する適用問題②造船

業における正常な競争条件に対する障害の漸
進的除去のための一般取極め，の2点につい
て決議した。

11日(金)○関係金融機関は31次舩の建造量は約50万総ト
ンに止まり, 250億円前後の余剰財政資金が
出るとみている。 31次船は予算上で建造量
170万総トン，財政資金900億円を確保してい
るが， タンカーのほとんど工程繰延べ， キャ
ンセル,船種変更される公算が強く， 31次船
の建造はコンテナ船，鉱石船に限定されると
ころから，建造量は予算上の170万総トンの，
3分の1以下に減少するというものである。

'8日(金)○マラッカ海峡シンガポール沖で， 日本郵船所
属のタンカー土佐丸（73,824重量トン）とり

’ ベリア船籍のタンカー， カクタス・クイーン
（152,000重量トン）が衝突。土佐丸は真っ
二つに折れて炎上，沈没した。太平洋海運の
大型タンカー祥和丸の座礁，原油流出事故か
ら3ケ月目である。

○運輸省は同省所轄の17業種について資本金5
千万円以上（造船関連工業については3千万
以上）の法人企業を対象とし， 50年2月15日
現在の設備投資動向を調査した。このうち海
運業部門では， 50年度計画が4,160億円で，
49年度実績比11.3％の増加となっている。一

方，造船業部門では， 50年度計画で879億円
で， 49年度実績比48.2％と半分以下に減少し
ているが， これは造船業が世界的な船腹過剰

傾向から大型ドックの建設計画を見合わせた

ためと思われる。

21日(月)●大分県中部の大分郡庄内町付近でマグニチュ

ード6.4の直下型地震が発生。揺れは九州の

ほか，四国地方の一部に及んだ。

○海運造船問題

●一般政治経済問題

2[I(水)●参議院は50年度予算案を政府原案通り， 自然

成立をまたずに可決，成立させた。一般会計

は総額21兆2,880億円で，暫定予算が組まれ

なかったのは， 46年以来4年ぶり。

7日(月)○運輸省海運局は近く海運会社の現行配当基準

を改正し①1割を越える高配当は控えるよう

にする②不況下においても8分配当の維持を

容易にするため基準を弾力化する， 旨の通達
を出すことにした。

8日(火)●49年度の漁業白番が閣議で了承された。公海
自由の原則が揺らいでいる中で沿岸漁業の振
興,新漁業資原,新漁場の開拓醤提言してい
る。

9日(水)○国賓として来日中のルーマニアのチャウシェ

スク大統領は， この日石川島播磨重工業の横
浜第2工場を視察した。同大統領にはオプレ

ア副首相，マコヴエスク外相， フロレスク化
学工業相ら総勢約60名が随行した。

○日本船舶輸出組合はこの日， 50年3月と49年

度（49年4月～50年3月）の輸出船契約実績

をまとめた。それによると契約実績は， 3月

が28隻， 47万総トン 1,100億円， 49年度

265隻， 361万総トン 8,682億円，内訳は通

貨別にみると円建てが3月は100％， 49年度

96.7％で支払い条件別では3月が現金払い

15.3％， 49年度54.7％となっており，昨年同

期（48年度）に比べると49年度は①トン数で

14.8％②金額で31.3％と大幅に減少し，過去

10年間の最低記録となっている。

，0日(木)○運輸省はこのほど「昭和50年度以後の計画造
船建造要領」を決め，関係船主や金融機関に
通知した。同要領が従来のものと異なる点
は，第1に単年度としないで5年間として，

前文において「今後の財政金融情勢，国際海

運情勢の変化に対処するため，必要に応じて
見直しを行う」との条項が付記されているこ

とである。その他では，建造量が明記されて

－47－
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中手・中小造船業と不況対策

り，固定船価制の下では，急激かつ予想外のコスト

・アップを吸収できなし､。

②新造船市況の沈滞により，新規受注が少し､ため，

これまでのように前受金の収入によって資金操りを

つけることができない。 しかも過去に受注した相当

の手持工事を右しており，むしろ操業量は増大して

いる。

③近年の船舶需要椛造の変化に応じて，中手の建造

分野も8万G/T程度まで拡大するため, 49年度中

に中手造船会社は相次いで大型造船所を稼働させ

た。そのため， これら新設備の償却負担が増加し
た。

④金融引締により，金融機関からの融資が困難とな
った。

⑤大部分の造船所は，資本金’億円以上の中規峡企

業であるため，市中銀行の中,｣､企業に対する特別融

資や中小企業金融機関からの融資を受けることがで
きない。

以上の事情を反映して，中手・中,｣､造船会社の採算が

相当悪化しており，新造船について，損益ぎりぎりのも

の，赤字を計上せざるを得なくなったものが続出してお

り， 49年9月期決算では，数社が減配し， 50年3月期に

は更に，そういう会社が増加するものと見込まれてい

る。近い将来，何らかの局面の打開がみられない限り，

経営上，重大な危機を招くことになる。

8万G/Tまでの近海・外航船舶を建造してし､る中手

造船業は， 30社で， 48年度は建造量が約220万G/T,r
上高5,000億円であり，総トン数ベースで日本全体の約

14％そのうち輸出船の割合は70影にも達している。 ま
た，それらが抱える従業員も約4万人にのぼる。

造船業がおかれている状況

運輸省船舶局が4月23日発表した「昭和49年度造船事

情（速報)」によると，新造船建造許可実績は， 9,348千

G/T(対48年度比28%), 14,013億円（同40%), とな

っており， 48年末の石油危機以降の景気冷込み，海運市

況の低迷を反映して，新造船受注は，大幅な減少を余儀

なくされた。このような受注動向と並行してキャンセル

の動きも表面化し，油槽船5隻， 367千G/Tを記録し，

今後， キャンセルや船種変更が続出するものとみられて

いる。

一方， 手持工事量は， ロイド統計によると74年末で

52,520=r･G/Tであり，前年同期と比較し，約12%減'｣、

しており，現在， 52年中ぱまでの工事量を有している。

以上のような状況に加え，造船業には今後， コスト ・

アップ要因が重くおしよせてくる条件も控えている。昨

年7月造船用鋼材（厚板）は， トン当り11,500円， 28％

引上げられ， 52,500円となったが，今年も，鉄鋼メーカ

ーは原料価格の高騰，輸出の不振等を理由として，約

'0,000円程度引上げの動きをみせている。また，関連工

業製品も， 49年度に，大型主機関，パルプ等を中心にし

て30～'00％と大幅に値上りしており， コスト ・アップ
要因を形成している。さらに賃金コストも，今春闘は，
平均'5％アップ（定昇込み） と，昨年と比較して低水準
であったとはいえ， コスト ・アップの一要因になろう。
このように造船業は現在の受注不振， コスト ・アップ
という状況に加え，固定船価制という要素も重なり，今
後，造船業経営は一層困難な局面を迎えることは必至と
みられる。
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中手・中小造船業の現状

このような中にあって，いわゆる中手・中'j､造船業
は，特に厳しい状況に置かれている。

前述のように，昨年来の諸資材及び人件費の高|騰によ
り建造コストが，予想を大幅に上回っているため，必要
な運転資金が急増し，その資金繰りに苦慮しているのが
実情である。

このような事態を招いた原因としては，

①現在，工事中の船舶は，そのほとんどが年末の石
油ショック以前に受注した比較的低船価のものであ

表1 49年度中に稼働開始した造船所（運輸省調べ）

造船所 ｜ 施 設 |呼称能力|第一船起工
ドック1

ドック1

ドック1

ドｯｸ】'8万G/T,
| 270.0m×47.0m

金 指
豊 橋

佐野安
水 島

名 村
伊万里

大島造船所

49． 5．24

49． 5．17

49． 8． 5

49．11．15
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関係各方面に，特別な配慮方を要望した。 〔表2参照〕

この他に，当面の対策としては， 「中'｣､企業信用保険

法」に基づく不況業種への指定措置がとられた。これ

は，需要の極端な落ち込み，原材料高騰などで業種全体

が深刻な影響を受けているものを指定して，信用保証協

会における保証の限度額を従来の2倍に増額（普通保険

5,000万円→1億円，無担保保証500万円→1,000万円，

特別'｣､ロ保証150万円→300万円)，あるいは保険料を3

分の1に軽減する等の特例措置を取ることにより，各金

融機関からの融資を円滑に受けられるようにするもので

ある。

この措置による業種指定は， 49年中に3回に分けて，

合計29菜種が指定されたが，中'｣､造船業も50年3月3日
指定され，運輸省は，該当事業者が本措置を利用するよ
う，指導を実施した。本措置が適用される期間は， 50年
6月30日までである。

又，舶月l機関製造業につし､ては，業界企業数が僅少な
ため，業種指定はされなかったが，中小企業金融公庫の
特別融資の措置が講じられ，かつ，雇用保険法による雇
用調穂給付金制度の対象業種として指定され，一時帰休
等を実施した場合の助成措置がとられた。
以上， これまで実施された不況対策を述べてきたが，
より長期的な対策としては， どのようなものがあろう
か。以前に， コンピュータ産業の自由化対策として，
「情報処理振興金融措置」あるいは繊維の対米輸出規制
の救済策として， 「繊維関係中堅企業特別金融措置」が
実施された例がある。これらは政府を民間が共同出資に
よる保証機関を設け，資金運用部による金融債引受けに
よって政策金融を受けるシステムである。又，硫安輸出
会社の赤字処理のために， 「開銀による設備資金の肩替
り」が実施されたこともある。中手・中'j､造船業の場合
も，今後このような描置をとることも考えられる。

以上のように，中手・中'｣､造船業が建造する船舶の大

部分は輪出船であるため，万一新造船の建造に支障を来

たす事態になれば， 日本造船業がこれまで築き上げてき

た国際信用を失墜することになる。また国内的にも，多

数の従梁貝の生活及び多数の造船関連工業，および， こ

れらが存在する全国各地の地域経済に対して深刻な影響

を及ぼすことになろう。

中手・中小造船業不況への対策

このように，中手．中,j､造船葉は，国際的にも国内的

にも，その果している役割は，大きいものがある。
運輸省は， このような事情を重視し， 49年12月及び50
年3月の2回，特に金融の而から，関係各方而に対して
善処方を働きかけた。

運輸省船舶局の調査によると， 49年度下期において，
当初， 1,500徳円の資金調達が必要とされ，そのうち，
借入金返済額940億円を差引いた純増額は560億円(30社
ベース）であり， この純増額の枠について，大蔵省．日
銀に，特別な配慮方を要望した。これに対して， 日銀
は， メーン・パンクを通じて何らかの措置が講じられる

よう配慮する旨の回答したといわれ，事実，業界筋で
は，関係各方面の協力により，ほぼ資金調達は充足され

たことを明らかしており，実統見込みでは，純増額623

億円 （大島造船所を加えた31社ベース） を調達した。
〔表2参照〕

また， 50年度上期については，賓金調達額が1,843億

円，そのうち借入金返済額を除いた純増額は800億円に

のぼるものと見込こまれ， これについても，運輸省は，

’

表2中手・中小造船会社の資金操実績見込及び予想

｜撫蔑期|熱度上期
円万
帥
兜
過
弱
船
弱
㈹

百
個
２
催
９
３
２
３

８
０
１
２
４
５
２

０
７
６
０
６
６
６

４
４
１
１
１

△
．
△

１万
叱
拠
躯
布
似
両
皿

百
β
挫
洞
２
Ｂ
２
ｐ

２
１
８
４
２
４
０

２
０
７
０
８
８
８

４
５
１
１
１

△
、
』

収入 ④

支出 ⑧

資金過不足 ④－⑧

借入金返済額 ◎

資金過不足計④－⑧一．

資金調達 ◎

調達純増減 の'一。

終りに

これまで，中手・中,j､造船業の不況対策として各種の

救済策が講じられており，今後も各種の不況対策が講じ

られるであろうが，企業自体としても，生産の合理化に

よる経費節減を図る等， 当面の対策を推進するととも

に，長期的な需要樅造の変化に対応した経営体制を確立
することが急務であろう。

I
’

対象は31社
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１
１

世界最大の自動車運搬専用船

"神悠丸” について

三菱重工業株式会社神戸造船所

造船設計部
１

１

１
2．2船型計画および一般配置

本船の計画にあたっては，パナマ運河を通り，本船の

寄港地の各種条件を考慮して， しかも自動車稀|髄台数を

できるだけ多くすることを船主から要望された。 したが

って，本船の主寸法に対し全長は名古屋港，幅はパナマ

運河，全高さはヒューストン港における制限寸法で決定
された。

自動車運搬専用船の特殊性から必然的に喫水は浅く，

水線上の椛造は大きく，風による影響は非常に重要な問

題であり，特にパナマ運河のような狭水路での操縦性に

留意し，本船の計画に先立って船主自らパナマ運河当局

に出向き実地に意見を聞かれ，本船の設備および船型計

画に折込まれたものである。例えばバウスラスタの装
備，操船時の見透しを良くするために操舵室と無線室を

居住区甲板より一層上に配置したり， タク・ボート用外板
付きピットをプッシンク′ポイント近くに配置するなどが
その一例である。

自動車搭載甲板は13層配置して，隔壁甲板を第6日勤
車甲板，強力甲板を上甲板として計画している。また乾
玄は隔壁甲板を乾玄甲板として決定されている。

搭載自動車は'｣､形乗用車から普通トラックおよび,｣､形
パスまでを対象として計画し，第6卿勤車甲板は普通乗
用車，第7自動車甲板は普通貨物自動車および,｣､形（．

ｽ,第8および第9自動車甲板は'j､形の背高自動車,他
の甲板は'j､形乗用車にあてることとして， 甲板間高さも
それぞれ有効高さを1.80m, 2.50m, 1.65m, 1.60mに
確保できるよう決定した。また， 自動車倉は横置卿撒こ
よって4区画に分割配置した。

自動車荷役方式は完全なロールオン／オフ方式を採堀
し，岸醗からの自動車の乗降は2カ所力'らの同時荷役を
考慮して，船首および船尾の両玄側に合計4カ所のサイ
ドポートおよびカーラダーを配置した。

倉内には第2， 3および4番倉に上下連絡走路として
ホールドランプウエイを，各横置隔壁に前後の連絡走路
として大形バルクヘッドドアーを配置して，倉内のあら
ゆる場所に自走で搭救できる計画とした。

1． まえがき

わが国の自動車産業の発展と共に自動車の輸出も急激

に延び，在来型の定期貨物船やパルクキャリヤ一との兼

用船などでは間に合わなくなり，荷主に対するサービス

も十分とはいえなかった。一方，輸送量は増加を続ける

ため，荷主に十分なサービスをしながら船主にも十分利

する輸送方式が必要となり，専用船の大型化が考えられ

た。

このような背景の下に， 日本郵船㈱および大阪商船三

井船舶㈱では両社共同で6，000台の稜載能力のある専用

船の建造を計画され， 当社が受注し昨年4月9日に起

工， 12月25日に完成したのがこの“神悠丸”である。

本船は'｣､形乗用車で6，015台の積載能力を有し， これ

までの最大船の能力4，220台を大幅に上回る世界最大の

自動車運搬専用船である。 （写真36頁参照）

この‘‘神悠丸'，の就航を機に，本船の専用船としての

構造および設備を主体に概要を紹介する。

６
■
園
■
■
Ｅ
■
二

■■

2． 船休部

2. 1 主要目

船級 NK,NS* (MotorCarCarrier)&MNS*

全長 224.985m

210．00m
垂線問長

32.20m
幅（型）

27.60m
深さ（型） （上甲板）

12.10m
深さ（型） （乾玄甲板）

9.320m
夏期満救喫水

戦貨重埜 16,343t

総トン数 16,109.32T
純トン数 7,678.82T

岐大搭減人旦 36名

自動車積赦台数（トヨペツト， コロナ換算) 6,015台
試運転最大速力 24．83kn

満載航海速ﾉﾉ 20.6kn
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本船の采込甲板は，寄港地の岸壁条件を考慮し第7自

動車甲板として計画し， さらに，船首サイドポートから

は第6に1勁車甲板へも乗り込めることができるようにし

た。

乗組員の乗下船口として第7自動車甲板レベルに専用

サイドポートを配置し， ここから最上層にある居住区画

までは機関室と兼用のエレベータを利用できるようにし

て，乗組員の便を図っている。

居住設備は最上層の甲板上に1層のみ配置し，十分広

い面積をあてている。

2．3船殼構造

本船の主搬造は上甲板を強力甲板とし，前述の如く第

6自動車甲板を隔壁甲板として設計されており， ’3層の

自動車甲板のうち隔壁甲板および強力甲板のみを有効甲
板としている。

櫛造様式は上甲板，居住区甲板および二重底の外板は
縦肋骨方式を，その他の部分は横肋骨方式を採用してい
る。特に本船の如く大型化した自動車運搬専用船では検
強度が問題とされ，就航船の損傷例をも考慮し， この対
策として隔壁甲板から上方の倉内にも横置隔壁を設ける
とともに， フレームフ・ラケットに対しては疲労強度を考
えた形状を採用して万全を期している。
一般配置の項で記述した如く，本船の外板には片玄3
カ所，両玄で6カ所のサイドポートが設けられており，

特に船首用は4.6m×11.0mの大形開口，船尾のものは

第7甲板から最上層まで外板が大きくレセスを形成して

いるため，強度の連続性については特に留意した構造と
している。

自動車搭戦甲板の設計荷重は第6自動車甲板に対して

は2t/台，第7自動車甲板に対しては4t/台，その

他の甲板は全てl t/台にて計画し，荷役中の走行車両

は動荷重としてさらに0.1t/台を加算することとした。

また，船尾のサイドポートからエンジンケーシング後端

までの第7自動車甲板は， 自重4.5t,総重量9tの車

両亟堂に耐える構造としている。これは機関室用の部品

をここから搬出または搬入することを狙ったものであ

る。

隔壁甲板および上甲板を除く他の自動車甲板は，外板

とは直接接合せず梁肘板上に取付けた型鋼に溶接するパ

ネルプロック方式を採用し工法の合理化を図るととも

に，軽量化にも留意した樅造である。

倉内のピラーは自動車の配列を考慮した左右非対称に

3列，前後の間隔はほぼ7.2mで配置している。特に横

の間隔は， 自動車が将来幅広傾向になるであろうことを

予側した設計である。

2．4 自動車荷役設備

本船の荷役設備としては岸壁と本船をつなぐカーラグ

ー，乗降口となるサイドポートドアー，倉内走路として

のホールドランプウエーおよびバルクヘッドドアーなら

びに自動車ラツシング装置から椛成されている。

（1） カーラダー

前部カーラダーは，第2番倉の両玄サイドポートドア

ーの内側に第5自動車甲板から第10自動車甲板にわたる

カーラダー用レセスを設けてここに装備している。

このラダーは，岸壁の高さおよび潮位の状況に応じて

第6または第7自動車甲板のいずれからも架設可能な構

造となっており, この切替え操作は簡単に行なうことが

でき，本装置の特長の一つとなっておりこれは本船のた

めに開発したものである。

ラダー本体は，鋼製わく組エキスパンドメタル張り，

有効幅3.0m,長さ13.5mの三つ折れ構造となっており，

先端には1.5mのフラップを設け， ラダー本体と船体と
の結合はヒンジ方式とてている。

ラダーの岸壁への架設および船内への格納は，第10自
動車甲板に設備した電動油圧式専用ウインチによる索巻
取りによって行なb､， ラダーと船体との固縛操作は乗込
口付近に設けた操作盤でワンマンコントロールにより行

l

l

｜

なうことができる。

ラダーの使用角度は岸壁から水平面に対し0～15.の範
囲とし， リミット装置で監視してラダーの操作場所およ
び総合事務室へアラームを送るようにしている。
後部カーラダーは，第4番倉の両玄側外板を第7自動
車甲板から最上脳の甲板にわたりカーラダーレセスを形
成させてここに装備している。

このラダーは前部カーラダーとは異なり，第7自動車
甲板にのみ架設使用するもので， ラダー本体は鋼製わく
組エキスパンドメタル張り，幅3.6m,長さ25.0mの二
つ折れ櫛造とし，先端には2.0mの自動起倒式フラップ
を備えている。なお， このラダーは立て上げ格納時にサ
イドポートドアーに兼用されるため，サイドポートと一
致する部分はエキスパンドメタルに代えて鋼板張りとし
てし､る。

ラダーの船体との結合はヒンジ方式とし， ラダーの架
設および格納は居住区甲板に設備した専用電動ウインチ
による索巻取りによって行ない， この操作はポータブル
リモコンスイッチによって行なう。

サイドボートドアーに兼用する部分の船体への締付け

は， ノ、ンドポンプによる油圧いつせい締付け方式を採用
している。また， ラダーの両サイドに設ける手すりの一

部は,先端のフラップに連結させて自動的に起倒できる

－51－
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この設備は気密甲板に対してはリング付アイプレート

およびクリンケルバーを，他の甲板に対しては甲板自体

に60m径の,j､孔を配置している。

2．5船倉通風装置

ロールオン／オフ方式の自動車運搬専用船では，荷役

中の自動車からの排気ガスによる倉内の作業環境の悪化

は非常に重要な問題であり蝦悪の場合には荷役作業を拒

否されるケースも予測される。 したがって，本船のよう

に6,000台にもおよぶ多数の自動車を効率良く荷役する

ためには， この倉内の換気装置が荷役装置と同等の重要

性を持っている。

そこで，当社では本船の設計に先立ち，先に建造され

た“第7ぷりんす丸”により倉内の気流分布， 自動車の

流れならびにガス発生および滞留状態を実船計測して本

船のデザインに生かしたもので，その成果が期待されて
いる。

本装置は電動軸流ファンおよび給排気ダクトで櫛成さ

れ,倉内の換気は荷役中20回/h,航海中10回/hの割
合で計画されており， ファンは各自動車倉の頭部四すみ

に配置し， ダクティンク・は隔壁沿いに垂直方面のみとし
ている。

各倉とも前後のダクトいずれか一方から給気し他方力、

う排気する方式としているが，特に倉内での吹出口の酉己
置に考慮が払われている。

ファンの発停操作は通常総合事務室で行ない，非常の

際の緊急停止は操舵室から行なう計画としており， さら
に，排気ファンは倉内照明灯と電気的にインタロックし
ている。

この大容量多数のファンから発生する騒音から居住区1

を保護すべく， これらのフアンはすべてファンルーム内
に納められている。

なお，参考としてフアン容量および装備台数を次に表
す。

700m3/min×4島給気ファン；

1,800ma/min×8、
2,000m3/min×12S
350ma/min×2合排式ファン；

560m3/min×2台
700ma/min×2台
1,000m8/min×8台
1,400ma/min×24S

2．6その他の設備

（1）船倉消防設備

自動車倉の消火および火災探知装置として， 自動警報

機構としている。

ラダーの使用角度や状態監視方式はlii部カーラダーと

同一思想で計画している。

（2） サイドポートドアー

前部カーラダー用として幅4.6m,高さ11.0m,後部

カーラダー用として幅3.6m,高さ2.55mのサイドポー

トを各々両玄に配置し，いずれも水密鋼製ドアーを備え

ている。

前部ドアーは本船のために新規開発した垂直スライド

方式を採用しており， ドアー本体， センターガイド， ホ

イールガイド， ドアー押出シリンダー，締付けウエッジ

およびシリンダー等により構成されている。

ドアーの開閉は，第10自動車甲板に配置した電動油圧

駆動専用ウインチの索巻取りによって行ない， ドアーは

開口の両側に設けたホイールガイドおよび開口の頂部か
ら上方に設けたセンターガイドに導かれて外板外面に沿
って上下動する。また， ドアー閉鎖時の外板への締付け
は，油圧シリンダーとウェッジを組合わせたいつせい締
付け装置により，乗込口付近に設けたカーラダー操作盤
で行なう。

後部サイドポートドアーについては(1)項の後部カーラ
タ．一に関する説明を参照されたい。

（3） ホールドランプウエー

ホールドランプウェーは一般配置の項で記述した如く
合計3カ所に設備しており，前部のものは娘下層から最
上層まで，中央のものは最下層から乗込甲板まで，後部
のものは隔壁甲板から最上層まで連統させている。
構造は鋼製グレーチング張り固定式とし，幅はこの上
面に自動車を2列搭載できるように約3.9mとしてし､る。
ランプウエー路面のこう配は， 自動車の腹打ちおよび
しり打ちによる損傷が起こらぬよう，水平面に対し13．
以下となるよう決定されている。

（4） パルクヘッドドアー

各自動車倉を仕切る横置隔壁には，幅3.3mの鋼製ス
ライディング式ドアーを，隔壁甲板下のものは水密構
造， これより上方のものは気密構造として設備してい
る。

このドアーの開閉および締付けは動力を用いず，いず
れも手動で行なうが，設計に当っては実物大の模型によ
り検討を加え，人間1人の力で十分操作可能な装置とな
っている。

（5） ラッシンク・装置

自動車のラッシング設備として搭載自動車1台に対し
て4個の割合でラッシングできるように，各自動車甲板
にワイヤーまたはフックをとるための設備を設けてい

１
６

I
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－船の科学一

付煙管式火災探知兼低圧式炭酸ガス消火装置を採用し，

倉内を隔壁甲板下3区画，上部4区画，合計7区画に分

割して居住区1画の一部に設けた低温液化炭酸ガスタンク

から各区画にガスを送り密閉消火を行なう計画としてい

る。

火災探知キャビネットはガスタンクルームに設置し，

操舵室および総合事務室に延長警報を行なう。

（2）玄側はしご装置

本船の玄側高さは20mを超す巨大なもので， この間を

すべて玄側はしごで昇降するためには非常な労力を必要

とする。この解決策としてサイドポートと玄側はしごと

の組合わせ方式を採用した。

このため2．2でのべたようにサイドポートを第3番倉

の第7自動車甲板レベル両玄に設け， ここから玄側はし

ごを架設する。

このはしごは本体アルミ製，幅0.6m,長さ8.85mの

吊下げ式を採用しており，上部踊場を除き最上層甲板の
玄側に格納される。なお，上部踊場はサイドポートの内

側へヒンジ方式で格納する。

架設する場合はサイドポートドアーを開放し，上部踊

場を油圧シリンダを使って玄外に倒し， ここに上方から
はしご本体をエアーモーター駆動ウインチにより吊り下

げて降し，上部踊場に連結し架設する。

この装置は，架設場所と格納場所が異なる悪条件にも

かかわらず， ′｣、人数で操作できるよう工夫されている。

(3) バウスラスター装置
2．2でのべたように， バウスラスター1台を装備して

おり要目は下記のとおり。

形 式；三菱KaMeWaSP1,200/AS,
可変ピッチプロペラ付

駆動電動機；電動モーター, 900kW
発生推力；約13.6t

する計画としている。

機関部の自動化は,NKのMO符号を取得する計画

で， コントロールルームの設置，主機関のリモートコン

トロール，主要機器の遠隔監視など必要な装備をしてい

る。

2でのべたように， 自動車搭載スペースの確保は重要

課題であり， このため機関室は極力縮'｣､した配置として

おり， ケーシングはもちろんのこと煙突までも左右非対

称として配置している。

工作室はコントロールルームと同様防音仕様とし，冷
房設備を施こして作業環境の向上を図っている。

3．2機関部要目

主機関 三菱UEディーゼル機関
9UEC85/180D型 1台

最大出力 27,000PS×118rpm

常用出力 22,950PS×112rpm

補助ボイラ 2,300kg/h l台
排ガスエコノマイザ 2,300kg/h l台
発電装置

発電機 3相交流ブラシュレス開放防滴形
450V, 60Hz, 962.5kVA(770kW) 4台

原動機 単動4サイクル， トランクピストン，
排気ターボ過給機付ディーゼル機関

1,120PS×720rpm 4台

軸系およびプロペラ

560mmp×7.14m l本中間軸

560mm'×7.00m l本
1本560mml×9,50m

プロペラ軸700mm.×9.95m l本
プロペラ ニッケルアルミ青銅製5翼1体形

直径6.50m, ピッチ6.31m l個

｜

’

3．3電気部概要

本船の電源装置として3.2の項に記載の発電機を装備
し，非常電源として直流24Vバッテリー4組を装備して
いる。この発電機は通常航海中2台，出入港時および荷
役中3台，バウスラスター運転時4台を並列運転するこ
とにより必要な電力を供給する計画としてし､る。

変圧器は,j,容量機器，船内通信装置などのために35
kVA単相450/105V3台, 25kVA単相450/105V3台，
10kVA3相450/105V/117V1台, 50kVA単相450/105
V3台, 10kVA3相450/105V1台を装備している。
主配電盤は発電機盤，同期盤, 440V給電盤および100
V給電盤で構成し機関室内に配置し，発電機コントロー
ルコンソールをコントロールルームに設け， ここから気
中しゃ断器開閉，発電機同期投入など通常必要な操作が

3． 機関および電気部

3． 1 機関部概要

本船は機関室を船尾に配置し，直結主ディーゼル機関
を1基備え， 1軸推進として計画されている。
主機関は三菱単流掃気式過給機付2サイクル単動クロ
スヘッド形ディーゼル機関とし， この付属装置も含めて

低質燃料油を使用できるよう考慮し燃料費の節減を図っ
ている。

蒸気発生装置は油だき，立形煙管式自動燃焼式補助ボ
イラ1基および強制循環式排ガスエコノマイザ1基を備
え，停泊および出入港時の所要の蒸気は補助ボイラによ
り，航海中の所要蒸気は排ガスエコノマイザにより供給

－53－
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行なえるよう計画している。

本船の自動車搭載スペース用ファンは， 2．5でのべた

ように合計62台あり， ファンの発停は通常総合事務室内

のファンコントロールパネルにて行なわれる。

このファンコントロール用パネルは個々のファン発停

スイッチ以外に倉内通風区画（計7区画）の各区画を更

に2つのク・ループに分け（計14グループ)，それぞれの

グループ代表発停スイッチにより複数のファンを順次発

停させるようにして操作の簡便化を図っている。
自動車搭載スペースの照明は，安全増防爆形螢光天井

灯と気密形螢光天井灯を配置している。この天井灯のう

ち気密形のものは，同区画の排気通風機とインターロッ

クをとり，排気通風機が起動し少くとも1回の換気が行

なわれた後に点灯するよう計画されている。

無線および航海関係設備としては次のものを設備して
いる。

主送信器 短波1,200W,中短波50W

中波550W 1台

冒
恩
Ｈ
日
日
■
目
■
日

短波1,000W,中波550W 1台

補助送信器 短波75W,中短波30W

中波130W 1台

受信器 スーパヘテロダイン，全波 4台

SSB/全波受信器 1台

国際VHF無線電話装置20W, 56チャンネル 1台

レーダ 2台

ジャイロコンパス 1式

ジャイロパイロット 1式

オメガ 1式

音響測深儀 1式

電磁式測程儀 1式

無線方位測定機 1式

気象模写装置 2台

なお本船のヨーロッパへの処女航海の結果， 自動車の

搭載台数をはじめ狭水路での操縦性，カーラタ・－の取

扱，倉内の換気用ファン，倉内の照明装置など全て当初

の計画どおりの良好な成統を収め好評をはくしてし､る。

産
■
塵
。
■
医
■
ご
■
塁

へへ 一ヘヘー

船体旋回学’ ‐麺－1ナi廿1平服凹子
赤崎繁著A5判160頁6月刊

40年間にわたる船体旋回運動の研究の成果を豊窟な

図と写真を駆使してまとめ，舵面積の計算および平水｜

中の船の旋回について詳細に解説

海事略語集改訂版
石田正治編新書判282頁1,400円（〒160円）

海事関連の略語・約6,000語を①海運・貿易・貨
物・海上保険②造船③航海関係④事務・通信

⑤会社・団体などに分類収録した簡便な略語集

造船工学新刊

全国造船教育研究会編

5月下旬刊B5判330頁3,800円（〒240円）

｜ 船に関する一般事項から船舶の建造過程に準じ,造
’船全般の必要'j『項を網罹した「造船学」の絶好の入門
書。関連学生はもとより，造船関係初級技術者，海運

I関係者必読書

目次

I船のあらまし（船と人間生活／海と港／船の種

類／船の安全と規則／造船産業）

Ⅱ船の構造と設備（あらまし／船の構造／船の設

備／船の推進機関と機関室設備）

Ⅲ船の理論と設計（あらまし／船舶計算／船舶椛造

力学／船舶設計の実際）

Ⅳ船の建造（あらまし／現図／加工／組立てと溶

接／搭載／進水／礒装／塗装と防食工事）

V船の修理と改造（船の修理／ドックと岸壁／修理

作業／改造工事）

i
ﾛ

I

英和海事用語辞典稀謡諏0）
海事関連の用語・略語25,000語を網罹した本格版

新版造船用語辞典M品綴葦,60）
造船・造機等の用語8,000語を収録，解説も加えた

一

船体各部名称図改訂版淵0艀200）
各種船舶の各部名称，幟造・蹴装名称がわかる図鑑各種船舶の各部名称，幟造・職引

船の知識船の知識 窺蒜鞘0)
船の種類・構造・設備。建造・法規などを平易解説
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－船の科 学一

ロールオン・オフ／リフトオン・オフ式

コンテナ船"AUSTRALIANEMBLEM''

川崎重工業株式会社神戸造船事業部

総合設計課課長．村山 肇

’
幅（型) 30.00m

深さ（型）上甲板まで 18.90m

上部ビークルデッキまで 12.10m

夏期満載喫水 ，0.510m

載貨重量 23,481t

総トン数 23,183.34t

純トン数 12,448.62t

船級 LR"100A1,*LMC&UMS

試運転最大速力 26.720kn

満載航海速力（常用出力, 20%シーマージン) 22.7kn

載貨能力（20フィートコンテナ換算）

ロールオン・ロールオフ荷役

上部ピークルデッキ上 342個

下部ビークルデッキ上 204個

リフトオン. リフトオフ荷役

上甲板上 553個

船首楼甲板ハッチカバー上 50個

セルラーホールド内 304個

合計 1,453個

1． まえがき

本船は豪州のオーストラリアン．ナショナル．ライン

およびフリンダース・シッピング社と日本の川崎汽船株

式会社の3社によりIﾖ本，豪州間に共同配船をしている

E.SS.グループに新たに投入された新鋭船である。

このES.S.グループにはすでに当社で建造した3隻

のロールオン・ロールオフ型コンテナ船が就航している

が，本船は前船型よりひとまわり大きくしかもロールオ

ン・ロールオフ型とリフトオン・ リフトオフ型の両方の

機能を有する特異な船型として，オーストラリアン・ナ

ショナル・ラインより当社が受注した第弓16で，昭和50

年1月17日無事引渡しを終え処女航海の途についた。引

続き， フリンダース・シッピング社から受注した本船型

第二船が本年9月に竣工の予定である。

2． 主要目
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－船の科学一

CEARTSPACEからWHEELHOUSEを見る RRIDGEより前方を見る（上甲板セルガイド）

（うち冷凍コンテナ452個）

燃料油槽容積 4,089.9ma
ディーゼル油槽容積 252.2m3
清水槽容積 309.6ma

脚荷水槽容積 8,904.0m8

乗組員 4，名
主機関

川崎MANV9V52/55型ディーゼル機関 1基

V7V52/55型ディーゼル機関 2基

連続最大出力18,000十2×14,000(46,000BHP)

X430rpm

常用出力 15,600＋2×12,200(40,000BHP)

X430rpm

推進用馬力（冷凍コンテナ432個搭載時）

連続最大出力 約42,100SHP×112rpm

常用出力 約35,300SHP×112rpm

プロペラ

川崎エッシヤーウイス式可変ピツチプロペラ 1基

燃料消費量（常用出力) 142.7t/day

航続距離 ，4,400浬

るユニークな荷役設備と高出力中速ディーゼル機関3基

を減速歯車で1軸に連結するマルティプル方式を採用し

て，世界最大級の当社製可変ピッチプロペラを駆動する

推進機関にある。

すなわち，本船は上甲板下に上部ビークルデッキと下
部ビークルデッキの二層の自走式荷役用のコンテナ積甲

板を有しており， コンテナ， フラットなどのユニット化
貨物は主に大型フォークリフト， トラックなどにより岸
壁側から本船の船尾部にかけられたランプウェイを通っ
て船内に搬入される。さらに上部ビークルデッキと下部
ビークルデッキ間には本船左舷側に長大な固定式ランプ
ウエイが設けられており，コンテナ， フラットなどはト
ラックによって下部ビークルデツキまで搬入される。ま
た乗用車など各種車両を自走によってピークルデッキ倉
内に搬入し，輸送できることも本船の大きな特色の，っ
であり’そのために，上部および下部ビークルデッキ倉
内の電気設備は全て防爆型にして船級協会の承認を得て
いる。

一方，従来のリフトオン・リフトオフ式コンテナ船と
同様の設備として， ビークルデツキの前方にセルラーホ
ールドと称する4倉7倉口のリフトオン・リフトオフ専
用の船倉を有し， ’番セルラーホールドは危険貨物を内
蔵したコンテナを搭載できるようにその対策に留意して
おり， 2～4番セルラーホールドは合計290個におよぶ
水冷式冷凍コンテナを搭載するため，各ホールドの船首
側に電力供給用レセプタクル，冷却清水供給および返還
用の固定配管と連結弁を配置している。また上甲板暴露
部にはコンテナ2段目までの固縛作業が省略できるよう
にオンデッキセルガイドを設けて荷役時間の短縮荷役
作業の省力化を計っている。

また高出力の可変ピッチプロペラとバウスラスターを
兼備することにより岸壁接岸作業の能率アップ，操縦性

3． 本船の概要

本船は長船首楼付平甲板船で，居住区および機関室を

中央よりやや後方に寄せたセミアウ1､ブリッジ船型で，

船尾部に陸上のランプウエイを受ける張出しデッキを有

するトランサム型船尾と，船首部に可変ピッチプロペラ

付バウスラスターおよび球状船首を有する高速コンテナ

船である。

本船の最も顕著な特長は，従来のロールオン・ロール

オフ式コンテナ船とリフトオン．リフトオフ式コンテナ

船双方の機能を兼備するだけでなく，上甲板上暴露部に
も固定式および取外し式のオンデッキセルガイドを有す

－60－

一一一 一一一



－船の科学一

船尾扉（開放中）上部ビークルデッキ左舷前方から船尾開口を見る

クルデッキ間）も機関室前端壁からロールオン・ロール
オフホールド前端壁までを隔壁なしの一区画とし，支柱
ば上部ビークルデッキ上の支柱の直下に設けている。
このように特殊な船型のため船級協会規則で要求され
る水密横隔壁の数を減じているが，そのかわり下部ピー
クルデッキホールドは，上部ビークルデッキまで二重船
側構造として，下部ピークルデッキホールド内への浸水
の危険性を減少するよう考慮し船級協会の承認を得てい
る。

（3） リフトオン・リフトオフホールド（セルラーホー
ルド）

リフトオン・リフトオフホールドは2列倉口となって
いるため’上甲板，中間甲板，船首楼甲板，船側甲板お
よび縦通隔壁でもって箱型構造として縦強度を維持させ
ており，上甲板および船首楼甲板には倉口間に中心線縦
通桁を設けている。また横方向には水密横隔壁およびス
ケルトン隔壁を設けて横強度を維持している。
（4） 甲板強度

上甲板は17Ltのコンテナを定位置に4段積するに必
要な強度を有しており，上部および下部ピークルデッキ
は定位置に集中荷重として20Ltのコンテナをそれぞれ
2段積， 3段稜が可能である。また20Ltのコンテナを
運ぶ大型ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの前輪荷重54tに耐え得るよう
設計されている。

4．2コンテナ搭載

（1） リフトオン・リブ1､オフ荷役
①船首楼甲板ハッチカバー上
船首楼甲板の2番－7番ハッチカバー上に， 20フィー
トコンテナを1段のみ搭載することができるし， 6番～
7番ハッチカバー上には， 40フィートコンテナも搭載で
きるように金物を配置している。
②セルラーホールド内

能の向上が達成された。

以上のように，本船のリフトオン・リフトオフとロー

ルオン・ロールオフの荷役を並行して進めることができ

従来のコンテナ船とはかなり異なった特長を有する船で

あるため，船体構造，各種艤装品，機関部などにわたっ

て特殊な設計が要求される。

以下にその概要を説明する。

4． 船体部

4．1船殼構造

（1）一般

本船の船殻構造は，縦式構造とし可能なかぎり縦通材

を船首尾まで延長している。特にロールオン．ロールオ

フホールドと，大きな倉ロを有するリフトオン・リフト

オフホールドの境界部分は, FEM計算などによる検討

により，構造上の連続性を欠くことのないよう十分な考

慮が払われている。

本船の上部構造は7層と高く，上甲板下部はロールオ

ン・ロールオフホールドで隔壁， ピラーなどを設置し，

制約を受けるため上部構造の側壁を船側外板と一致させ
た緋造としている。

（2） ロールオン．ロールオフホールド

ロールオン・ロールオフ式荷役を行なうためには，ホ

ールド内はできるだけ邪魔物のない広大な空間を確保す

る必要がある。本船では上部ビークルデッキを乾舷甲板

とし，同デッキと直上の上甲板間の上部ピークルデッキ

ホールドは船尾よりロールオン・ロールオフホールド前

端壁まで隔壁なしの一区画とし，支持を船体中心船に4

1､ランススペースごとに設けている｡また機関室囲壁も

可能な限り狭くして，ホールド内の有効面積を広くとっ

ている。

下部ピークルデッキホールド（二重底頂板と上部ビー

｜

I
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－船の科学一

③上甲板上

上甲板上は機関室より前方に8番～17番ベイ，後方に

18番～22番ベイを有し， 8番ベイと22番ベイを除きそれ

ぞれのベイは高さ方向に最大4段，幅方向に最大10列搭

載できるが，高さ方向2段目までは本船を最も特長づけ

ているものの’つである固定式および取外し式オンデッ

キセルガイドの設置により固縛作業が省略できるように

考慮されている。固定式および取外し式のオンデッキセ

ルガイドで織成される各ベイは20フィートコンテナを収

容できるだけの長さに調整されているが，ベイ2個分が

丁度40フィートコンテナの長さになるようにセルガイド

の位置を設定しゾまた， 20フィートコンテナの長さにな

るようにセルガイドの位置を設定しているので， 20フィ

ートコンテナを2段搭載した上， 3段目， 4段目には40

フィートコンテナを混載することも可能である。

また将来40フィートコンテナの需要が増加した場合に

は，取外し式セルガイドを除去すれば1段目から40フィ
ートコンテナを搭載することができる。すなわち， 20フ

ィート， 40フィートし､ずれQfコンテナでもその需要にあ
わせて取外し式セルガイドで調整できるようになってい
る。

（2） ロールオン・ロールオフ荷役

①上部ビークルデッキホールド内

本船の船尾部に設けられた巨大な開口を介し， コンテ
ナを搭載したフォークリフトが岸壁から直招馴合内に乗り
込んで， 20フイーI､コンテナを高さ方向2段，幅方,句4

列の荷役を行なうので，上部ビークルデッキと上甲板間
の機関室囲壁は可能な限り幅を縮少し，船尾開口からホ
ールド内前端隔壁まで直線的に祷役ができるように配置
されている。一方ターミナル事情により船尾から搬入で
きない場合および数港積，数港揚を行なう場合の荷繰り
を容易にするため，上甲板上の居住区画前面に有効寸法
が9.960m×7.715mの倉口1個を設けて上部ピークルデ
ッキ上のコンテナを岸壁クレーンにより積込み積降しで
きるように設計されている｡その目的のためには,前述
の倉ロ直下付近に本船常備のフォークリフトを格納する

スペースを確保し，船尾扉を使用しなくても荷役ができ
るようになっている。

②下部ピークルデッキホールド内

上部ピークルデッキの船尾開口より進入してきたフォ
ークリフトやトラックは，本船左舷に設けられた傾斜角
約7.5.,長さ約69mにおよぶ長大な， しかもビークルデ

ッキと同等の強度を有する固定式ランプウエイにより下
部ピークルデッキに導かれる。このホールドは20フィー
i､コンテナを3段積できるだけのスペースを有し， 3段

セルラーホールド内

本船は長く高い船首楼を有するが，この船首楼甲板下

はリフトオン．リフトオフ荷役専用ホールドとして設計

された4つのセルラーホールドに仕切られ，それぞれの

ホールドには固定のセルガイドが設置されている。

1番ホールドは船体中心線に倉口を設け20フィートしコ

ンテナ1個分を収容できるだけの長さでハッチガバーは

1枚パネルである。このホールドには危険貨物を内蔵し

たコンテナを5段積することが可能で，そのための設備

と‘しては荷役用として携帯型空気駆動の特殊防爆灯を支
給している。しかし冷凍コンテナを搭載する設備は設け

ていない。

2審～4番ﾎｰﾙｰドはそれぞれ二列倉口とし，長さ方

向も中央部をスケルトン隔壁で仕切って，前後に20フィ

ートコンテナを1個ずつ収容できる長さになっている。

それ故1つのホールドには4枚のハッチカバーが装備さ

れている。

これらのホールドは水冷式冷凍コンテナ専用として設

計されているので’機関室内に配置されている350m8の

冷凍コンテナ用冷却清水タンクから冷却器を通して清水
を供給し’熱交換後の清水は前記タンクに返還する循環

冷却方式を採用している。コンテナ搭載時および揚荷時
には電力供給用プラグ，モニター用プラグおよび冷却水

用伸縮性ホースをコンテナに接続，あるいはコンテナか

ら取外す作業が必要なので，収容された各コンテナの船

首側左右に通行可能な操作用フラットを設けている。な

おこれらのホールドのうち最大のものは高さ方向に最大

9段，横方向に最大9列を収容でき，本船に搭載し得る
水冷式冷凍コンテナの合計は290個となる。

１
１

’
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表1 2IN1203搭載コンテナ数
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（ ）内の数値は，上甲板上の取外し式セルガイドを定位置に設置した時のコンテナ個数である。

ナの温度警報を行なっている。

（5） コンテナ制限重量

セルラーホールド内は簸大9段のコンテナを搭載する

ように設計されているが， コンテナ自体の強度および二．

重底強度により20Ltコンテナを6段以上稜み重ねるこ

とは危険である。それ故本船のセルラーホールド内には

6段目と7段目の間に船殼構造に固定されたコンテナ受

台を設置し,7段目以上のコンテナ荷重はコンテナ受台を

介してこの受台によって支持されるようになっている。

一方上甲板上に搭載されるコンテナは甲板強度により

17Lt×4段積の制限を受けているが，それ以外に固縛金

物の強度上3段目および4段目のコンテナは17Lt以下

に制限されている。また船首楼甲板のﾉ､ツチカバーは20

フィートコンテナに対しては20Ltまで, 40フィートコ

ンテナに対しては30Ltまで搭載可能な強度となってい

る。

4．3 コンテナ固縛装置

（1）船首楼甲板ﾉ､ツチカパー上

ハッチカバー上はコンテナ’段だけなのでカバー上に

取付けられたスタツキンク§ピースにコンテナをはめ込む

だけでよく， ワイヤやロッドによる固縛作業は不要であ
る。

積のために特別発注された本船常備のフォークリフトで

所定の位置にコンテナを配置する。通常の荷役ではコン

テナを搭祓したトラックが下部ビークルデッキまで進入

し，下で待ち受けているフォークリフトにコンテナを受

け渡す方法で， フォークリフト自身がコンテナを搭戦し

たままランプウエイを昇降することはない。

（3） 搭載コンテナ数

最大搭載コンテナ数を20フィートコンテナの場合， 40

フィートコンテナの場合， それぞれについて示せば表1

のとおりである。

（4） 冷凍コンテナ

日本，豪州間は冷凍コンテナの需要が多いので， 20

フィートコンテナに換算したに船の合計コンテナ搭載数

l,453個のうち452個分(20フィート用444個, 40フィー

ト用4個）のレセプタクルを装備している。

標準的冷凍コンテナの積付位置として，セルラーホー

ルド内に290個，上甲板上1段目に112個(20フィート用

104個， 40フィート用4個)， 17番ベイに22番ベイの2段

'二|にそれぞれ5個18番ベイの2段目， 3段目に各10個，

上部ピークルデッキクレーン上に20個搭載することを前

提にしてレセプタクルを配置してある。また居住区内に

コンテナ監視盤を設けセルラーホールド内の冷凍コンテ

’
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船の横揺れ,､縦揺れによる転倒モーメントを考慮して，

固縛必要範囲を決め-I-分な強度を右するよう金物を配置

している。

4．4倉口閉鎖装置

（1）船尾扉

本船の主要貨物搬入口として，上部ビークルデッキホ

ールド後端に設けられた巨大な開口には鋼製水密扉を備

えている。この船尾扉は強度および水密性のよ（'、1枚パ

ネルであり，船尾端舷側に設けられた油圧駆動の扉開閉

用ジガーウインチでワイヤー曳によって上下方向に開閉

（2） セルラーホールド内

セルラーホールド内に通常のリフトオン・リフトオフ

式コンテナ船と同様，各ホールド内に固定式セルガイド

を設けているので固縛作業は不要である。

（3）上甲板上

コンテナ2段目まではオンデッキセルガイドを設けて

固縛作業が省略できるように考慮されているが， 3段目

4段目については，セルガイド頂部に設けられた固定の

作業フラットからラッシングバーにより固縛する。

（4） ピークルデッキ内

上部，下部それぞれのビークルデッキ共，デッキ上に

取付けられたクリンケルバーからラッシングバーにより

固縛されるが，できるだけ固縛作業が少なくなるように

される。また油圧一斉締付装置を備えている。

開口寸法5.950m(高さ）×15.500m(幅）
（2） ランプウエィカバー
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型式×数量川崎KT-174×1基（可変ピッチフ・ロペ

ラ付）

原動賎 1,050kW電動モーター1台

推力 約15t

4．6貨物倉通風装置

（1） セルラーホールド内

セルラーホールド内には冷凍コンテナを搭載するため

毎時6回の換気が行なえるように各ホールドの両舷側に

給気用，排気用のファンを配置している。

No.1CH用ファンシロッコ型給気用，排気用各1

台200m3/min×7.5kW

No.2CH用ファン軸流型給気用，排気用各2台

350ma/min×7.5kW

No.3CH用ファン軸流型給気用，排気用各2台
500ma/min×11.0kW

No.4CH用ファン軸流型給気用，排気用各2台
500ms/min×11.0kW

（2） ピークルデッキ内

ロールオン・ロールオフ式荷役を行なう船においては
ホールド内を走行する大型フォークリフト， トラックな
どの排気ガスや，ガソリン車（タンクにガソリンを積ん
でいる車）を搭載した場合の爆発性ガスに対する特別な
考慮が必要である。本船ではホールドの機動通風を強化
し，荷役時には上部ビークルデッキホールド毎時20EI,
下部ピークルデッキホールド毎時25回の換気が可能であ
る。またガソリン車積載による爆発性ガスの危険を考慮
して，排気ファンはすべて防爆型としている。
これらのファンは上甲板上に配置された多くの通風機
室内に配置されている。また各ピークルデッキホールド
およびセルラーホールド用のファンは火災が発生した場
合の空気遮断のために操舵室からファンの一斉停止，お
よびダンパーの一斉閉鎖ができるようになっている。
上部ピークルデッキホールド

給気ファン 6×750m8/min×15.0kW軸流
排気フアン 12×750ma/min×15.0kW軸流可逆式
下部ピークルデッキホールド
給気ファン 6×850m8/min×18.5kW軸流
排気フアン 12×550ma/min×11.0kW軸流可逆式
4．7バラスト制御装置

ピークルデッキホールドの荷役は原則として船尾扉を
通って行なわれる。このために貨物はビークルデッキホ
ールドの前部より積載されて順次後方に，および逆に搬
出は後方より始まって順次前方におよぶが同時に岸壁ク
レーンよりセルラーホールドの荷役も行なうので通常に
比べて荷役中のトリムおよびヒールの変化は複雑で， し

上部ピークルデッキ左舷には下部ピークルデッキに通

ずる長大な固定式ランプウエイ用の開口があるが， この

開口には4枚パネルの油圧駆動式鋼製水密蓋を備えてい

る。ランプウエイ使用時には外板側にヒンジアップされ

るが閉鎖Ⅱには上部ピークルデッキ面と同一レベルにな

り， この上をフォークリフトが走行したり貨物を積載す

ることができる。

ランプウエイ開口 45.430m(長さ)×41.60m(高さ）

ランプウエイ蓋 油圧シリンダー駆動，油圧一斉締

付装置付

（3） 貨物用ハッチカパー

①セルラーホールドハッチカパー

本船にはセルラーホールドが4倉あるが1番ホールド

には1枚， 2番～4番ホールドにはそれぞれ4枚のポン

ヅーン型鋼製水密倉口蓋を設け岸壁のクレーンを使用し

て開閉する。

各倉口の寸法は次のとおり。
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1
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ウ
］
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No.3 CH ’４
５

6 2 6．480×11．100
No.4 CH

7 2 6．480×11．100

②上甲板ハッチカバー

上部および下部ピークルデッキの荷役は船尾扉を介し

て行なわれるのが原則であるが，岸壁クレーンを使用し

てピークルデッキ内の荷役も行なえるよう， 甲板室前方

の上甲板左舷に1個の貨物倉口を設けてし､る。このハッ

チカパーは鋼製水密ポンツーン型で閉鎖時は上甲板面と

同一レベルになる。ハッチカパーの開閉はすべて岸壁ク

レーンによって行なわれる。

開口寸法9.960m(長さ） ×7.715m(幅）

4．5バウスラスター

本船は特殊な専用ターミナルに船尾を接岸させるのが

原則であり， このため着岸前に船の方向を180.方向転換

することが必要となる。就航を予定されている諸ターミ

ナルのなかには， この方向転換を狭い水域で行なわざる

をえないものが多く， この作業を安全容易に，かつでき

るだけタグボートの使用を省略または軽減する目的で船

首部にバウスラスターを設けている。
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5．2推進機関

主機関は川崎MAN4サイクルトランクピストンV型

高過給ディーゼルエンジンでV7V52/55型2台,V9

V52/55型1台の合計3台で各エンジンの性能は下記の

とおりである。

かもその量も大きく荷役の進行に応じてパラストタンク

により調整する必要がある。

また本船後部にかけられた陸上のランプウエイに損傷

を与えぬよう船体横傾斜が大きくなることを防ぐことも

必要である。以上の理由から，本船では上部ビークルデ

ッキ後部右舷側にバラスト制御室を設け，担当士官がホ

ールド内荷役の進行を観察しながらパラスト注排水をす

べて遠隔制御できるようになっている。

48貨物艫消火および火災探知装置

本船は固定消火装置として炭酸ガス方式を採用してい

るが，最大区画である上部ビークルデッキホールド容積

の45％に相当するガスの量を収容するため，低圧冷却式

の炭酸ガスタンクを船尾部両舷に各1個設けている。

なお火災発生時には，すべて操舵室から遠隔操作でガ

ス放出ができるようになっている。また炭酸ガス放出系

統とは独立に，煙管式火災探知器を備え，操舵室で集中

監視できるようになっている。

4．9居住設備

本船はオーストラリアの高い生活水準を反映して，士

官はもちろん下級船員に至るまでシャワー室付個室，床

全面カーペット敷つめなどをはじめとして，非常に高級

な仕様になっていることも特筆に値するであろう。

|V7V52/55"! | V9V52/55"’

制動馬力連続最大

常用

機関回転数

シリンダ・一数

シリンダー寸法

最高燃焼圧力

平均有効圧力

燃料消喪率（公称）

過給機

ト
18,000PS

15,600PS

430rpm

18

14,000PS

12,200PS

430rpm

14

｜

’ I
一

520mm径×550mmストローク

約115kg/cmF

17.92kg/cnf

152g/PS/hr+3%
（連続最大出力時）

IHIBBCVTR630×2台/機関

これら3台の主機関はクラッチを介して一段減速歯車

へ直結され，下記の可変ピッチプロペラを出入港時は90

rpm，航海中は112rpmにて駆動する。

型式川崎エッシャーウイス式可変ピッチプロペラ

1基

材質ニッケルアルミ青銅

直径7,300mm

ピッチ7,416.8m

軍量62．5t

推進プラントの構成は図’のように各々の主機関はフ

ルカン弾性接手湿式多板クラッチを介して減速歯車に連
結されており， 自由に推進軸に嵌脱できる。一方2台の

主発電機は対応する2台の主機関から弾性接手，増速歯
車を介して駆動される。

主機関，主発電機，推進軸系がこのように配置されて
いるので，次の操作上の利点がある。

（1）航海中，万一’台の主機関に故障が発生しても，
これを推進軸系から切離し,残り2台で航走を続け

ることができる。また必要によっては航海中に主総
関の一部を手入れすることが可能である。
（2）高過給機関であるが電気ガパナの採用，ならびに
可変ピッチプロペラによる常時一定回転制御である
ため，後進時， 出入港時の急激な負荷変動に対する
追従性もよい。

（3）主発電機は主機関駆動であるため，航海中の電力

消費はc重油で賄われ，運航採算上有利である。

(4) 出入港，航海操作はすべて可変ピッチプロペラの

コントロールのみで行なわれ， また停泊中プラペラ

を止める時には駆動エンジンのクラッチを推進軸系

5． 機関部

5． 1 一般

機関部推進プラントは， これまでの当社建造ロールオ

ン・ロールオフ船に比べて一段と高出力，高度の自動化

がなされ，下記のような特長を有している。

（1） 推進機関は3基1軸プラントで，西ドイツーレン

ク社製減速歯車を介して，世界岐大級の川崎エツシ

ヤーウイス式可変ピッチプロペラおよび2台の主発
電機を駆動している。

（2） 舶用推進機関には画期的な高感度の電気ガパナ装
置を採用して，推進機関により駆動している主発電
機の周波数制御， 3機の負荷分担および可変ピツチ

プロベラ翼角の自動制御において前シリーズ船より

格段と性能をIfﾘ上している。

（3） 上記の電気ガパナ装置に加えて機|對室の自動化を

高度に採用し， ロイド船級協会の$GUMS''資格を取
得している。

（4） マルティプル中速エンジンプラン}､の採用により

通常の低速大型機関に比較して機関室の必要スペー

スはずっと'｣､さくなり，特に機関室の高さが非常に

低くなる利点は， ロールオン・ロールオフ船に要求

される船体部の特殊デザインを可能にしている。

I
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図1

員の主力を注ぐことができるよう次のような自動化
機器が整備されている。

機関室モニター（東京計器製，約140点）
アラームプリンター

翼角レコーダー

排ガス温躍己録計

補助および非常発電機の自動始動,自動同期,自動投入
スタンバイ補機の自動切換

プラックアウト復旧後の必要補機の順次始動
燃料油，潤滑炉器の自動洗糠

燃料油，潤滑油清浄機の自動スラッジ排出
燃料油積込みの遠隔監視，弁遠隔操作
操作油移送の自動化

A－C重油自動プログラム切換,C重油粘度自動制御
補助ボイラー，バーナー，給水の自動化
その他，圧力， レベル，補機運転の異常警報装置
機関室の火災警報

5．4機関室配置

本船はリフトオン・ リフトオフ式とロールオン・ロー
ルオフ式両方の機能を有するコンテナ船の特殊性から機
関室の長さ，デッキ高さがかなり制約されていて，その
上にサイドケーシングの採用，下部ピークルデッキへの
交通路であるランプウエイが機関室左舷天井を縦断する
など機関室として有効に使用できるスペースが少ないの
で，機器の配置，配管，換気，交通については十分に時
間をかけて検討された。また高出力中速ディーゼル3台
と，減速歯車を搭載しているため通常の機関室に比較し
て，室内の騒音，温度が高くなるので居住区画および制
御室の防音，防熱にも注意を払っている。その他，運航
スケジュールに支障が生じないよう機器の手入れ，点

から切離すだけでよい。

5．3 自動化

ブリッジ中央および両ウイングより遠隔操作が可能で

ある可変ピッチならびにパウスラスターを装備している

ので， 出入港，雛着岸時の操船は非常に容易である。ま

たブリッジには危急のために3台全主機関クラッチ脱押

ボタンおよび全主機関停止押ボタンを設けている。主機

関の始動停止およびクラッチ嵌脱は，機関制御室からす

べて遠隔操作される。主機関の回転制御は電気ガバナ装

置により行なわれ， クラッチ嵌後出入港時は’組のマス

ターガパナにより複数の主機関を統括制御し，航海時は

ピッチガパナが外乱に対して翼角を自動補正し一定回転

数を保持する。この間3台の主機関は電気式トルクリミ

ッターによりラック固定運動となり，航海中各シリンダ

ーの熱負荷は常に一定となる。

これらの電気ガバナーの切換えは，通常のクラッチ嵌

脱操作，可変ピッチプロペラ翼角ハンドル操作と連動し
て全て自動的に行なわれる。また上記電気ガバナ装置と

全く独立して， これも機関制御室から遠隔操作できる機

械式パックガパナを有しており，電気ガパナ故障時に備

えている。

安全装置としては次のものを設けている。
（,）各主機関ト リップ（加速度，油圧低下，冷却水
圧，減速歯車油圧低下，増速歯車油圧低下，油温上

昇）

（2） クラッチ脱インターロック（主機関トリップ条件

に加えて，主機関オーバートルク， クラッチ操作油

圧低下）以上の推進プラントの遠隔および自動制御

のほか機関室夜間無人化(UMS)と昼間においては

当直監視と平行して，機関室内での整備点検に乗組

’
’

’
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検，補修などを重視したのは勿論のこと，解放，移動装

置には特に注意が払われている。

ており，航海時もし船内負荷母線に電圧異常，周波数異

常，プラックアウトなどの事故が生じた時は，冷凍コン

テナ母線に接続されてし､るACBを強制的に引外し，船

内負荷母線側のACBが自動的に接統される。勿論, 1

台の主発電機にて全ての負荷を賄うことができる場合で

も，同様の事故が生じた時にアイドル運転の主発電機の

ACBが自動的に接続される。なお， このプラツクアウ

ト切換動作の時に主機関が停止しなし､よう，燃料，潤滑

油および冷却水などの補機の再始動時間の設定値には考
慮が払われている。

補助発電機ディーゼルは，主発電機の予備機としても
使用できるように自動始動装置を有し，主電源そう失後
に自動的に再給電できるようにしている。
非常発電機は非常用としての給電の他に，主発電機付
の主機関の’台を冷始動できるように大きい容量を有し
ており，給電方式もフィードバック方式を採用してい
る。

配電盤は発電機の切換操作を容易にするため，手動操
作装置に加えて自動同期投入装置， 自動負荷配分，移行
装置を備えている。

また発電機の操作，監視に必要な計器，表示灯， スイ
ッチなどは集中制御ができるよう発電機制御盤を設けて
まとめている。

負荷の急激な変動による過負荷運転を防ぐ｡ために従来
の電流要素に加えて，電力要素にても選択しゃ断を行な
い，給電の連続性を維持させている。

6． 電気部

6．1 電源装置

本船の主電源として主機直結のブラシレス発電機

3,100kVA(2,480kW)450V, 60Hz, 3｡を2台，補助

電源としてディーゼル駆動のプラシレス発電機1,850

kVA(1,480kW)450V, 60Hz, 3'を1台有している。

また非常電源としてプラシレス発電機387.5kVAI(310

kW)450V, 60Hz, 3'を1台有している。

直流電源としてはDC24V, 108AH鉛蓄電池を2組

（1組は予備）持ち， フローティング充電方式を採用し

ている。

主発電機の使用方法は推進としての主機の使用状態，

および冷凍コンテナの積荷台数（最大20フィート444個，

40フィート4個）によって種々異なるため，本船の母線

系統および発電機の保護装置は図2のようになってい

る。

航海時，冷凍コンテナ満載時は主発電機2台使用であ

るが主発電機同志の並行運転は行なわないことを前提と

しているため主母線に開閉装置（本船ではACBを使用）

を設け，冷凍コンテナ負荷と船内負荷とに各々単独に給

電を行なう。

出入港時は主機関のうち’台を主発電機専用とし，補

助発電機と平行運転を行ない，船内負荷および冷凍コン
テナに給電を行なう。

荷役時は船内負荷に応じて補助発電機あるいは主発電
機1台にて給電を行なう。

通常，機関部制御室にて母線の電圧，周波数を監視し

低圧回路(AC220V)の電源として同一容量の3相
変圧器を2台有しており，そのうち1台は予備として常
用使用中の変圧器に事故が生じた場合は自動的に母線に
接続されている。

MCB(F.B.B)ACB

O C

;円 CB

；舌c冒ｯ う

ABTS:自動母線転換器

FBB:フィードバックブレーカー
② ② ②

図2
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6．2船内通信装置

船内通信用として30回線，ページング付自動交換電話

機，公室用の船内指令装置， 甲板および機関部船員用の

トークパック装置を設けている。また居住区，機関室に

は火災探知器を付け，操舵室および機関制御室に火災警

報盤を設けている。

6．3航海装置

操舵室には3面のブリッジコンソールを設け，ほとん

どすべての航海計器類をこれに組込んでいる。

レーダーは2台あり， うち1台はTRUE-MOTION

式である。

6．4無線装置

すべてマルコニー製で送信機は1,800W1台, 70W1

台，受信機は全波2台である。また, VHF無線電話器

を設けている。

6．5照明装置

船内照明灯はおもに螢光灯を使用している。機関室に

は水銀投光器も一部使用して効果よい照明を行なってい

る。

セルラーホールドには60W白熱天井灯を，危険区画で

ある下部ピークルデッキ倉は200W耐圧防爆白熱天井灯

を，上部ピークルデッキ倉は電源回路をホールド換気フ

ァンとインターロックした安全増螢光天井灯を設けてい

る。

上甲板照明は水銀投光器を使用してし､る。またコンテ

ナラッシング用としてパイス付の300W白熱移動灯を備

えており，作業が容易にできるよう考慮を払っている。

7.2速力試験

|¥"？ ' 幕慶ド |糊’
回転数
(rpm)

主機負荷

●
●

Ｒ
Ｏ

略
畷
Ｏ
Ｃ

Ｆ
『
〉
毎
〃
’
●
Ｄ

Ｎ
Ｍ

20.859

23.998

25.444

26.720

19.9

24.2

26.0

27.9

113.0

113.0

113.0

113.0

22,240

30,530

36,980

43,540’
7.3旋回試験

| 左旋回 ｜右旋回
’

25．8kn

35｡

5分22.4秒

866m

(4.22Lpp)
710m

(3.46Lpp)
372m

(1.81Lpp)

26．Okn

35｡

5分31.4秒

954m

(4.65Lpp)
761m

(3.71Lpp)
406m

(1.98Lpp)

Initialshipspeed(NOR)

Rudderangle

旋回所要時間（0～360｡)

Tacticaldiameter

Advance

Transfer

7.4後進試験

AHEAD→ASTERN

Initialshipspeed 26.0kn (Normaloutput)

Time Sailingdistance

0分56秒

3分30秒

ｏｎ
》ｅｇ

ｐ
ｎ
Ｏ
ａ
虻

１
，
ｐ

Ｃ
。
Ｉ

・
並
ｈ

Ｐ
Ｓ
↓
↓
ｒ
ｒ
ｅ
ｅ

訂
ｄ
Ｔ
ｄ

ｒ
ｒ
Ｏ
Ｏ

710m

1,385m

ASTERN→AHEAD

13.4kn

Time:

Sailing 岬
一
０６

，
１
Ｊ
〃
●
●

函
秒
唾

酎
》
坤
一

Initialshipspeed

Order一ヶShipstop7． 試運転成績

本船の公試運転は，昭和49年12月20～21日，紀伊水道

の伊島南方海上で施行された。運転当日は絶対風速14m

/sec程度の強風下で行なわれたが各試験とも良好な成績
を収めることができた。

7．1試運転状態

df=6.29m

da=8．41m

dm=7．35m

trim=2.12m(bythestein)

排水量=23,710t

7．5停止惰力試験

Initialshipspeed 26.0kn (Normaloutput)

Order→Shipspeed 5kn Time: 9分10秒
Sailingdistance:3,460m

なお本船は高出力であると共に居住区直下に隔壁なし
の広大な上部ピークルデッキがあるという特殊構造のた
め，振動および騒音が懸念されたのであるか，海上試運
転時に計測の結果良好な成績を記録することができ船主
にも好評であった。

×
×××
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新造船 紹．介 噺造船写真集参照）

１
１
１
１

ゼル発電機への停電自動切換えができるほか，ディー

ゼル発電機2基の自動並列運転で， ターボ発電機に代

り所要電力をまかなう事が出来る。

<WORLDTROPHY>

佐世保重工。佐世保造船所で建造されたリベリアのラ

イベリアン・クレス･卜・ トランスポート社(Liberian

CrestTransportslnc.)向け油槽船"WORLDTROPHY''

(254,417DWT)は引渡後山下新日本汽船に長期用船

される。

本船の特長は次のとおりである。

1） タンク洗源作業の省力化のため，全貨油タンク・ク

リニングマシンを装備し，ポータブル・マシンとの併

用により，短時間で有効な洗瀧ができる。

2）貨油タンクに対し，ボイラー排ガス利用のイナート

ガス装置を設け，安全性の向上を図っている。

3） 貨油弁は， タンク内，ポンプ室内1とも，大幅に油圧

による遠隔操作システムを採用し，荷役中に制御・開

閉を要する弁については，電磁弁方式による集中制御

方式としている。

4） セルフ・ストリッピング・システム装置を設け，竣

油段階における荷役作業の簡略化を図るとともに》独

立のストリッピンク・・システム・ラインを省略し，貨

油管艤装の合理化を図っている。

5）外板塗装は，エポキシー・ペイントを使用し，長期
間の防食効果を図っている。

6）主機は，ブリッジ操舵室および機関部制御室のいず
れからも遠隔操作が可能であり,NKb"MO"資格
を取得するに十分な設計がなされている。
7）機関部制御室は，サードデッキに配置され，主機の
運転操作，主ボイラー発電装置などの遠隔制御を可能
にしている。

8） 同制御室内には，機器数の操作および運転状態を監
視するのに必要な計器，記録装置数を集中配置して，
機関部員の作業環境の向上と監視記録に要する労力の
減少を図っている。

9）主機，発電装置の潤滑油系統等に自動温度調整装置

を設け，現場調整を要する箇所を極力減少している。
10）発電装置として， ダーボ発電機1基とディーゼル発

電機2基を装備しており航海中の所要電力は， ターボ

発電機に異常が生じた場合， ターボ発電機からディー

<MINOTAVROS>

三邦造船･玉野造船所で建造されたリベリアのウォー

ターワーク社(WaterworkCorp. S.A､）向け油槽船

l8MINOTAwえOS'' (136,697DWT)は，船尾に船橋，

居住区及び機関室を設け，船首楼の無い全通甲板を有す

る平甲板船で136,000重量t型の標準船である。船主は

ギリシャ系船主エンピリコス・グループの系列会社で，

同型4隻受注の第2船である。

本船の特長は次のとおりである。

1）球状船首を採用し，速力の向上を計っている。

2）貨油タンクは， 17区画に分割されており， 4個の中

央タンク， 10個のウイングタンク， 2個のウイングス

ロップタンク及び1個のバラスト専用タンクになって

いる。

3）貨油系のパルプにはバダフライパルプを採用し，貨

油コントロール室から自動制御できる様設計されてい

る。

4）機関室前部に区画を設け，貨油ポンプ室として貨油

タンク後端壁をフラットにすると同時にタンク容積を
ふやしている。

5）貨油タンク内の防爆および消火の目的で不活性ガス

装置を設けて, LRの"I.G.S." (イナート ・ガス．

システム）資格の取得に十分な配慮がなされている。

<SOLFONN>

川崎重工・神戸造船所で建造されたノルウェーのシク．

バルベルケッセン社の小会社であるコマンディットセ

ルスカペットアンカータンク社(Commandittselskapet

AnkertankA/S&CO.）向け油槽船"SOLFONN"

(131,664DWT)はシグバルベルケッセン社が始めて

対日発注した船舶であり，同社神戸工場建遇船は近年ほ

とんどがディーゼル船であったが，本船は主機に川崎

UA-245型蒸気タービンを搭載しており, 69年建造の鉱

石兼油運搬船"SANJUANVANGURD"以来久しぶ

’

I
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りのタービン船である。

本船の特長は次のとおりである。

1） 貨物油タンクには，原油の爆発事故防止対策として

イナートガス装置を装備し，安全性の向上を計ってい

る。

2） 貨物油タンクには， フロート式液面計の他に，予備

計測用として電波式液面計を装備することにより液面

計測の確実性を期している。

3） 貨物油さらえのため， セルフストリッピンク．システ

ムを採用し，荷役時間の短縮と省力化を計っている。

4）乗組員の作業軽減のため，すべての貨物油タンクに

固定式タンククリーニング装置を設けている。

尚，将来貨物油タンク洗派にクルードオイルウォッ

シングシステム（原油洗糠方式） も採用できるよう配

管されている。

<MANHATTANBARON>

佐野安船渠・水島造船所で建造されたシンガポールの

(PersianOilTankerCorp.)ペルシアンオイルタン

カー社向け油槽船"MANHATTANBARON'' (87,076

DWT)は同型船5隻の第2船である。

本船の特長は次のとおりである。

本船の船型は全通一層甲板の船首楼付平甲板船尾機関

型船で，船橋，居住区および機関室を船尾に配置し貨物

油槽は船首のフォアピークタンク後壁よりNo.1～No.5

貨物油槽まで2列の縦通隔壁により縦3列に区画され，

中央部両舷にパラスト専用槽, No.5舷側槽後部両舷に

スロップタンクを設けている。

荷役設備は近代的スーパータンカーとしての特長を十

二分に発揮できる様荷油管を3系統に分け，他に’系統

の専用パラスト管を持ち，荷役と同時のパラストコント

ロールができ，又2種あるいは3種の貨物油を同時に積

油または，揚油を可能としている。更に荷役作業の省力

化を計るために，居住区前部に貨物油制御室を設け， ポ

ンプ数及び主要弁の遠隔制御，各荷油タンクの遠隔液面

指示等の諸設備， ミナス原油, C重油等の高粘度貨物油
も荷役出来るよう各荷油槽にはアルミプラス製蒸気加熱

管を設けている。

また，固定式タンククリーニングマシンを装備するほ

か，荷油槽の防爆用としてボイラー排ガスを利用したイ

ナートガス装置を採用している。

機関部では操舵室より主機械の遠隔運転が行なえるほ

か，機関室内に集中監視室を設けて，主機，補機類の遠
隔又は， 自動制御が行なえる様になっており，機関部省
力化を計っている。

乗組員居住区は全部個室とし，職長格以上の個室シャ

ワー， トイレ付になっている。公室は格調高し､インテリ

アでまとめあげ，各種の娯楽設備を設け全船冷暖房を採

用して，乗組員の生活が快適なものになる様考慮されて

いる。

I

I

<SATYAMURTI>

三菱重工業・神戸造船所で建造されたインドのザ．シ

ッピング・コーポレーション・オフ・ インディァ社

(TheShippingCorporationoflndiaLtd.)向け油槽

船"SATYAMURTI'' (87,940DWT)の特長は次のと

おりである。

○Indiaの"M.O.T''ルールの適用。

○機関室無人化規則(EACCU)の適用。

○タンカーのタンク配置及びタンクサイズの制限に関

するIMCOの勧告を適用。

○タンク洗i條水の油水分離装置としてスロップタンク

及びコアレツサを設備。

○I.G.S. (イナートガス装置）を採用

○貨物油タンクのガスフリー用としてタービン駆動送

風機による固定式通風装置（ゴーラベントシステム）

およびポータブル送風機設備。

タンク内圧力調整用として各タンクに高速ガス放出

弁を設備。

○荷役及びバラスト用ポンプの発停バルブの開閉貨物

油液面の監視等を遠隔操作。

○補助ボイラの高度自動化。
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FREEDOM船建造の技術的回顧

石川島播磨重工業株式会社

東京第二工場船舶設計部

次長 上野五陸

常用出力×回転数 4,540PS×480rpm

試運転最大速力 15.8kn

（バラスト状態，40％満載排水量）

満載航海速力 13.6kn

（常用出力，シーマジンなし）

乗組員数 31名

（船主およびパイロットを含み）

船艫容積

ベール 約18,980m3

グレーン 約20,140m3

1． まえがき

FREEDOMは14,800重量トンの多目的貨物船である。

第2次大戦中に主として米国で大量に建造され，戦後も

広く世界海運界に貢献した戦時標準貨物船f$LIBERTY''

の代替として, IHIがカナダ，モントリオールのコンサ

ルタントG.T.R.Campbell氏と共同で開発したもので

ある。

1967年9月第1船を完成し，現在既に90数隻が就航し

ており， 1974年7月遂に100隻目の受注を達成した。

FREEDOMはL]BERTYの代替として開発された

が，その性能は従来の海運界一般の考え方を根本的に変

えた多目的貨物船であり，またその建造も造船業にマス

プロ方式をもたらせた画期的方法によっている。
しかし, FREEDOMの開発，受注，建造については，

必らずしも平坦な道程をのみたどってきたのではなく，

中途いくつかの困難があり，その克服にはIHI全員の
ひたむきな献身があった。

以下FREEDOMの受注から設計建造にわたる特異
性といかにして品質の高い船を省力化しつつ建造してい
ったかについてふりかえってみたい。

2. FREEDOMの主要要目

FREEDOMの設計は, 1965年5月から当社設計陣と
カナダのG.T.R・CamPben氏およびそのスタッフによ
り基本および初期設計の研究，検討が開始され同年'2月
にその第’船の形が完成した。本船の主要要目は次のと
おりである。

全長 143.402m(470ノー55/8)
垂線間長 134.112m( 440'－0"）
幅（型） 19.812m( 65'－0"）

深さ鯉) 12.344m( 40'－6"）
満載喫水鯉） 9.035m(29'一』7'1/,6")
載貨重量 約14,800Lt
主機械

型式×数 IHI-S.E.M.T.Pielstickディーゼル
エンジン 12PC2V×1台

最大出力×回転数 5,130PS×500rpm

3. FREEDOMPROJECTへの取組み

3．1受注

船舶の受注は従来から個別注文生産方式をとってい

る。量産型といわれるFR1､FDOMでも受注形式は，個

別注文になっている。 ｛
過去，造船界にストックボートというアイデアが生ま

れ実施されたことがあったが，これは不況時の打開策と

して，きわめてまれな例であった。FREEDOMは個別

注文の形態をとりながら統一仕様による連続建造を行な
う点で従来方式とはまったく異なっている。

従来の個別受注は仕様決定のイニシアチブが船主側に

あり，建造の必要性が生じた時にそれに応じた概略仕様
が設定され, '造船所の基本設計技術者により基本設計が

進められ，船主側工務陣と協議を進めながらその仕様が

固まり，見積り，船価交渉という順序が通例である。

ところがFRFFDOMでは，説明書がすでに各船主に

配られており，その要求が合致した船主は引合いを寄せ

て直ちに船価交渉に入ることになる。したがって受注と

いうよりむしろ販売という形であり，従来の営業，設計
の形とは大いに異なっている。しかしながら単に一つの

船型を確立し，定着して，それを販売しようとしてもそ

れがそのまま量産につながるわけではない。以下にその

受注にあたって配慮した点について述べる。
I1) マーケットリサーチ

マスプロ船とはいえ， 1隻当り10数億円の投資をする

のであるから，一挙に大量に発注をする船主ばかりとは

限らない。不特定多数の船主に共通して受け入れられる
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写真FRFITT1DOM型多目的貨物船(14,800DWT)

得る体制をとったことも大きな特長となっている。

3．2設計の基本方針

FREEDOMの設計にあたって考慮した基本方針は，

次の諸点であった。

（'）撒積専用船の持つ利点と一般貨物船の持つ汎用性
とを兼ねそなえ，あらゆる貨物をもっとも有効に運

ぶことができる多目的貨物船とする。

（2）運用上の機動性をもたせるため，ハンデイサイズ

の船とする。

（3） イニシャルコストおよび運航コス1､の両面ともに

経済的にすぐれたものとする。

（4）標準船をもとに各種船主の要望や用途を予測し，

量産効果を損なわない範囲のオプション項目をとり

そろえる。

（5）建造スタンダードならびに装備品の選定に際して

は，次の点を考慮した。

ア．材料，装備品，機器類は一流のものとし，一般西
欧船のグレードを参考として決定する。また購入機
器は原則として同一仕様とし，仕様変更は行なわな

い。

イ．居住区は実用性を第1とする。

ウ．航行に関係する主要機器については，わが国に寄

港する機会の少ないものに対しては国産品，外国製
品を問わず，入手容易なものを使い，わが国に寄港
する機会の多いものに対しては，一流メーカーの国
産品を使用する。その他の装備品については，一流
の国産メーカ一のう-ら部品の供給およびアフターサ

ービスに信頼のおけるものを選定する。

仕様を求めることは容易ではない。したがってマーケッ
トリサーチに慎重を要することは当然である。FREE-
DOMはLIBERTYの代替需要が予測されてはいたも

のの量産期間中，船主から継続して発注されるようなも
のであるにはどうあるべきかについて，各地荷動き量，
船主のそれらに対るす要求度などが解析された。
（2）採算性

流通システムのリンクの一つとしての船舶がユーザー
に建造を決定させるに至るポイントは採算性にある。造
船所の価格は， イニシャルコストとして船主の大きな負
担になったとしても，オペレーションコストとメインテ
ナンスコストも考慮したトータルコストのいかんによっ
ては，十分引合うに足り初期仕様も変動し得るものであ
ることはいうまでもない。またチャーターレートとの兼
ね合いも看過できない要素である。したがって仕様にお
ける各項目が，これらの評価に耐えるものであるよう逐
一検討が加えられた。

（3）基本仕様

新造船の専用化，大型化の趨勢の中にあって>FREE-
DOMがLIBERTYの代替船として脚光をあびるため
には，多目的でなければならないという結論が種々の解
析，論議の中から生まれた。また量産形とはいってもグ
レードの低いものであってはならず，品質のよいものを
多量に生産することによって， コストを節減し，ユーザ
ーからの引合いを得るという基本方針が確立された。更
にセールスポイントとして幾多の新機軸が開発採用さ
れ，またオプション制度を採用することにより仕様に変
化をもたせその組合せによりかなり幅の広い需要に応じ

’
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垂．主機については，ライセンサーのオリジナルデザ

インにできる限り合わせたものとし，世界各地のラ

イセンシーから部品を供給できることを条件とし，

それを満たす能力のある国際的に認められたメーカ

ーのものを厳選して使用する。

4. FREEDO砿の特長と効果

FRFFnOMの最大の特長は，連続大量建造船である

ことと，従来のバルクキャリヤの特長と一般貨物船のそ

れとを併せもつ多目的貨物船であるということである。

大量建造といっても注文がなければ実現は不可能であ

り，多目的といってもNeedsがなければ，画餅に終るの

であるが,FREEDOMPROJECTは幸いにして船主，

オペレータに受け入れられ，大きな成功を収め得た。こ

のような結果になった背景の一つとして, FREEDOM

に適したCargocombinationがわが国に生まれたとい

う幸運があった。というのは， 1969年頃からわが国の自

動車および鋼材輸出が急成長をとげ,これにFREEDOM

が性能的にも建造のタイミングからもうまくミートした

のである。船主，オペレータの意向を十分に取入れ，か

つ，時流にマッチした性能とは，どういうものか，以下

FREEDOMの持つ数々の特長の中から主要なものを挙
げてみる。

4．1上部のウイングタンクと穴明き甲板

シングルバルクキャリヤと同様に上甲板下の両舷に上

部ウイングタンクを持っているほか，穴明き中甲板（い

わゆるPerforated'tweendeck)を持っている。このよ

うな船型はFREEDOMが初めてである。中甲板には多

数の開口があるため,Freeflowingbulkcargoを積載す

る場合には，中甲板はあってもないと同じく作用する。

このため，通常の'Tweendeckerにおいてグレン積のと

き使われているシフティングボードを航海ごとに装備し

たり．取りはずしたりする必要はない｡運航実績をみても，

一般ばら積貨物船と同様のselftrimmingfeatureを示

しており，鋼材もしくは自動車と小麦といったCargo

combinationの場合などにその特色を十分に発揮した

のである。なお本船はGrainstabilitycertificateを

SOLASNeWruleにより，いちはやく取得しており，

この点においても，船主，オペレータより好評を得てい

るも

4．2貨物鰭の容積と配置

貨物艫容積は，上部ウイングタンクがバラスト専用で

あ‘るにもかかわらずグレン約20,000m馴でこの種の船と

してはかなり大きく，貨物重遥が13,000Ltのときには

SteWageFaCtOr54ft3/tまでのグレーンカーゴを満載す

’
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り，いずれも中甲板ハッチカバー専用の電動油圧式ウイ
ンチと開閉索を使用して，容易かつ安全に操作すること
ができる。通常，前者がおもに使用さるれが，ク≦レンを
積載した場合にはハッチカバーを完全には閉じず，途中
の角度でセットして龍口間下方の船綣部に対するシュー
トの役割をも兼ねさせることができる。

4．5喫水およびトリム

本船の計画型喫水は，世界各地の港に自由に出入する
ことができるよう29'一』7皿/16"に押えてある。また，一般
貨物はもとより，グレンを搭載する際には45ft/t以上の
各種S.F･における短，中，長距離の各航海状態におい
て，夏期および冬期満載喫水でもトリムをほぼ等喫水に
することができる。すなわち，この種のハンディサイズ
の船として，制限喫水においてトリムによりペイロード
の損失をうけることがないようとくに考慮が払われてい
る。この種貨物船としては，積荷状態に大きなフレキシ
ビリティをもっているといえよう。

4，6ギヤードディーゼル推進機関

近年のはげしい貨物獲得競争の結果，貨物船はしだい
に高速化しライナにおいては20ノットないし21ノット級
のものが出現してきている。しかしながら， イニシャル
コストや燃料消費量などを考えると，本船程度の船では
輸送コストのもっとも安価な速力はさほど高速ではな
く， 13～14ノットどまりである。また量産の可能性とい
う面から考慮すると， 20～21ノット級高速船では，航路
および積荷の将来性や船主の好みが強く反映されるほか
需要も限定されるため，大量受注の可能性はほとんど考
えられない。ゆえに本船の場合には'3～'4ノットボート
としての仕様にしぼられたわけであるが，この程度の速
力であれば主機出力は5,000～7,000馬力あれば十分とな

一今

る。この範囲の馬力では，従来の直結低速2サイクルプ
ィーゼル機関では’気筒あたりの馬力が大きすぎると
か，外形寸法が船の大きさの割合には不釣り合であるな
どから，最適機関の選定はむずかしい。

IHIS.E,M.T.-Pielstickディーゼルエンジンは，軽
量かつコンパクトでコス1,も低く，保守点検が容易であ
るほかに，関連補機を主機付とすることができるため操
縦が簡単である。燃費も低速2サイクルディーゼルに比
して遜色なく， 4サイクルの中速ディーゼルエンジンな
がらレッドウッド#1,1,500秒の低質重油も使用すること
ができる。本エンジンの採用によって減速ギヤーと組み
合わせてプロペラ回転数を自由に選ぶことにより推進効
率を良好にすると共に機関室の長さを短縮でき，貨物艫
などの有効スペースを大きくとることが可能となった。

速力が13ノッ1,台ではとてもTrans-Pacificには配船

ことができる。貨物艫は, CorrugatedBhdにより約

mの長艫2個とｴ6.8mおよび17.5mの短艫各1個に仕

られ，船首部から短一長一短一長の順に配置して中甲

とともに積荷の操作にフレキシビリティをもたせてあ

。これにより2港積または3港積も可能になってい

・また，中央の第3貨物館（短舶）の外板側は幅約1

のダブルスキンとなっておりバラストタンクとして使

されるが，この配置によりS、F･の小さな‘カーゴもト

ムおよびグレンスタビリティの心配なく満載排水量ま

積載することができる。

FREEDOMで輸送する食糧庁向け小麦があまりにも

くなったため, FREEDOM1隻分の小麦がこの分野

の1つの貨物単位になって定着していることなども，

船の特色が十分に生かされた証左にほかならないもの

考えられる。

る
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4．3甲板，船艫構造

上甲板は，甲板上高さ14ftまで鳥Packaged lumber
(S.F.65ft3/t)を積載できる強度を持ち，舷口蓋もそれ

に応じた補強が施されている。中甲板は，艫口蓋を含め

て荷役用フォークリフトトラックを使用できるように補

強されており，ブラケット， ピラー， ゴ･一ミングなどの

突起物を廃して平坦な平面を提供し，各種貨物の積載，
荷繰りならびに艫内の清掃を便利にしている。甲板間高
さは，断面8ft×8ftの国際標準ゴンテナが上下の船砿に

各2段稜みされるよう考慮して決定されている。また2

重底タンクトップは重量物の積載およびグラブ荷役のた
め柿強されており， タンクトップと外板肋骨との固着部

はブラケットレス構造としてコンテナなど角型貨物の積

載に対処している。タンクトップの強度が大であるこ
と，艫内いたる所clearであるということは多目的貨物
船の必須条件であり，本船がOPeratorに非常にappri-
ciateされている一因でもある。

4．4貨物艫口および艫口蓋

貨物艫口は長艫に2個，短臆に1個，合計6個もって
おり，上甲板上は鋼製MacgregorSinglePull式の艫口
蓋であり，中甲板上のそれは鋼製Vetticalhingeup式
である。また中甲板には，合計75個の開口（フイーダー
ノ､ツチ）をもっている。これらの開口には鋼製グレーテ

ィングが取付けられている。この開口の存在により，グ
レーン積の際にSelf trimming効果を発揮し，中甲板

がない場合と同等の効力を示すのである。

中甲板上の鋼製Verticalhingeup式艫口蓋は， フラ

ッシュ型で2枚のセクションからなる。2枚を腹合せに
重ねるようにして片方にジャックナイフ式に開く方法と
船首，尾方向に1枚ずつ開く2とおりの開閉方法があ

Ｉ
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蝉準任様十いくつかの選択項目〕の希望をもとに，発

注することができるのである。これは， 自動車の販売に

おけるアクセサリーにもたとえられるアイディアといえ

よう。それらの選択項目のうち主要なものは次のとおり

である。なお， 〔 〕内は標準仕様を示す。

（1）主機: 14PC2Vまたは16PC2V[12PC2V]

(2) LR,Nv,Bv,cRなどの船級取得[AB船級〕

(3) B.O.T.Rule,其他各国規約の適用(LiberianFlag)

(4) 10tデリックプーム[5tデリックブーム〕

(5) 20tデリックブーム〔なし〕

(6) 30tデリックブーム〔なし〕

（7）貨物艫機動通風装置〔自然通風〕

(8) CO2式消火装置および煙管式火災探知装置〔なし〕

（9）居住区空気調和装置〔サーモタンク方式〕

⑩船橋からの主機の遠隔辮従装置〔機関室内制御室

からの操縦装置のみ〕

il)大洋を夜間あるいは通常航行中に機関室内監視を

廃止するために要する機関室の遠隔， 自動化

〔なし〕

⑫アジア人乗組員用の居住区設備（38名分）

〔32名分〕

卿船艫内に自動車積載用カーゴデツキ装備〔なし〕

上記のような大物から，その他の小物まで，かなりの

変化をつけて並べたが，次第に一つの型ができ上り， ど

の船にも採用されるオプション項目もでてきた。従っ

て，オプション項目によって設計が変り工事が煩雑にな

ることも極めて少なくなった。最初からオプションを設

定し客先の選択にまかせる方式は，標準設計を守り，建

造過程での設計作業を大幅に減少させ，同時に採算の向

上にも貢献する。多種の貨物を対象とするFREEDOM

で可能であったのだから他船型にても十分適用できる方
式であると考えられる。

できないなどといった批判を尻目に，ほとんどが太平洋

で活躍しているということは，船の速力は船の積荷,荷

役性能とか船価をも含めた運航コストとかの総合で論ず

べきものであり, FREEDOMを低速におさえたことが

決して間違いでなかったことの証明であろう。

4．7 コンポジットボイラおよび主機駆動発電機

航海中の燃料消費量を節減するため補助ボイラとして

完全自動のコンポジットポイラを装備し，航海中は主機

械の排ガスを利用して居住区ならびにF.O.加熱用蒸気

を供給する。また，発電機は3台を装備し， 2台はディ

ーゼル駆動， 1台は主機駆動としてある。このように，

通常航海中に低質油を使用して主機械を動かすことによ

り所要の蒸気と電力を供給し得るため，経済的であると

同時に動力源を単純化し操縦が単純化されている。主機
駆動発電機は55～61サイクル間で使用することができる
が,プロペラ負荷の変動などにより周波数がこの範囲を
越えて変動する場合には警報を発して，自動的にディー
ゼル発電機に切り替わるようになっている。航海実績に
よれば，この主機駆動発電機はSeaState: 5～6の海
面でかなりの縦，横揺れに対しても，その作動は安定し
ている。

4．8バラスト注排水装置

二重底内に船体中心線に沿って船底外板，二重底板お
よび2枚のサイドガーダーで形成されたダクトを設け，
これをバラスト主管の代りとするバラストダクト方式を
採用し，このダクトを通じて機関室内ポンプにより上部
ウイングタンク，二重底タンクなどへのバラスト注，排
水を行なう。また，バラストダクト内に導設したバラス
トストリッピングラインとの併用により，バラスト注ゥ
排水はそれぞれ8時間以内に行なわれるよう計画されて

いる。バラスト注，排水管系弁の開閉操作には油圧方式
を採用し，乗組員の労力の軽減をはかっている。なお，
No.4以外の上部ウイングタンクは管で連結された二重
底タンクにより注，排水が行なわれるが, No.4タンク
のみは甲板洗猴管により注水され，サーフエス弁を通じ
て直接舷外に排水される。

6． 量産効果向上のための配慮

6．1設計

大量生産を成功させるためには製作，建造をしやすい

ものとするため，本船の設計にあたっては設計とエ場と

がその段階から緊密に協力し総合検討図をもとにして加

工しやすい部分， とりつけやすい配置，建造しやすい艤

装を徹底的に追求するとともに，機能的にも，その取扱

い上からも，どの船主からも満足を得られるよう考慮し

た。標準化による大量生産は，従来の個別注文方式の建

造よりも設計的にも建造上においても大いに有利である

ことは論をまたないが，さらにマスプロ船としての効果

をより上げるために設計的に考慮した点は次のとおりで

5． オプション項目

FREEDOMの販売方式の特色にオプション項目があ
る。FREEDOMは広範囲な需要層の要望を加味した総
合所産としての標準仕様であるが，その販売にあたって
は量産効果をそこなわない範囲でいくつかのオプション

項目を取りそろえて，各船主の運用上の理由や好みによ
って所定の船価，載貨重運などを調整することにより自
由に取捨選択することができる。すなわち，各船主は

－76－
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J

互にうまく作動するかどうかの確認を行なった後，第4

船から本格的な連続建造に入った。

1本の船台上において，船台工事量を平滑化するため

に， タンデムフォアエレクション方式を取り，常に1隻

半が船台上に搭載される方式とした。これは前船の進水

後船台船首部に建造していた後続船の船尾船体を引お

ろし，船首船体の建造を進めるとともにつぎの船尾船体

を船台船首部で建造する方式のくりかえしである。

進水間隔は，暦日で22日～25日間隔と短時日であるた

め，船体中心部に近接して設置した2本の進水台をキー

ル盤木の代わりに使用し，常に進水台上で建造を進め，

引おろし台と進水台は同一のものとする中心2条進水方

式を採用した。

（2）設備，治具

常に同一場所で，同一作業が発生することから，使用

治工具を極力専用固定化するとともに，設備機器の高度

の集中をはかった。

同一船型のくりかえしであるため，船体外舷の足場

は，平行部，曲り部ともに船体形状に合わせた固定式ア

ツプライト足場とし，特に平行部のアップライト足場上

には，溶接機ユニット，動力系統の取出し口などを設け
た。

Hold内の作業を定常化し， 工程の進行を円滑にする

目的でHold内工事のための足場ユニットに溶接機など
の動力系統を組込んだ作業ユニットを使用した。

（3）精度

寸法精度の向上は，品質の安定と共にコストダウンに
直接つながるものである。取合部の精度向上のために当
社船殻工作部全体としての体制作りを行なし､，部材の寸
法精度が及ぼす影響の理論的解明と，その体系化および
全員に対する教育啓発を進めた。

連続建造を円滑に行なうための精度管理の要点は，む
りのない適切な作業基準を徹底して守ることである。そ
して，連続建造にはこの流れを可能にするつぎのような
要素がある。

ア．計測精度が上り，対策が適切になる。

イ．系統的に試みを整理することができる。

ウ．教育用の事例が適切で作業員に対する精度上の重
要点の教育が徹底する。

エ．作業員レベルの精度意識が向上する。

6．3艤装工作

織装工事の工期の短縮と，建造費の削減のためには，

先行織装の拡大が第，に挙げられる。とくにマスプロ船
としてのFRFFDOMにとっては， このことはきわめて
重要な意義を有するものである。

ある。

（1）標準図の作成

全FREEDOMに共通の標準図を一部作り， これを船

級協会および船主代行であるCAMPBELL事務所の承

認をとり，各船毎の承認作業は一切廃止した。なお，各

種船主からの特別要求事項に対しては，部分改正図とし
て承認をとり処置した。

標準図には現場または既建造船からのフィードバック

により，デザインをたえず改善，改良し，部分改正事項

などを常に折り込み，最新の図面を保管した。

（2） 電子計算機UNIVAC1107を利用したPPS

(PalletPreparationSystem)により， 図面管理，物量

の発注業務，織装品のパレット組，艤装品の納期管理，

物量の集計などを行なった。

（3） フィードバック事項の積極的活用

現場部門と定期的なフィードバック会議をもち設計の

改善を計ることにより，細部にわたって非常に無駄のな
い，作りやすい，合理的なデザインとなり，大幅なコス

トダウンを可能にすることができた。また設計技術者は

現場にも乗り出して建造方法をより詳細にわたって考慮
し，設計図を調製するように心がけた。現場部門からの

フィードバックと同様，サービス部門からのフィードバ

ックに対しても，改善を要すると判断したものについて
は，積極的にきめこまかく設計変更を行ない，あとがか

り工事を激減した。

（4）特殊な船主要求事項に対する処置

本船の仕様は前述のとおり，標準十オプションの組合

せによって構成されているが，中にはこれ以外の仕様変

更を欲する船主もあった。これらの要求に対しては仕様
変更はあくまでオプションに限るという方針をとった。

ただし，織装員要求で大量生産を阻害しないようなもの

についてはこれを受け入れた場合もある。

6．2船殼工作

連続建造船として，常に工作の流れが，一定となるよ

うに後続船と先行船の組合せで，標準工事日程を作成

し， この標準計画のくり返しにより，工事手順の習熟に

よる品質の安定と， コストダウンをはかることとした。

これを支えるために，設備，治具類の整備と部材寸法精

度の向上を大きな柱として， これの推進に，主要な努力

を傾注した。

（1）工程計画

3隻の先行試作建造を行なった。第1船は，船として

の機能の確認とともに，建造時の各部の作業量の調査，

不具合点の摘出除去を主体にし，第2船と第3船は，連
続に建造し，各工程での標準くりかえしパターンが，相

－77－
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のために，掴そとはかなり異なった考えのもとに受注，

設計建造を進めてきた。FREEDOMは第1船のみで

すべてが成ったのではなく，執ようなフィードバックと

､それを採り入れていった改良への努力によって， よりそ

の質がみがかれたものといえる。

1971年4月東京第2工場でのFRFFDOM連続建造に

対し，大河内生産特別賞を受賞する光栄に浴したが，

FREEDOMが独りIHIのみならず，わが国の全ての造

船業に意識革命をもたらす一つの契機となったことは否

定できない。

現在,われわれはFRFFDOMに続く量産第2弾FOR･

TUB肥船の連続建造を行なっているが, FREEDOM

建造を通しての数々の教訓がそのまま生かされ，軌道に

乗った順調な生産が続けられている。しかしながら，わ

れわれはこれらの成功に満足することなく，その時々の

需要に応じあらゆる不定期CargOにfitしてゆける， よ

り高性能の船舶への改良開発のための研鐡を今後とも重

ねていく所存である。

（1）ユニット艤装の拡大

ユニット艤装は，船殻の工程に直接介入することな

く，艤装単独で進められるものが多く，工事の方法，工

程の統制などが，艤装部門で任意に進められる稚格を有

しているので，艤装工事を進める第一歩として，まずこ

のユニット艤装の拡大から開始した。

糧食冷蔵庫，機関制御室，清浄機室，デリックポスト

等は地上においてユニット化し船内では据付工事のみと

した。

（2）ブロック艤装の拡大

ブロック艤装は，ユニット艤装と異なり，工事の施行

にあたり船殻工事との調整が重要なポイントとなり，か

なり困難な点が多いが船殻関係担当者とも慎重な協議を

かさね，船殻工作部門の協力を得て，船内織装のブロッ

ク艤装への移行拡大をはかった。

7． あとがき

以上述べてきたようにわれわれはFRFIFnOMの量産

－－－－－ヘヘヘヘヘー へ（一一一一一一

【新刊紹介】

海洋開発技術ハンドブック

鍵編 集通商産業省資源エネルギー庁海洋開発室
運輸省船舶局技術課

鍵編集彌門岡村健二／奈須紀幸／堀武男／元良誠三
／渡辺茂

鯵本書の構成序論／海洋環境／海洋開発／海洋開発技

術／資料編

近年の海洋開発技術の進歩はまことに目覚しいもので

ある。しかし了製作・使用されている材料，各種船舶，

機器, ､装置の種類が多種多様になり，応用分野がますま

す拡がりつつある海洋開発において，真に技術に重点を

置いた成書はまだなかった。

本書は，こうした海洋開発技術の拡大期にあたって，

海洋環境，海洋開発の展望，開発技術，機器，装置，各

種船舶,､作業等の海洋開発技術に欠かせない基礎的事項

を洩れなく明確に記述したものである。
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特殊船建造のあるプロセス

福岡造船株式会社

津波古敏男

一つの中小造船所が特殊船建造に取組んだプロセスの

一面をここに紹介する。

この特殊船とは次のような内容のプロダクトキャリヤ

の一種である。

船名 しるぱ－しほ－く

船主 ファーイーストシッピング株式会社

船級 NK,NS*,MNS*(TahkeroilFIashing
PointBelow65｡C)

船種危険物専用撒積船

G/T 2,383T

D/W 3,900.80T

主要寸法長さ94.1m×幅14m×深さ7.3m

エ期起工47年10月11日

進水47年11月21日

竣工48年2月14日

引火性物質等の多品目混載（フェノール，パークー

ルエチレン， トリクロールエチレンの毒物，苛性ソ

ーダー，濃硫酸等24品目)。

(4) IMCOCodeMSCXXm/19AnnexXⅡの構

造設備の諸規則が適応された。IMCOTypenShiP

である。

本船の建造プロセスは一言に言ってステンレス鋼の工

作のプロセスに外ならない。

ステンレスの特殊性，優秀性の裏に船舶への適用の普

及性の弱さは，なんと言ってもステンレスの加工性のむ

つかしさにある。

特に船舶は，構造が笹諜隆で型鋼等が広汎な種類とサイ

ズのものが必要とされる。

本船の場合，ステンレスを本格的船体構造のメンバー

に取入れ， ･その特殊耐化学性と相俟って構造強度のスカ

ントリングにもしている。

本船に使用されたステンレス鋼を次にあげる。特殊仕様

､ステンレス鋼(SolidPlate)

SUS－27 200i、ン, SUS-32 62トン

・ステンレスクラッド鋼(CladPlate)

SUS-27 130トン, SUS-32 32トン

･その他のステンレス鋼(Pipe,RB,etc.)50トン

･合計4741､ン

･使用されたステンレス溶接棒15トン

・二重底タンクトップ, Trans.,Long.各BHD

(1)船体擶造で，カーゴタンク，ポンプルーム，スロ
ツプタングはステンレス構造(NO.1COT,No.2
COT,No.4COTIXSUS27,Nb.3COTはSUS

32，各タンク共左右中央の3区画にLong.BHDで

区分されている。

(2)貨油ポンプはスクリュー式全SUS32で製作さ

れている。

(3)積載予定貨物,毒物,腐蝕性物質,有毒性物質， は

~蜀早一一一一一一雫~一両ローbT ■ーー毛~－

，鼻舟吋&,観’ 、、 ・今■グ

明 一瓦 濠
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航行中の危険物専用撒積船“,しるば一しほーく”
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32対SUS-27, SUS-32対SUS-32Clad

隅肉B型（普通型）

SUS-27対SUS-27,KA対SUS-27, SUS-32対

SUS-32,SUS-32対SUS-32Clad, SUS-32対KA,

SUS-32Clad対KA

この組合せにより各々下向，立向，上向（一部横向）

の各姿勢の溶接法承認識験を行なったのであるが，この

時間と費用はわれわれに多くの知識と自信を提供したこ

とは否めない。

この溶接法承認試験で特に解決に時間を取ったのは，

Cladplate対Cladplateの突合せ溶接の曲げ試験に割

れを生ずる現象であった。この原因は裏溶接の際一層，

二層の溶接の溶着金属が母材（軟鋼）との溶融で稀釈に

なりマルテンサイトをつくるからである。シェフラーの

組織図によりClad鋼の場合裏溶接の一層目，二層目に

WEL308の溶接棒を使用した場合マルテンサイト組織

は避けられず,WEL309の場合オーステナイトとマル

テンサイトの混合組織内に入り,WEL309MOの場合

は電流等の調整によってオーステナイト組織域の溶着金

属が得られることが理論的にも解明される。そこでClad

鋼の裏溶接(StainlessSide)に対し次のことを明確にし

た。

（1）裏堀りは浅くする（深過ぎる場合母材用溶接棒で

埋め戻すこともある)。

（2）一層目，または二層目はクローム，ニッケル等の

量の高い溶接棒を使用する。

（3）電流は低いサイドで使用する。

この解決により約60種組合せ姿勢によるすべての溶接
法の認識を無事終了し認定を得た。

本船の工事で問題の一つは二種類のステンレスSUS-

27とSUS-32を間違いなく配材することであるが，何

分ステンレスの表面は肉眼で判別できるものではない。

このミスアレンジの防止管理としてモリブデンチェック

によりSUS-32の判定を全パーツに対し行なった。

SolidStainlessPlateを使用し

･DoubleHullLong.とupperDk・はCladStainless

PIateを使用している。

･CladPlateはRolledCladを採用した。爆着Clad

は歪取に難点があったためである。

建造着手前

最終的には複雑な工作過程を経てできたステンレスに

よる構造物が，その特殊性を失うことなく完成すること

であるが，船体の主要内部構造にステンレスを採用し，

かつ場所によりSUS-27とSUS-32を一点のミスもな

く配置して行かねばならない。

このためには一部の技術スタッフだけの知識で万全を

期すことのできないことは明かであった。

そこで社をあげてステンレスの勉強に着手し，設計現

場の作業ボーシンクラス，溶接工全員を含め斯界の大先

生方を再三招き講習会を開いた。日本ステンレス㈱の桐

谷氏，旭化成の山本博士，旭エンジニヤリングの松尾氏

等最後のまとめとしてステンレス協会溶接部会の講師

による講習を受け，溶接工はその学科試験に60名がパス

することになった。溶接工技価試験溶接法承認試験は

日本海事協会の各試験を受験することとした。その準備

として先ず6トンのステンレスプレートを購入しその殆

んどを溶接工の溶接訓練に使用することとなった。

溶接エの訓練と施工法の資料として，ステンレス協会

編の「溶接作業教本」と(社)日本造船研究協会の「オー

ステナイト系ステンレス鋼の溶接施工基準」を採用し

た。溶接工技価はF.V.Oの各試験を行ない53名の溶
接工がステンレス溶接エ技価資格を収得した。日本海事

協会の溶接工技価資格試験は学科試験を必要としな財、

が，ステンレスの特殊性から溶接の従事者は一般的理論

の知識を有することが望ましく，そのために当社におい

てはステンレス協会による溶接学科試験を受験させ，そ

の合格者が日本海事協会のステンレス溶接工技価試験を

受験することとした。溶接法承認試験は日本海事協会に
より次の種類について施工しその認定を受けている。

突合せ溶接

SUS-27対SUS-27, SUS-27qad対SUS-27Clad,

SUS-27対KA(軟鋼),SUS-32対SUS-32, SUS-32

Clad対SUS-32Clad, SUS-32対SUS-27, SUS-32
対SUS-32Clad

隅肉A型（完全溶込型）

SUS-27対SUS-27, SUS-27Clad対SUS-27Clad,

KA対SUS-27Clad, SUS-27対SUS-27Clad,SUS-

32対SUS-32, SUS-3261ad対SUS-32Clad,SUS-

ステンレスェ作環境から鉄をシャットアウト

する

ステンレスの特殊性はその不働態被膜にあるが，これ

は化学的，機械的に破壊することができる。しかも機械
的破壊の場合その膜の連続性が傷つけられ，ステンレス

の腐蝕の始まりとなる，これは殆どの場合不純金属が表

面に残ることにあり，そのためにステンレスエi乍環境か

ら異金属特に鉄をシャツ1,アウトすることは重要な品質

管理の要と言える。その主な物を上げると，ステンレス

エ作区域内に入る人は鉄鋲の靴をはかないことから，ハ

－80．－
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クラッド鋼の場合アセチレンガス切断を採用したが軌

道に乗るのにかなりのテストと検討が行なわれ，結果を

得ることができた。

普通の炭素鋼切断条件でクラッド板は切れないが，次

のような粉末切断の原理を応用した考え方で器具を選定

し，ガス圧等を調整することにより可能にした。

それはガス圧，酸素圧を極力低目にし，火焔は溶融可

能付近に弱くして，母材から剥離した酸化鉄がステンレ

ス溶融面に溜ったところを鉄粉の役目にして酸素圧で吹

き抜くという法である。この原理を下に切断器の火口は

普通軟鋼より3～4番大きい方が選定された。

何れの切断の場合も一般炭素鋼と異なって切断代が大

きく次の数値と形状になる（実地DATA)。

プラズマ切断而
唾

ンマ，溶接用ワイヤプラッシ，ブロック吊ピース，スト

ロングバック，位置きめピース， ターンパックル根付ピ

ース，溶接のアークストライトプレートに致るまであら

ゆる物がステンレスか非金属品でなければならない。特

にアークストライトを母材（ステンレス面）にすればス

テンレス面に炭火物析出の因となり，鉄にした場合，溶

着金属に悪い成分を形成する要因となるためである。

切断加工

ステンレス鋼の加エ上問題となることは切断加工であ

る。これは加熱溶融時に表面に強力な酸化膜を生じ， し

かも粘性が非常に大きいからである。

切断作業にはステンレスプレートの場合とそのClad

プレートの場合の対策を立てねばならなかった。

ステンレスの切断法には次の種類がある。

プラズマ切断，アーク切断，粉末切断，放電切断，砥

石切断，プレーナー切断等である。

この中でプラズマ切断は切断の主流として使用され，

田中製作所のTS-70Kを設置し，地上現場に適用した。

ただし直線切は一部を専門の切断工場に外注することと

した。

アーク切断は現場でプラズマの使用不可能な場所に使
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#60#100#220#320#40001L

表面の粗さエメリー/＃
〃 〃

(#46)(#60)(#100)(#220)(II400)

表面仕上状況

SIMITH氏法(1Q8%FeCi3､6Hz0，N/20HCI､4HR) J1S. 5〃硫酸腐蝕と粗さの関係
に依る､SUS-32ステンレスクラッド鋼板の腐蝕試験
結果。

図1 オーヌテナイト系ステンレスクラッド鋼板の表面仕上げ程度と耐蝕性（(株)日本製鋼所）
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－船の科学一

なおプラズマ切断の移動式，手持トーチ式を使用する

場合， ノズル保護のキャップの損耗が激しく是れの改良

はメーカーへのアッピールに終った。

（3）急冷はむしろ徐冷に勝る意味を知っておくこと。

（4）溶接後の歪取が不可能に近し､ので，ある程度の拘

束を施すため,仮付けが大きく多くなることもあるb

（5） スパッター防止に留意すること。

次頁溶接要領参照

溶接の準備として，棒の乾燥，スパッタレス施行，ス

ラク・除去，前出のチッピングハンマ， ワイヤプラシ等何

れも重要な要素となる。一般に溶接棒センターのドライ

ヤーから取出して使用しても，一部の棒は中途から乾燥

性が失われて行くことになる。その防止策として，棒入

れ兼乾燥器日本アロイ電極㈱のING-DRYER(溶接電

流により逐時力嚥方式）を各人1個専用させ，溶接棒の

乾燥管理をした。スタッターはステンレス母材に直接付

着すると耐蝕性，耐孔性を失する原因となり，かつ不働

態化処理の準備の労苦となる。その防止策として，溶接

前にスパッター防止剤が塗布された。スパッター防止剤

としてRESIST-Xとノンスパッターの商品が使用され

たが一長一短がある。

ユーザーサイドからスパッター防止剤の選択の要点を

上げると，

（1）溶着金属の成分に影響ないこと

（2）塗布作業が容易であること

（3）有害なガス，不快な臭気等が発生しないこと

（4）酸洗で容易に処理できること

等である。

RESIST-Xはスプレー型で使用には便利であるが溶

接中若干の臭気がある。 ノンスパッターは刷毛塗型で余

り高価でなく主として後者を採用した。

ステンレス溶接作業で溶接工の責任と自覚において重
要なことはスラク・の除去である。普通軟鋼の場合スラグ

は次の層で浮上することもあるが， ステンレスの場合，

次の層で浮上することなく溶着金属の中に非金属介在物

として残り重大な欠陥となるからである。 しかもステ

ンレスの溶接スラグは非常に固く剥離が悪し､一層目の場

合，溶接時間よりもスラグ除去時間の方が長くかかる。
このためにニウマチックジェット （ステンレス針）を使

用することにした。

溶接工の主な注意車項として次のことを認識させ且つ

日々実践監督を行なった。

（1）棒は指定されたとおりの棒を使用すること， この

徹底のため，作業部所毎に指定溶接棒ならびにその

注意事項が掲示された。

（2）溶接電流は溶け込可能程度に低く調整する。

（3） ビードは直線ビードを原則とする。

（4） アークストライトは母材にしないこと， アークス

ステンレスの耐蝕性と粗度

われわれはステンレス鋼が通常鏡面のような光沢を持

ってし､るイメージが強く， またそれが耐蝕性（不働態被

膜）の現象である如く感ずることになる。ステンレス鋼

の場合， ロールされた(Solid)ステンレスの表面は処理

されていることもあって粗度について問題にならない

が， クラッ.ド板の場合再度ロール， または爆着等の加工

を加えられるため粗度が高くなったような外観となる。

この問題は板の全面パフ研磨するか否かの問題となり，

船主，荷主，検定側共明確な基準の解答がなく混迷した

が，結局日本製鋼提供の次のDataにより確信を得てロ

ールのままで工事することに決論を出した。

仮りに全プレートを光沢を得るまでパフ研磨した場合

そのコストと時間はステンレスを造船に適用するのにま

すます遠き物となって行くことと思う。 しかしながら輪
＆ 。

出船の場合のステンレスの表面粗度は書類上で明確にし

なければ大きなトラブルの原因となる可能性を示唆した

い。

組立てから現場本付けまで

板が切断されアセンブリに送られる前に曲げ加工に入

るが，曲げ加エはすべて冷間プレス曲げで行なった。注

意したことは炭素鋼の治具が直接ステンレス表面に接触

しなし､よう，別のステンレスプレートをカバーとして使

用したこと，ならびにステンレスの場合スプリングパッ

クが起るので曲げ治具，押し方について実際のバック角
度を元に調整したことである。

地上のアセンブリに対して従来のブロック定盤が軟鋼

になっているためその表面をステンレスフラットバーで

全面カバーし， ステンレス面が直接定盤に接触しないよ

う処置された。大量のステンレスを使用する場合， この
ようなステンレス環境維持管理に使用されるステンレス

補助材の物量は見逃すことができない。
板接ぎ，組立に当っては各々作業の責任者(ボーシン）

に十分ステンレスの性質を認識させねばならない。

その主な物として，

（1） 開先角度は基準をこえないこと，溶け込可能限度

とする。

（2）仮付けは20ミリ以上長めにする。アークが発生し

たら戻し溶接を行な､､， アークを切る時はプール処

理を行なってクレー等による欠陥を防ぐこと。

－83－



一船の科学一

ステンレススチール熔接要領
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同左
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同左 l 同左 同左 ｜ 同左 ｜ 同左 同左

②
熔接前の準備

(ｽバｯﾀｰ防止強）
､ｳｺﾚﾊｲｸﾗズk〃

旧本ヴｪﾙデｨﾝグ
iｺｯド)‐

(1)熔接前約1～2時間帥に塗布(ハケ塗りル,十分に乾燥させる'･季節及び塗布時刻に依り適宜時間を咽減して可｡－要するに完全乾燥後に熔接を行う事。

(2)塗布巾=熔接謀の両側に各300~400囎程庭SUS27-側のみに塗布"塗布巾はｽパｯ久宥の飛び方に依り適宜変更して可。
塗布前に母材50～60℃予熱は可。

SUS・ウラSUS・ウラガウデング

:－房~7表
ガウデング

:－房~7表
SUSSUS CLADCLADSUS (MAX)

表 叩
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表 叩
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CLADCLADウラウラ
CLADCLAD
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意
事
項

1.SUS27圧の面に,一般軟鋼式の熔接,一般軟鋼熔接棒によるご火花の飛ばし"等一切してはならない。

2SUS…鯛鎚に{蕊鑿z茎醗;鱒菫澱舞子腱…い｡騰に"ﾜｲﾔｰプﾗｼ鯵鮫嬢〃
〈本船には使用しないが母材がSUS32の塙合は9SUS32ワイヤーブラシを使用する事。

｛鑿駕笙鯏駕鯛霧総:鰯鷺"の予議…し絶諭に‘"~s"℃とせ"。3.熔接に際し

4.面合せ,ブロック取合い工那等に於て,(鉄工組立作業)は,出来るだけ残留応力の生じない方法を蹄じる瓶｡従ってタンクSIDE隅の大きいB型等は

出来るだけ現場合せの上熔接取付ける率が望ましい。

5熔接棒は必ず乾燥棒を使用する率。

D308,D309系披瀝アーク熔接棒一一乾燥温度×時間毒約150℃×1．0時間
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1.上表中の数字1),2)は夫々第1層目ビード,第2雁目ビードを示す。

2含表"とはCHEMICALCARGOLIQUID(荊砺に接する面)側を示いウラ"とはその反対側を示す。

⑤ 1.熔接完了後は酸洗いを施工し,その後直ちに水(洞水)洗いを行う。

事
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理
及
其
の
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トライト用ブレード.(X.ﾃﾞﾂﾚﾊｽ).を使用式ること6

（5）内部応力に留意蛍ること（軟鋼の~1ぎ．5倍の熱膨張

率により内部応力が大きく'なる)。 ． ，

（6）橇の乾燥を怠らないこと.6”： ． “

(7)・溶接は凡て連続溶接だ‘あること。 ． ． 『′ ＝

この注意事項は地上工事.現場工事を問わず適用され

着実に実行された。

エレクションに当らて問題厚なることはステン:レス部

の現場切合せである。下向き切り合せの場合,軟鋼と同

様な考え方蚕切断器の傘ズラズマ切断器に変えれば良し、

が, BHD$の~噌縁SideDuble｣HullのButtの切り合

せはかなり難行せざるを得なかった。しかもタンクの仕

切線は凡て完全溶込溶接が要求される(IMCO基準）の’

でタンク,の区画BHDは全周開先取合をしなければなら

ない。このため現場合せ切りブロックは現場合せマーキ

ング後再度地上におろし切断仕上がを余儀無くされた。

骨組等は現場切り合せまたは仕上切持込を容易にするた
め，次のような手段がとられた。 （第2図参照）

ド波，スパッター,．オーバーラツプ，ガスノッチは完全

に除去;しなければならない。ビード波スパタター，オ

ーバーラップはグ.ラインダー仕上等によって除去し滑面

が得られるが，アングーカツ:卜,ガスノッチはアーク溶

接の場合，補修がまた欠陥を生み時間の浪費となる。こ．

れにはプラズマ（ミグ）溶接が適しており， ．これにより

補修仕上をした。ビード波の仕上グラインダーかけは現

場溶接の殆どが概当され，特に隅肉溶接のそれには莫大

な時間と労力が費やされる結果となった。

検査は外観検査はも_とより，非破壊検査,00％投射に，

より完全な検査が行なわれた｡突合せ溶接部はX－玉AYj

隅肉溶接部（完全溶込部）は超音波によった&,水圧検査

ほ積荷比重によりタンクトップから5.4m水頭で行なわ
庁爪’ し ，

れた。

艤装

艤装品のうちカーゴーに関係する物は凡て･ステンレ"ス

か耐化学品となっている。ステンレスの工作または取扱
上の要旨は前記の船殻対象の場合と変らない。しかしな

がら艤装品のその種類と数において小さいのは座金，ナ
仕上・検査

ス.テンレスの耐腐蝕,--耐孔蝕性は表面の采滑度力蓮要

な要素と、なるが，その欠陥･と,な・るヱンダ÷カット， ピー
シ1,から相当の物量となる。し海もステンヒス製品唯右

から左へと店先で入手できないこと等’合せて綴密な見

積と段取ｶﾐ肝要である｡- ! i ー』

'配管ｴ事はすべぞ工場加主を鐵苅とする
ため了一品図の正確さが要求される。溶接

はフランジ部をアーク溶接，エルボ等との

突合せをプラズマ（皿G, リンデン， ドイ

ツ製）溶接で行なった。パッキゾシはすべて

テフロン(SoEd)力瀧用された。タンク内

の配管主事ならびに取付品は特に入念な作

業が要求される．が, ､特樗ナット等は:興るみ

防止処置，バンド等は完全タッチ,.面接触

は完全タッチ等重要なことである。溶接は

船殻の場合と同様連続溶接でなければなら

ない。更に取付け品によりタンククリーニ

ングめ影をつくらないよう，液溜りができ

ないよう留意ずることである。

‐カーゴに|雛-る特殊設備，自動記録式温

度計･(指定温度アラー当付)， レベルケー

ジ（フロート型高レベルアラーム付)， バ

タワースホール，ブリザーバルプ， ，ドレン

パイプ, BHD,DK等のパイプ貫通不活

性ガス供給装置等の位置設定等は，船主監

督, メーガー技術員の立会の殺菌面どお
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ド波の除去残り，特に保護用に張りつけてあったビニー

ルヵバー等完全に取除く。酸洗は専門の業者に依頼し

た。安全衛生の問題，洗漉液処理の問題については業者

の指示に協力し万全を期さねばならない。酸洗後タンク

が乾燥した所で， 日本海事検定協会の専門検査員により

鑑定検査が行なわれ鑑定書と共に船主に引渡すこととな

った。

このような特殊船の場合，図面や仕様書がその特殊性

に十分適応できることは第一義であるが，それと相俟っ

てそれらに表現.じ得ない多くのデリケートな知識と管理

体勢が少からず要求されたことを痛感する。また船主の

安原工務部長， 日本海事協会の角田技師の懇切な指導が

大きな力となったことをつけ加え感謝の意を表します。

振り返って研究不足，能力不足等で幾多の非合理的な面

もあったが，現在本船が初期の計画以上の成果を以って

運航され，船主の満足を得ていることに建造の任に当っ

た者として喜びにたえない。

を進めるべきである。何故ならばその有効効率性のデリ

ケートなことと，ステンレスの場合一端開口した孔の復

旧ならびに新たな切断は5倍～10倍の労力を費すことと

なり，且つステンレスの特殊性にマイナスの要因の発生

がなきにしも非ずだからである。

いよいよ工事が完成に近づきテストに入って行くが，

本船のような危険物専用船は運航に入ってから補修工事

が容易でないことが考えられるので,､一般船に比較して

テストの回数，負荷等十分な範囲に施行し，特に震動等

はテストを通'して未然にその防止処置をしなければなら

ない。パイプの支持台等は比重の大きい流体を考慮し小

さい震動を見逃してはならない。

不働態処理（酸洗）

工事が終了しテスト，検査等が正規の結果を得たなら

ステンレス部全表面の不働態処理を行なう。先ず酸洗の

前に最後の表面検査を行ない，スパッターの残り，ビー

『実用海事六法
現行の海事法令のうち使用頻度の高いものを

精選し，また読者の要望に基づいて必要なも

のを最大限にとり入れた使いやすさ抜群のコ

ンパクトタイプの六法。

(50年版）

運輸省監修B6判! 1722頁定価2500円（〒240)

舶用
ディーゼル機関教範

弱電入門
ジャパンライン海務部編A5判220頁定価2200R

ユ

舶用プロペラと軸系
，隈元士著A5判240頁定価2000円

船舶機関関係法規集
運輸省船舶局監修A5判190頁定価950円

船舶機関規則

1

長谷川静音著A5判430頁定価2800円（〒200)

中小型船舶の主流をしめるディーゼル機関の作動原理

から故障の原因，応急対策等まで実務的に解説。
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宮内通行箸A5判定価2加0円（上）。2

電気。電子工学の基礎から応用へと全般的

つくように上下巻にわけて詳述。

800周.(下）

知識が身に
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運輸省織自局監修A5判140頁定価750円
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(〒160）東京都新宿区南元町4－51成山堂ピル （電）357＝5861

成山堂書店 ’
企
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連絡船のメモ（85）

日本国有鉄道技術研究所

泉 益生

第11編操舵室と航海設備（5）

では， ここで一応，戦後の国鉄連絡船におけるエンジ
ン・テレク・ラフの移り変わりの様子を振り返ってみるこ

とにしよう。 “第一讃岐丸”より以前に建造された連絡
船は，すべて固定ピッチ．プロペラを装備した2軸船
で，常用のエンジン．テレグラフとして，セルシン式の
ものを2組，予備のエンジン・テレグラフとして，チエ
ン式のものを2組装備していた。このエンジン・テレク・
ラフの伝達信号の項目は

FULLAHEAD

HALFAHEAD

SLOWAHEAD

DEADSLOWAHEAD

STANDBYENGINE

STOP

FINISHEDENGINE

WRONGSTOP

DEADSLOWASTERN

SLOWASTERN

HALFASTERN

11．4．2エンジン．テレグラフ

（1）概要

岐近の青函航路ならびに宇高航路の連絡船(1)のエンジ

ンテレグラフは，すべて押しボタン操作ランプ表示式の

ものであり，その装備数は， 2軸船であるにもかかわら
ず， ，組となっている。従来，連識合のエンジン・テレ

ク・ラフは，一般商船で用いられているものと同じセルシ

ン式のものであったが， これがランプ表示式のものに変

わったのは,おおむね次のような理由によるものである。
上記の各連絡船は，すべて可変ピッチ・プロペラを装
備しており，プロペラを一定回転数で運転しておし､てそ

の翼角を操舵室から遠隔制御する方式をとっている。 し

たがって，プロペラを駆動する主機関は，プロペラの運

転中は一定回転方向に一定回転数で運転しておけばよい
ので，主機関の運転制御操作としては，プロペラを使用

する前の始動操作，プロペラの使用が終ってからの停止
操作，それにガバナの設定値の調整ができれば十分であ

り，固定ピッチ．プロペラを装備した船舶の場合のよう

に，操船にともなう主機関の発停，回転方向や回転数の

変更といった複雑な制御は， まったく必要としない。こ

のような関係で，操舵室と主機関の制御場所（国鉄連絡

船の場合は総括制御室）の間の，主機関の運転制御に関

する事項の指令伝達装置であるエンジン・テレグラフ

は，指令項目の少ないもので十分その目的を果たすこと

ができる。また，固定ピッチ．う°ロペラを装備した2軸

船にあっては， 出入港・雛着岸操船時には，各舷の主機

関が異った運転状態で使用されるので，ｴﾝジﾝ･テレ

ク･ラフも2組必要であるが，回転数一定．翼角制御方式

の可変ピッチ・プロペラを装備した船舶では， 2軸船で
あっても，両舷の主機関はいつも同じ運転状態にしてお

けばよいので，エンジン・テレグラフは1組あれば十分

である。

FULLASTERN

の,2種であった。これは固定ピッチ・プロペラを装備し
ているために，速力の制御や離着岸操船は，すべて主機
関の回転数と回転方向を細かく制御して行なう必要があ
ったからである。なお，エンジン・テレグラフによって
運転の指令が出ていないときは，主機関の運転ができな
いようにする機械的なインタ・ロックがエンジン・テレ
グラフと主機関の操縦装置の間に設けられている。
主機関を操舵室から遠隔制御する自動化船にあっ
ては，普通はエンジン．テレク・ラフのお世話になら
なくてもよいが，万一の場合の機側運転に備えて，
従来どおり，エンジン．テレク･ラフを装備してし､る
のが普通である。

それが先代の“讃岐丸” （現“第一讃岐丸"）のエンジ
ン・テレク・ラフの伝達信号の項目は
DRIVEENGINE

STANDBYENGINE

画、旬■■■□■色■■｡■巳■B■■■■■■■■■■■■D■■■■■■■■■■巳■■■■■■■■□■■■■■■■■■■●■■■毎■P■■■■■■■■■■岨■■■■■■●■ここ＝=竺竺＝皀竺竺色

(1) 青函連絡船では‘‘津軽丸"， “八甲田丸"， “松前丸"，

“大雪丸"， “摩周丸"， “羊蹄丸"， “十和田丸"， “渡島
丸"， “日高丸"， “十勝丸”の10隻，宇高連絡船では
“伊予丸"， “土佐丸"， “阿波丸"， “讃岐丸”の4隻。

－87－
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FINISHEDPROPELLING

STOPENGINE I｡: , <
1..瓜9

の4種に減っている。その理由は‘第一讃岐丸”がフォ

イト ・シュナイダ.2．プ目パフの装備船で，可変ピッチ・
プロペラを装備した船舶と同様，船速の制御や操船のた
めに主機関を制御する必要がないからである。しかしな
がら，エンジン・テレグラフは2組装備されている。プ
ロペラの運転制御のためであれば,前述のように'髄あ_、

れぱ十分であるが,"第一讃岐丸"の場合は,各舷の主機関
でそれぞれ主発電機を駆動している(電磁接手を介して）

ために,停泊中は片舷の主機関は停止,他の舷の主機関は
運転という状態も有り得ることであり,左右別々の指令
の伝達が必要となるからである。また，このように主発

電機のための主機関の運転に関してエンジン・テレグラ

猶使職る際!ま,機関室が発信場所に,操舵室が受信
場所になって，指令の伝達方向がプロペラの運転制御の

場合と逆になる。そのために“第一讃岐丸”のエンジン

・テレグラフは伝達信号の項目は4種と少ないが，操舵

室，機関室のいずれからも発信できるようにセルシン式

のものとなっている。操舵室のテレグラフは，フォイト

sジ11ナイグ･』プロペラの操縦スタンドに組み込まれて

おり （写真11.29)，機関制御室のテレグラフは，主機関

の遠隔制御盤に組み込まれていて（写真11.30)，その操

作ハンドルは主機関の遠隔制御ハンドルを兼ねたものと

なっている。
●■且 ◆Q● . ③ や

“津軽丸"型連絡船のエンジン・テレグラフになると，

冒頭にご紹介したように，押しボタン操作ランプ表

示式（4窓。なお“伊予丸”型連絡船のものは3

窓）となり，操舵室から機関制御室への指令伝達装

置（一方通行）であることはもちろんであるが，軸
OL

系や主要推進補機の遠隔制御装置と電気的に密接な
● ｡ ● ｡

つながりをもっていて，制御の対象となっている機

器が，実際に指令どおりの状態になったことも表示

する機能をもったものになっている。

国鉄の連絡船で，はじめてランプ式のエンジ

ン。テレグラフを採用したのは，昭和36年に完

成した“安芸丸” （旧“大島丸")('）である（写

真11.31)。

ここでは“津軽丸”型連絡船の押しボタン操作ラ

， ンプ表示式のエンジン・テレグラフを主体として紹

介させていただくことにする。

（2） ‘‘津軽丸”型連絡船のエンジン・テレグラフ

“熱隆丸，'型連絡船のエンジン・テレグラフは，

第1船の"津軽丸"のものから第7船の“十和田丸，『

雷
唾
勺
ｊ
缶
」
Ｔ
吾
夕
酔
ゼ

＝－，吋

釈群識'．， 勢
▲､《

， 卓?

甲pD－

写真11．29 “第1讃岐丸”のエンジン・テレグラフ発信器

(1)昭和36年6月2日完成の自動車

航送兼旅客船で，プロペラに国鉄
ではじめて可変ピッチ・プロペラ

(EsherVVyss式）を装備してい

る。

LPP×BM×D虹×dr : 30.8mX

9.3m×2.9m×2．0m

総トン数：257.991､ン

航海速力：約8.5ノット

主機関：新潟M6F26BR×1鑿

350PS×380rpm

建造造船所：大阪造船K.K.

現在は，広島県の仁方娯線,農
よ･り3つ岡山寄り）と，愛媛県の堀
江(予讃線,松山より3つ高松寄り）
の間の仁堀航路に就航している。

操作ハンドル 伝達信号表示窓

1

指標

－－－． － ．－‘ ．．－…--..』.－－ ．．． ． ．－1…－1

写真11．30 “第1識岐丸'1の主ンジン・テレグラフ受信器
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(d)．受信器，

機関制御室の推進機関操作盤の主軸の遠隔制御装I置

(f伊予丸”型連絡船の場合は主機械の遠隔制御装置）の

中央部に埋込み装備されている（写真11．37，写真11.

38)。盤表面には，発信器と同じように，信号表示窓

写真11．31 “安芸丸”のランプ式エンジン．
、テレグラフ

信号表示窓 ランプ･チェック・スイッチ

－~－－－－1 『 －

,､ ノ “ 、 ル

ー⑬′

1画1

“

ノI M

T－p’’

６「
４

’

劃 Ｆご■■。■】りＩＩ
ｑ
Ｕ

|’

Ｊ
●
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｈ
０
Ｄ
■
０
冊
９
Ｊ
⑫
■
７
６
０
１

もの， さらに“渡島丸”型連絡船（3隻）のものに至の

るまで，その主要部の内容．総成・作動の状況，外形な

らびに取扱い方法など，すべて，まったく同じものであ

る。ただし，他の機器・装置との関連のある部分（外部

信号接点など）には多少の相異点はあるが，珍らしくよ

く統一された装置の一つである。

ここでは主として“十和田丸”のエン筆ン．テレグラ

フの概要を紹介させていただくが，宇高連絡船の“伊予

丸”型（新らしい“讃岐丸”を含む）のものについて

も，相異点だけを簡単にご紹介することにしたい． 。

(a)型式

押しボタン操作, 4窓ﾗﾝプ表示式｡; (‘‘伊予丸"型連
絡船のものは3窓である｡）

(b) 電源 、 ，

直流24Vただ黒し） フラッシャ．ユニット回路の単相

交流100V60Hz｡ ("伊予丸”型連絡船のものは，直流
フリッカ・ リレーを使用しているため，電源は直流24V
だけである｡）

(c)発信器（第11 .17図）

‐…1.・ ・雪

申

ウ

V

0 A、

●

i

pK－

： 一
守 口 可

(注) PB11～PB14は発令用押しボタン・スイッチ
券

を示す。 （第11.18図の記号の説明参照）

第11．17図青函連絡船用ランプ表示式エンジンテ’
レグラフの盤面

可変ピッチ・プロペラ操縦レバー操舵室のプロペラ制御盤の可変ピ

ッチ・プロペラ翼角遠隔操縦装置の

左隣に埋込み装備されており （写真
11.32,写真11.33)，盤表面には信

号表示窓発令用押しボタン・スイ

ッチ‘(スプリング・ リタン式)， ラ

ソプ・チェック・スイ･ツチが設けら

れている（写真11.34,写真11.35,写

真11.36)。

信号表示窓ば黒ベースに白文字

（裏面より彫刻で，デイマ。スイ

ッチによって,明るさの調節ができ

るようになっている。 I 写真.'1．32 “十和田丸”のランプ式エンジン°テレグラフ発信器
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．
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応答用押しボタン・スイッチ（スプリング・リタ.ﾝ式)，

ランプ・チェック・スイッチが設けられている。

信号表示窓は白ベースに黒文字（裏面より彫刻で，

明,るさは一定である（ディマ・スイッチは設けられてい

ない);。

（注） “津軽丸”型連織合でMultipleEngineDriven

Syste皿を採用して以来，推進用主機関を主機械

と称することにしているので，以後主機械とい

う名称を用いさせていただく。

(e)伝達信号（信号表示窓）は

STANDBY

DRIVEPROPEI.TFR

RINGUP

FINISH

の4種である（第11.17図)。なお“伊予丸”型連絡船の

ものは，

STANDBY

DRIVEENGINE("讃岐丸”ではDRIVEPRO-

PELLER)

FINISH

の3種である。

(f)作動の概要

（ｲ）発信器の任意の指令用押しボタン・スイッチ（ス

プリング・ リタン式）を押すと，先に出されていた

指令を示す信号表示窓のランプ（発信器付のもの，

受信器付のもの，いずれも）が消え，新らしく出さ

れた指示を示す信号表示窓のランプが点滅を始め

る。また，同時にブザーが鳴り始める。

１
１

’

可変ピッチ・プロペラ操縦レバー

7、
エンジン・テレグラフ

受信器

簿議;熟§灘
毒一 沖 ･･ﾛ込一-匹- 守拍砦男■ ･ご -.両＝＝
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写真11．33 ‘讃岐丸”のランプ式エンジン・テレグラフ発信器3 写真11．35 “伊予丸"のランプ式
エンジン・テレグラフ

発信器

口尚や

戸
》
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写真11．34 “八甲田丸"のランプ式エンジン・
テレグラフ発信器

写真11．36 “讃岐丸"のランプ式エンジン
テレグラフ発信器
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写真11．38 “伊予丸”のランプ式エンジン・テレグラフ写真11．37 “八甲田丸”のランプ式エンジン
テレグラフ受信器

指示している操縦レバーの翼角指令が優先するよ
う，翼角遠隔操縦装置とのインタ・ロックが設けら
れている（"十和田丸"， “渡島丸"， "日高丸"， “十勝
丸")。

㈲指令の伝達は，操舵室から機関制御室へ一方的に
しかできない。

（3）伝達信号

“津軽丸"型および“渡島丸”型の青函連絡船のエンジ
ン・テレグラフの4つの伝達信号には，すでにご紹介し
たように，

c$STANDBY", "DRIVEPROPELLER",
"RINGUP4f, ."FINISH"

という名称がついている。一方，宇高連絡船の“第一讃
|岐丸”のエンジン。テレグラフの伝達信号にば，
lfDRIVEENGINE", :!STANDBYENGINE",
"FINISHEDPROPELLING'', "STOPENGINE''

という名称が， また， “伊予丸”型連謁沿のものには，
4CSTANDBY", "DRIVEENGINE",
"EINISH''

という名称がついている。

可変ピッチ・プロペラあるいはフオイト ・シュナイダ
。プロペラを装備した連綿合のエンジン・テレグラフで
も，青函連絡船のものと宇高連絡船のものでは，伝達信
号の名称が上記のように異ったものとなっている。主な
相異点をまとめてみると次のとおりである。
(a) 青函連絡船における:iDRIVEPROPELLER''に
相当するものは，宇高連絡船ではG$DRIVEENGI-
NE'' となっている。

、㈲受信器で指令信号に対する応答用押しボタン・ス

イッチ（スプリング・ リタン式）を押すと，ブザー

が鳴り止むが，信号表示窓のランプはそのまま点滅

を続ける。ただし,RINGUPの発令時だけは，応

答操作により，信号表示窓のランプは点滅状態から

連続点灯状態に変わる。このとき，単鳴鐘が鳴る。

い応答操作後も点滅を続けている信号表示窓のラン

プ(STANDBY,DRIVEPROPELLER,FINISH

の3つ）は，主軸や主要推進補機が指令を満足させ

る状態になったときに，単鳴鐘が鳴るとともに連続
点灯状態に変わる。

㈲主軸（プロペラ）は, DRIVEPROPELLERの

指令が出ているときにかぎり始動できるようインタ

・ロックされている。青函連絡船では，主機械の発
停は，エンジン・テレグラフの指令とは無関係に，

自由に行なうことができる。なお，宇高連絡船のも
のは, DRIVEENGINEの指令が出ているときに

かぎり，主槻戒（プロペラ）の始動がきるよう， イ

ンタ。ロックされている（"讃岐丸"においては青函

連絡船のものと同じになっている)。

㈱FINISHの指令が出ているときは，可変ピッチ・

プロペラの翼角遠隔操縦装置で操縦場所を変更する

ときの過渡的な現象('〕をさけるために，翼角中立を

(1)連絡船のメモ（上巻）第4編推進用可変ピッチ．

プロペラの翼角遠隔操縦装置4．6青函連絡船の翼角

の制御に関する諸問題4．6．4 “十和田丸”の翼角遠
隔操縦装置で操縦場所を切換える時の過渡的な問題
(p142～p.145)参照。
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時と,‘それ以外の陸奥湾内や津軽海峡の高速航行時で
は,操舵室や機関制御室の当直体制が異うているが,宇

高連絡船は, :航路全体が狭あいな,交通量の多い海域で
'あると､いうことで,;常時,船長･機関長が当直に立って

運航されている。したがって，青函連絡船では，例えば

“出港操船が終り，これから高速定常運転に入る”とい

う運航状況の変化があったときに，そのことを操舵室か

ら機関制御室に伝えることにしており，このような場合

に@4RINGUP"という指令が用いられている。これに

対し，宇高連絡船では，上記のように当直体制に変わり

がないので，青函連絡船で行なわれて.いる様な$GRING

UP"の発令を必要としない。これが，宇高連絡船のエ

ン,ジンテレグラフに"RINGUP''の伝達信号の項目が

ない理由である。

ランプ表示式のエンジン・テレグラフの伝達信号の内

容をまとめてみると，次のようになっている。

(f) STANDBY

可変ピッチ・プロペラを装備した船舶だからといっ

て，また，ランプ表示式のエンジン・テレグラフを用い

ているからといって,特に変った内容を意味しておらず，
一般的なものである。

(JDRIvEPRopELLER(DRIvEENGINE)
“これから行動を開始するから，操船のできるように

プロペラを運転状態にせよ”という，操舵室から機関制

御室への指令である。したがって，青函連綿船の場合に

は, "DRIVEPROPELLER''の発令前に主樹戒を運転

しておき, "DRIVEPROPELLER''の指令が出たとき

にば， フルカン流体接手に給油する制御操作を行なうこ

とになる。宇高連謁沿の“讃岐丸”もこれに準ずる。

ぐツFINISH

“操船はすべて終了。これ以降プロペラは使用しない'，

という，操舵室から機関制御室への意志の伝達項目で，

"プロペラの運転を止めよ”という指令ではない。

㈲RINGUP

前記のように，運航状況の変化を操舵室から機関制御

室に伝えるものであるが，運転制御操作を伴わないのが

普通である｡．

（4）指令の伝達・応答・表示

現在，国鉄連絡船で使用している押しボタン操作ラン・

プ表示式のエンジン・テレグラフは，普通一般のテレグ

ラフと同じく，指令と応答の信号伝達機能を有している

のはもちろんであるが，機関制御室で操舵室の指令I逗従

っ.て制御操作を行なった結果，主要推進補機(2)や主軸の

運転状態が指令茜満足させる状態になったことも表示す

るようになっており，この点力#，国鉄連絡船で使用して

(b)青函連絡船用のものには4(RINGUP'' という伝，

達信号があるが,宇高連絡船用のものにはない。

まず, @@DRIVEPROPELLER''と6cDRIVEENGI-

NE”の使い分けの理由を記すことにしよう。 “津軽丸”

型および“渡島丸”型青函連絡船， ‘伊予丸”型宇高連

絡船は，いずれも可変ピッチ・プロペラを装備してお

り， “第一讃岐丸”はフォイト・シュナイダ・プロ手ラ

を装備しているが，各船とも，プロペラを一定回転数で
運転しておいて，その翼角を遠隔操縦することによって

推力の大きさと方向を制御する方法をとっている。しか

しながら，宇高連絡船（新らしﾙ、“讃岐丸"・は除く）ぱ･ ･･

1機､1軸駆動方式の2軸船であり，主機械と主軸の間に，

iま,簡単に嵌脱制御のできるクラッチ類は設けられてい
ないので，主機賊と主軸（プロペラ）はいつも同じ運転

状態にある。したがって，プロペラを使って操船しよう

というときには，主機械を運転すればプロペラも運転状

態になる。それでエンジン・テレク．ラフの伝達信号は，

主機械の運転制御に主眼をおいた"DRIVEENGINE''

という名称になっている。

これに対し,青函連絡船はすでにご紹介したように(1)，

4台の中速ディーゼル機関で片舷の主軸を駆動する

MulljpleEngineDrivenSystemを採用した2軸船で

ある。各主機械はフルカン流体接手(遠隔嵌脱制御)，減

速歯車を介して主軸に接続されており，稼動主機械(主

軸を駆動する主機械）の数を自由に選べるようになって

いる。 ．したがって，片舷の4台の主機械が全部運転され

ていても，各主機械付のフルカン流体接手が“脱”の状

態になっていれば，主軸（プロペラ）は停止状態にある

ので操船することはできないが，主機械の運転台数はユ

台だけであっても，その流体接手が“駁'の状態になっ

ていれば，プロペラは運転されるので操船可能の状態に

ある（ただし出力は約'/4)。以上のようなことから，

操舵室から機関制御室への指令は，実状によく合った

"DRIVEPROPELLER'' という名称にしたのである。

また"讃岐丸"は， 2台の中速ヂｨｰゼﾙ機関で片舷の
主軸を駆動する4機2軸船のため，青函連絡船と同じく

"DRIVEPROPEI.T.FR"という名称になっている。

次に"RINGUP"の伝達信号が青函連絡船用のエン

ジン。テレグラフにあって，宇高連絡船用のものにない

理由を記すことにする。

青函連絡船の場合，函館や青森の出入港,｡雛着岸操船

’

■斡回員黛錘■■n回間■画且■睡■■ご両面師蜘一■､ローロローーーーーニニロー帥薗軸口＆｡■■’－－ロロミローロロローーュニロロミ弓三一ﾛロー巳ﾛ･ ﾛｭｰ･ひ･･､｡｡”･→･ロ

(1)連絡船のメモ（上巻） 第5編多機1軸駆動方式

と自動負荷分担装置53 “津軽丸”型連絡船の推進

機関装置の制御概要5．．3．1概要(p186'g'p.187)

参照。

－．92－

一一一



－船の科
誉
一

いるランプ表示式ｴ御ンジン・テレク置フの大きな特徴と
なっている。 ' : . i i ､ . ･ ,

本エンジン・テレグラフでは，発令と応答の操作は，

すべてスプリング・ リタン式の押しボタン, ・スイッチで

行なうことになっているが，これに伴う信号の表示方法

とその内容をまとめてみると，次に記すようになってい
､ 早 《

る（(2)の仕様の項，参照)。
申 q

(a)信号表示窓のラン‘プが点滅し,かつ，プ哉刮鴨っ
ているとき。

新らしい指令が出されているが．機関制御室で応答

操作をしていない状態を表わしている。

(b)信号表示窓のランプは点滅.しているが,ブザーは鳴

っていないとき｡
ゥ ＄

新らしい指令に対し，機関制御室‘で応答操作を行な

った状態にあること，すなわち,指令が機関制御室に
確実に伝達されたことを表わしている｡

(c) 「チン」と単鳴鐘が鳴ってノ信号表示窓のランプが
6 J 1

連続点灯状態になったとき。

主要推進補機や主軸が指令の内容電満足する状態に
なったこと:を表わしている。

以上の3湛類の信号表示方法のうち, (c)が一般のテーレ
グラフにはみられないものである。例えば"DRIVE

PROPELLER"の指令を出したとき”機関制梅崖にお

ける応答操作があってﾌfザーが鳴り止んでも，その信号

表示窓のランプが点滅している間は，まだ,主軸が完全

な運転状態になっていないことを表わしており、したが
って，可変ピッチ．プロペラを使用してはいけない（操

船してばいけない）ということがわかる。そして"DRI_

VEPROPELLER"の信号表示窓のランプが連続点灯
状態になれば，主軸は完全な運転状態になったことを表
わしており，可変ピッチ・プロペラを使っての操船がで

きるようになったことを知ることができる。 したがっ

て，このような信号表示方法を用いると，主軸や主要推

進補機の実際の運転状態を個々の計器や運転表示灯など

で確認しなくても，エンジン・テレグラフの表示によっ

て,総合的に担握することができるのである。
では具体的に，指令を満足させる主軸や主要推進補機

の状態についての記してみることにしよう。

(f) STANDBYの指令が出された場合‘

G@STANDBY''の指令は，出港・離岸そじて航海に備

え，プロペラを運転するための準備を整えるために発せ

られるものである。したがって，主軸を運転するために

必要な条件，ならびにプロペラが運転されたときに自由

に操船ができる条件が揃ったときを, 4fSTANDBY''の

指令の内容を満足させる状態と定義することにしたb､青

函連絡船の場合の，その具体的な条件を示すと次のよう

になっている。なお，この条件ば，宇高連絡船の場合

も，まったく同じである。

. ･(i)主軸を運転するために必要な条件． ‘

・燃料油ダースタ・ポンプが運転されているこ

と。 ，

．流体接手・減速装置用潤滑油の圧力が規定値以

上あること。 ，

‐,‘ ・軸系海水冷却水の圧力が規定値以上あること。

(ii)操船するために必要な条件． ” ” ‐

・操舵機用油圧ポンプが2台とも運転されている

こと。 ．、

・可変ピッチ・プロペラの変節油圧力が両舷とも

規定値以上あること。 ，

以上の各条件が全部揃ったときに, "SmANDBY''の

信号表示窓のランプ?は連続点灯状態になる。

㈲DRIVEPROPELLERの指令が出された場合
"DRIVEPROPELLER"の指令はその字の如く，プロ

ペラの運転を指示するもので，プロペラ，すなわち主軸
の回転数が定格値になっていることが, WDRIVEPRO-
PEILER''の指令を満足させる状態である。プロペラの

定格回転数は，青函連絡船は217.5r.p.m.(宇高連絡船は
250r.p.m.)であるが，実際のG6DRIVEPROPELLER''

の指令を満足させる条件としての主軸の回転数は，青函

連絡船も宇高連絡船も，いずれも90r.p.m. となってい

る。したがって，主軸(プロペラ)‘の回転数が90r.pxnt以

上になると, "DRIVEPROPELLER''の信号表示窓の

受冴プぱ連続点灯になる。

本来ならば，主軸（プロペラ）の定格回転数を指令の，

満足条件とすべきで‘あるが， 皇E記のように90r.p.m.を条
件に選んだのば，主軸の遠締U御装置のほうで，主軸の．

回転数が90r.p.m.を超えれば定常運転状態に入ったとみ
なしているからである。 したがって, 90r.p.m.の信号
は，主軸の遠隔制御装置からもらっている。 ．

なお，主軸の定格回転数の検出装置は設けられていな

い6また，宇高連絡船については，ここに記した"DRI-

VEPROPELLER"を, "DRIVEENGINE"におきか

I

剥国同痢画口圃ﾛ■~~~~‐~~．‐~~~~~~~~~‐~~~~‐…‐．.！雪唾麺璽画'…‐‐‐‐‐-‐‐-,･轡画趣鍾錘'…．‐‐--‐.§‐…．‐…．． ．‐……．“

(2)主要推進補機とは，連絡船を安全に蓮舷するために

欠かすことのできない大切な補機.すなわち，操舵機

（2台)流体接手・減速装置用L0.ポンプ(3台),可

変ピッチ。プロペラ変節油ポンプ（4台)，主機関用
F.O．ブースタ°ポンプ，軸系海水冷却水ポンプ(3

台）などで;あり，その電源は，常時は主発電装置から
給電されているが，主発電装置が故障のときは， 自動
的に主軸駆動発電装置（バウ．スラスタ用電源）か職』
給電されるようになっているに重電源方式)。

－．93－
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’"津軽丸”型連絡船のエンジン・テレグラフの電気回

路は，第11.18図に示すようになっている。電気回路と

しては，決して特殊なものではなくごく普通のもので，

押しボタン・スイッチ， リレーおよび表示ランプの組合

せで，音響信号用のブザーと単鳴鐘が附属している。

指令用の押しボタン・スイッチ(PB11～PB14,ス

プリング・リタン式）は，その指令を記憶するリレー

(X1～X4のうちのいずれか1つ）を励磁する（自己

保持回路により，次の指令が出るまで連続励磁）ととも

に，前の指令を記憶していたリレーの励磁を解く働きを

する。

応答用の押しボタン・スイッチ(PB21～PB24,ス

プリング・リタン式）は，ブザー停止用のリレー(XB)

を制御するのが主な働きである。すなわち，応答操作を

したとき(スイッチを押したとき）は，う．ザー停止用リ

レー(XB)を励磁し（指令用押しボタン．スイッチの

各b接点と1リレー接点XB-alによって自己保持され

る)， そのb接点(XB-131)によってブザーを沈黙

させる。応答操作をしないとき（スイッチを押さないと

き）は，ブザー停止用リレー(XB)の励磁が解かれて

そのb接点(XB-bl)がONの状態になった場合

:(新らしい指令が出された場合）に，ブザー回路を生か

す働きをするようになっている。

信号表示窓は，指令内容を示す大切なものであるか

ら，そこに組み込まれているランプは，すべて2個ずつ

（並列接続）となっている。また，この表示ランプは，

発信器，受信器それぞれ別個にランプチェックができる

ようになっている。

えて読んでいただきたい。

《⑧FINISH

"FINISH''の指令は，操船作業が終って,以後プロペ

ラを使用する必要がなくなったことを機関制御室に伝え

るために発せられるもので， "プロペラの運転を止めよ”

,という指令ではない。 したがって"FINISH''が発令さ

､れても，機関部のほうでなんらかの理由があれば，主軸

‘の運転は，必ず･しも直ちに停止されるとは限らない。こ

のときはプロペラも運転されているので，操舵室として

’は，一応，注意していなければならない。そのために

.6GFINISH''の指令は“プロペラの運転停止”の意味はも

っていないが，主軸の回転数が90r.p.m.以下になったこ

とを，指令を満足させる条件としている。したがって，

主軸の回転数が90r・P.m.以下になると, $6FINISH''の信

･号表示窓のランプは連続点灯になるb
,㈲RINGUP

"RINGUP"の指令は，前述のように，運航状況の変

化を機関制御室に知・らせるものであるか！ら，機関制御室

,においては，この指令を受けても，特に運転制御操作を

しなければならないようなものは一つもない。したがっ

て．主軸や主要推進補機の運転状態は, J<RINGUP''の

発令前と発令後で全然変らないので，その指令を満足さ

せる条件は，発令時はいつも出来上がっていることにな

る。それで"RINGUP"の発令時にかぎり，その応答

操作によって，ブザーが鳴り止むと同時に，信号表示窓

のランプも点滅伏態から直ちに連続点灯状態に変るよう

になっている。

（5）電'気回路 ’
｜
｜

’

Ｉ
Ｉ

連絡船のメモ（上巻） 国鉄技術研究所泉 益生箸

最近では，超自動化船は一般化し，相当高度に集中 ステムに重点を置いて，設計の意図，就航後の状況に

制御化された船が大洋を航行している。カミ，自動化の まで言及し詳細に述べたもので，一般船舶にも大いに

第1船として建造された国鉄連絡船“讃岐丸”の初期 参考になると考えます。関係の向きには是非ご一読を

設計者は本書の著者泉益生氏である。 おすすめします。

本書は，国鉄の航路に就航している連絡船の設計建

造をすべて手がけた著者が，連絡船の中で特に制御シ B5判250頁上製ケース入定価2,000IW(〒200P3)

船舶技術協会
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－船の科 学。

（第11．18図の注）

1． 注本図中の記号，符号は次のとおりである。

今

A;U1

I

１

佃
纒
位
桓
ｍ

Ｓ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
Ｐ

STANDBYの略

DRIVEPROPELLERの略

RINGUPの略

FINISHENGINEの略

STANDBY発令用押しボタン・スイッ

チ

DRIVEPROPEJ'IER発令用押しボタ

ン・スイッチ

RINGUP発令用押しボタン・スイッチ

FINISH発令用押しボタン・スイッチ
卓

STANDBY応答用押しボタン・スイッ

チ

DRIVEPROPEn.FR応答用押しボタ

ン・スイッチ

RINGUP応答用押しボタン・スイッチ

FINISH応答用押しボタン・スイッチ

発信器用ランプ・チェック・スイッチ

受信器用ランプ・チェック・スイッチ

フラッシンク．・ユニット

STANDBY表示ランプ（発信器）

〃 （受信器）

DRIVEPROPET.T.FR表示ランプ

（発信器）

〃 （受信器）

RINGUP表示ランプ（発信調

（受信器）〃

EINISH表示ランプ（発信器）

〃 （受信器）

F.O.'､-スタ・ポンプ運転時にONに

なるリレー接点

No.1操舵機運転時にONになるリレー

接点

No.2操舵機運転時にONになるリレー

接点

減速装置用潤滑油圧力が規定値以上の:と
． I

きONになるリレー接点

軸系海水冷却水圧力が規定値以上のとき

ONになるリレー接点

左舷可変ピッチ・プロペラ変節油圧が規

定値以上のときONになるリレー接点

右舷 〃
‐ i

左舷の主軸の回転数が90r.p.m以上の‘と

きONになるリレー接点

右舷 〃

左舷の主軸の回転数が90r.p.m.以下のと

きONになるリレー接点

右舷 〃

！

’

AU2

AU3

’
I

PB12 AU4

３
４
１

１
１
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｐ
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刀
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』
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７
ｆ
ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
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う
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３

２
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ｌ

Ｌ
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Ｌ
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Ｌ
▽
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軍

２
１
ワ
』
１
⑨
】

ダイオード

信号用ブザー

本図は十和田丸および渡島丸型連絡船のものを示す。

-‐－‐‐（破線）は，機械的な接続を示す。

●
．
■

の
垂
、
。
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－船の科、学一

参考資料11．7 “十和田丸"－．の建造仕様書に記されているエンジ，ン

I 。

(1)型式 （可受信謡で応答ポ

押しボタン操作， 4窓ランプ表示式 一 ランプは点滅し続，

(2)電源 ･ UPの場合のみは

直流24V(一部交流単相60Hz, 100V) り， ランプは連続，

(3)装備場所など ヤシRINGUP以外（

の条件が満足され

’ 装備場所 ｜ 概 ’ ゞ要
のとする、条件が）

(可受信器で応答ボ

テレグラフの仕様

タンを押すと，ブザは鳴り止むが

ランプは点滅し続けるものとする。ただし, RING

UPの場合のみはプザが鳴り止むと共に短鳴鐘が鳴

り， ランプは連続点灯にかわるものとする。

ヤツRINGUP以外の指令の場合は，それぞれの指令

の条件が満足されるまで， ランプは点滅し続けるも

のとする。条件が満足されたときにぱ，短鳴鐘が鳴

ると共に，ランプは連続点灯にかわるものとする。

㈲指令別の条件は下記のとおりとする。

盤埋込み特殊形

一ディマ・スイッチ付お

よびランプ・チェック・

スイッチ付とすること。

発信器 操舵室プロペラ

制御デスク
。
■

１
２

| 条ｳ

上
白
ふ
す

〈
面 件

伊

|’1STANDBY F O.ブースタ・ポンプ

運転（いずれか1台）

2． 操舵機2台運転・

3． 減速装置L.O.圧力正常

4． 軸系海水冷却水圧力正常

5． プロペラ変節油圧力正常

（両舷共）

受信器，総括制御室
推進機関操作盤

盤埋込み特殊形

ランプ・チェック・ス

イッチ付とすること。

１
２

（注） 1． 伝達信号種類は次の4種類とすること。

STANDBY

DRIVEPROPEIIER

RINGUP

FINISH

2． 信号用ブザおよび短鳴鐘を装備のこと。

(4)作動概要

（ｲ）発信器の任意の押しボタンを押すと，それに対応

するランプ表示窓（発，受信器共）は点滅を始める

と共に，ブザも鳴るものとする。

DRIVEPROPFTJ,FR 主軸両舷共90r.pm.以上

|主軸両舷共90r.p.m.以下FINISH

㈱DRIVEPROPELLERの指令のときのみ，軸系

接手の始動ができるようにインタ・ロックするこ

と。

㈲指令は操舵室からのみ発し得るもので可。

一〈一一、〆「》〉グ（〈一 一一へ〈一一） 一一

第2回「英国船舶機器展」開催
唾
・
雛

壷咽

「英国トレードセンター」 （東京．青山）で5月6日

から'0日まで英国船舶機器協会主催による第2回英国船

舶機器展が開催された。

開会式には日本側から日本造船工業会会長山下勇氏

(三井造船㈱取締役社長)，英国側から英国大使館経済商
務公使のJ. 1.McGhie氏及び英国船舶機器協会会長
T.W.Bewsey氏（ケルピン。ヒューズ社販売担当重
役）が出席しそれぞれ挨拶が行われた。第一回展示会
(48年9月)は，世界の指導的造船国の日本市場への進出
と云う事でも日本造船工業関係者の注目を集めたが，今
回は，前回参加しなかった企業を加え技術改良製品を集

める事により内容を一段と充実させており英国の代鶏
機器メーカー'9社が出展し，会期中には同センター会議

室にて英国メーカー8社の技術担当者による技術セミナ

霊
蝿

垂
＃
脇

一と映画会が開催された，又9日午後には来日中のエジ

ンバラ公も立寄られ出展品を御覧になられた， 5日間と

云う期間であったが多数の入場者が会場を賑わし成功の

内に幕をおろした。

－97‘'一
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調合の科学一

昭和50年度技術開発事業項目一覧表

日本舶用機器開発協会

|共同開発担当会社 開発賛』(単位：千円）’事 業 項． 目 名（実施年度）

共同開発事業 42件

〔主機。周辺機器〕

1． 中速デイ.一ゼル機関の高出力化に関する開発（49,50,51）

2． 油圧動弁式内燃機関の開発（50,51）

3． 低公害機関の開発

4． 低速ディーゼル機関用一体型鋳鉄ピストンの開発

5． ディーゼル機関の燃料および潤滑油系清浄装置の開発 －

6． 全自動高圧燃料油複式こし器の開発

7． アドバンスド・スチーム・パワー．プラントの開発(49,50,51)

8． 舶用高硬度減速歯車材料の開発

9名 舶用バーナにおけるNOx低減化燃焼システムの開発(49,50)

10． 複用ボイラ水自動分析計の開発（50,51）

11． 舶用全開安全弁の開発

12． 減速装置の消音器の開発（48,49,50）

三井造船㈱

㈱松井鉄工所

㈱新潟鉄工所

住吉ディーゼ

㈱伊藤鉄工所

みすず精工㈱

{偕I繧燕(鯛
三菱重工業㈱

ポルカノ㈱

{禦塁難所
東亜バルブ㈱

137,227

40，897

27，849

25，478

15，772

12,742：

51,0591

9,490！

10，004

33，020

13，319

4401

ル㈱

1

1

’

大阪製鎖造機㈱

〔軸系.・プロペラ〕

13． 自動調心ころ軸受を使用した船尾管軸受の実船実験（48,50,51）
14． 軸管ポーリ･ング装置の開発

15． 大型スライスターおよび制御装置の開発(50,51)

㈱神戸製鋼所

日本鋼管㈱

かもめプロペ
三井造船㈱

12，556

55，186

62，770
ラ㈱

〔補

16．

17．

機〕

マイクロ．コンピュータによる船内発電システムの開発（50,51）
荷油ポンプ駆動用タービン調速装置の開発(50,51)

西芝電機㈱

ディーゼル機器㈱
7，885

25，483

〔船婦品〕

18, 膨張式救命いかだ用個滕式カス鍵|粥の開擁
19ガングイオード発信器の開発
20. 遡雌時‘自動迩蝉艮刑小形ブイの,開発

日本油脂㈱
１
０
０

５
０
０

７
５
５

３

分

０
２

１

日本救命器具㈱

１
１

沖海洋㈱沖電刻㈱

〔航海計器・制御機器〕

21． 小型船舶用暗親装湿の開発（鋤鋤
22． 航行援助装嗣の開発（49’,”
23． 大型船舶用し‘一ダシステムの開発（50“）
24． 剛哩レーダの開発（5q'51)‘
25． 係船自|動制御システムの開錯“↓51）

㈱東京計器

三井識合㈱
㈱東京計器

㈱光電製作所
三井造船㈱

５
８
９
１
０

４
３
８
７
－
ｂ

６
８
７
７
４

フ
フ
フ
す
う

３
３
５
６
３

１
２
４
２
８

〔汚染防止機器〕・

26． タンカースラツジ処理装置のi開発

27． エアーリ.フト効果を利用した油回収艇の開発

三菱重工業㈱

三井海洋開発㈱

1＆890

225885

’
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具建‘一多嬢鱸勵ゞ , _…_|井同開発担当会社業 項 ’ 開発費(単位，千円）

一ﾛ一

等卜

||住友商事㈱横浜ゴム
26，004

8，756

43，160
’

油回収処理システムの開発（48,49,50）
遣繩賦撮難皇 女一

自動制御式強力面洗浄機の開発

ピルジ排出防止管理システムの開発

噸驍臺驚業鱸’
28

東光精機㈱

日本郵船㈱ほか2社
グループ

29

30

’ 〔防食防汚〕,・ ・

31． 船舶の水中自動清掃機および塗装機の開発（49,50）

〔海洋開発機器〕

●

㈱井卜商会

ﾛ ､P

p

23,971

罎蕪罵謝“
沖電気工業㈱

㈱光電製作所

{三菫譲驚織
川崎重工業㈱，

新日本製鉄㈱

新日本製鉄㈱

㈱宇津木計器．、

㈱ゼニライトプイ

三井造船㈱

日立造船㈱

32． 水中アイ・ロボットの開発（48,49,50） 11.583

音響ホログラフイを用いた水中観察装置の開発（49,50,51）

水中侭置測定装置の開発（49,50）

全自動蓮蜘御水中溶接ｼｽﾃﾑの開発(49,50,51)
FU D

深海洋潜水器の開発（49,50）

海中構造物用鋼材の防食法の開発（47,48,49,50）

海洋で使用する高張力チェーンの開発（47,48,49,50）

比例式液面計の開発

灯浮標における灯火の同期点滅方式の開発

水中塗装システムの開発（50,51,52）

ハイブリッド構造の海洋構造物への適用に関する研究開発（50,51,52）

44，528

6,444

49,545.

17,9301

6,500’

3，591

8ｼ325

6，575

3,237

5，460

●
●
●
■
早
由
●
凸
凸
◆

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

３
３
３
３
３
３
３
４
４
４

I自主開発事業 16件

〔舶用機器〕

1 大容鋤永分離装置の開発(47,48,49,50）

::葵難辮饗撫蝋蝋手画…‘”
4． 大型超高速船用船尾管軸受の開発（49,50）
5， 大型タンカータンク内検査機器の開発（48,49,50）‐．－β

6． 舶用機器の開発促進のための調査研究
7． 省エネルギー機関の調査研究

8． 油汚染洗浄化システムの開発（50,51）

44,986

45,246

26,246

25,400

15,000｝

9,000

8，500

5,000

会協皆号開器
〃
〃
〃
〃
〃
″
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

機用信日二打本日
，

’

〔海洋開発機器〕

9大型浮遊式海洋;|蒜造物の調査研究（47,48,49,50）
10． 深海洋潜水器試験装置の開発研究（47,48,49,50）
11 浮遊式海洋榊造物パイプ継手部の疲労強度に関する研究（50,51,52）
12． 新材料によるLNGの貯蔵と輸送に関する研究(50,51,52)
13荒天時用オイルフェンスとハンドリングシステムの調査研究(50,51,52）
14. 大深度石油掘削船の船型の調査研究（50～）
15. 6,000m深海潜水調査船の研究開発報告書の作成(45,46,47,48,49,50)

16． 海洋性プロジェク1,の開発促進のための調査研究（49,50～）

87,256

10,5891

17,538

25,905‘

7,060

36,228：

5,500‘

4，500

’
Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ⅱ

■

Ⅱ

８

■

且

■

０

ワ

凸

■

■

■

Ｔ

Ｉ

０

■

０

日

Ⅱ

６

８

１

１

開発事業費合計 58件 1,429,758
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－船の科学一

昭和50年度研究事業項目一覧美

日本造船研究協会

業 名 事業費（単位：千円）
壱告
弓斗

〔船舶の構造・性能に関する基礎的研究〕

1． 船体構造部材の許容応力に関する研究

2．静止気象衛星による気象情報の自動送信システムに関する研究

3． 諸管材料腐食に関する調査研究

4船体用高張力鋼板犬入熱溶接継手の脆性破壊強度評価に関する研究、
5． 高速艇のプロペラ損傷に関する研究

6． 衛星を利用した船舶の運航システムおよび船上設備に関する研究
7． 船体購造のメインテナンスフリーに関する研究

8． 音響，振動解析による舶用宗イーゼル機関の機械的異常診断法に関する研究

9． 新経済船型開発のための船尾まわり流場に関する研究

10. 船型の波浪中性能推定の精度向上とその実証に関する研究
11． 舶用ディーゼル機関の排気脈動およびガス流れに関する研究

253,876

33，710

20，620

34，669

32，880

2，361

18，181

227689

11，570

36，362

21，711

19，123１
１

｜
’

’

〔大型超高速船の開発に関する研究〕

1． 船尾朧造の剛性1変形量，船尾形状に関する研究

2． 軸系アライメントの設定基準に関する研究

17,519

14,515

3，004

〔船舶の防食防汚方法の開発に関する研究〕

1． バラストタンクの腐食原因および防食方法に関する研究

2． 安全性の高い長期防汚塗料の開発研究

40,802

20,805

19,997

１
１
１

〔巨大タンカーの研究〕

1． 大型化に対応する船舶操縦システムの調査研究

2． 新購造方式強度計算に関する研究

3． 巨大タンカー用厚板鋼板大入熱溶接継手の脆性破壊強度および疲労強度に関

する研究

4． 幅広肥大船の運航性能に関する研究

5． 巨大タンカーの係船システムの研究

225,400

11，540

88，300

53，000

’
1

58,620

13,940

口
〔氷海商船に関する研究〕

〔舩内騒音に関する調査研究〕

〔船舶関係諸標準に関する調査研究〕

1． 危険物の特|生および運搬船の特殊設備に関する調査研究

2． トン数と船舶設計との関連に関する調査研究

3． 国際規則と船舶設計等との関連に関する調査耐焼

4‐ 環境による舶用材の劣化に関する調査研究

30,000

63,508

63，619

16，397

2,935

15,974

28,312

[LNG運搬船の安全基準に関する調査研究〕

〔造船技術開発に関する調査（造船技術開発協議機織関係事業費)〕

〔造研の実施せる研究成果の有効利用に関する調査〕

〔舶用炉および原子力船の安全性に関する試験研究〕

16,772

1'8ぅ800

3,740

34‘,712
》

〈
ロ ’計 768,747

-100j-
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－船の科 学一

主要造船所船舶建造工事工程表

船舶技術協会調（昭和50年4月1日現在）

|用途|GT1DwI主機馬力|起工|進水|竣エ造船所|船番および船名
l

船主名および国籍

1029MARITIME
GARDENIA

10250RCHID
VENTURE

1030MARGUE-
RITE

VENTURE
1031cAMELLIA
VENTURE

1033

1036

OrwellMafitimeCotp. (L)

LilyfieldCO.,Lta． (L)

LilyfieldCo.,Ltd. (L)

貨
〃
〃
〃
〃

D6j200149-1-17'50-

〃 §0_, |"50-
11,000

〃

〃

6,800 3－2850－5

1
穂 ’

5

150-,
50-7

,50-9
″
〃
″

50－4〃

岡

LilyfielaCo.,Ltd. (L)

FIuofescenceShippingCo.,
Ltd. (L)

田 中 産 業

９
４
『
０１

’
一
一

０
」
１
０

５
“
５
‐
５

一
一
－

０
１
０

５
５
５

６
１
’
７

50-11

51-6

51-1

″
・
″
〃

″
″

造

I ｜
〃

3,400‘
船

冷蔵
“001運搬船’

｜
呵

一
錘
一
ＬＥ

－
Ｂ
－
１
２
３

ｌ
恥
妬
妬

船
工
業

芸
備
造

CentralShippingInc. (P)
〃

ト メ ン

貨
〃
〃

4,30017,030ID4,500149-12-20150= 3-25150-5－下
〃 〃 〃 50－3－2550－6－中50－8＝上

50-10-中〃 〃 〃’
120,

42,

OceanStarTankers

CanadianNavigation
Ltd.

S.A. (P)

Co.

(CypruS)

油

〃

下
下

不
坤
不
平
千
坪
圭
千
千
不
沖
不

ヨ

ー

－

７
‐
５
・
９
１
”
５
２
６
１
峠
３
９
１
５
７
１

１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

０
０
０
１
１
１
１
０
２
１
２
２
２
１

５
５
．
５
’
５
５
．
５
輻
５
，
５
．
５
醗
５
５
５
５
．
５

中
坊
・
下
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中
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中
下
下
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上
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中
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一
一
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主
ル
チ
ふ
い
匪
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牙
缶
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４
３

１

俳
俳
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正
ザ
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仙
画
正
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画
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公
公

二
一
－

０
０
５
５
．
５
．
５
．
５
５
５
５
５
鐸
５
５
５
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５
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９
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０
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１
１
１

’
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０
０
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０
０
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１
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２
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000

000
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う

り函
館
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S.A・ (G)
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千

ゞ
９
１
”
５
２
６
１
峠
３
９
１
５
７
１
２

598

604

605

606

607

608
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612

618

619
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624
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〃 〃 〃

255,

82,

65，

'65,‘82,

０
０
０

０
Ｏ
０

ｎ
Ｕ
″
傘
鳫
Ｊ
″
、
Ｕ
″

３
３
３

剛
磐
詑

000
〃

000
〃
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〃

400
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″
″
″
″
・
″
″
〃

ク
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館
造
船
所

I
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１

一
一
一
一
一
一
一

２
１
２
２
２
１
２
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届
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一
恥
｛
‐
へ
〕
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Ｕ
．
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』
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リ

３
９

１
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４
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〃

000

〃

400

CovroyShippingCorp, Inc.
(L)

618 〃

619 LiberianCapriCornTrans-
POrtlnc. (L)

620 〃

624 LunallCompaniaNaviera
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616TXTr五NALElprogresolnc． （L）
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″
〃

〃

000 255,

|“
'42,

″
″

〃

↑000 82, D20,300;52-

１
１
ｌ
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製
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函
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ド
ッ
ク
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S.A
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ケ
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と
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一
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５
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上
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伝

１
一
一
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一

０
０
１
１

５
５
５
５

″
″
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２
２
６
６

〃 〃

〃 〃

〃 〃
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牡
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〃
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船
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S.A. (P)
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CarriberlざndNtwigatioricom
(L)

WestmorlandNfwigaaon
Corp. (L)
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〃
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〃
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〃
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－船の科学一

造船所|船番および船名’ 船主:名お･よ〃国籍-北騨|G:T;ID::"|主機馬力|起工|進水|竣工
一『一

泉 亜 郵 船
〃

〃

〃

〃

〃・

ButtercupShipping
. ､ .Inc. (L)
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０
０
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５
５
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〃
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一
一
一

０
９
０
（

５
４
５
戸

６
２
９

２
１
２
，

一
一
一

４
７
１
旬
１

０
９
９
ハ

５
４
４
行

７
２
６
勺

１
１
２
イ

ー
一
一

１
４
７
の

一
一
一

０
９
９
八

５
４
４
Ｆ

１
１
１
口

０
０
０
０
：

０
０
．

風
４
〃
《

１
１
，
，

７ 上 味″

’ 11,800

38,300’ ｄ
ｌ
ｌ
ｄ
Ｏ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
０
日

■
Ⅱ
Ｊ
Ⅱ

林
兼
造
船
・
長
崎
造
船
所

｜

’
ｺ
F O

〃

〃

〃 ！

〃

〃

iOOO|

l

〃

》
．
抑
商
岼
恥
訓
個
ｘ
郵
ｕ

錘
》
ｗ
〃
》
唖
浄
睡
恥
暉

Ａ
・
鋤
鉄
遠
、
姉
一
哩
国

ｅ

ｎ
ｐ
ｏ
１

血
・
輻
韮
麗
函
郵
錨

蝿
、
恥
川
‐
高
恥
恥
恥
照

Ltd

A

T. (L)
３
６
１１

一
一
一
一

０
１
１
０

５
５
５
５

，
上
上
記

一
一
一
一

３
１
３
３

１
一
一
一
一

０
０
１
０

５
５
５
５

１
１
罷二';

上
中

一
一
一
評
軒
罫
岼
率
岼
奔
評
卸
一

１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

０
１
１
１
９
９
０
１
１
０

５
５
５
５
４
４
５
５
５
５

″
〃
〃
〃
貨
漁
貨
〃
〃
罐

″
″
″
″

″
″
〃

！

１
１
１
１

. (L)
商 事

魚業（韓）
s: (P)

R(Py
郵 ．船

二号

ル
9,60013,

5,300
11,80012,
〃 1

6,:901,,

７
８
中
上
下
５

－
一
一
一
一
一

６
７
４
８
０
０
１
１

－
一
一
一
一
一

９
９
０
０
０
９

４
４
５
５
５
４
↓

，
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
号
も
■
Ⅱ
Ⅱ
！
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
Ｕ
０
ｐ
ｌ
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
０
０
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
巳
即

０
０
０
２

０
０
０
×

３
８
０
０

ａ
風
ａ
〃
〃
Ⅱ皿
一

１

，
Ｄ
Ｄ

I

【

四
上
下
上
記

一
一
一
一
一

９
８
０
２
２

１
１

一
一
一
一
一

９
０
０
１
９

４
５
５
５
４

〃

000

″
″

500

一一

＝－

LiberianMoOnStOnelTianspOrts
Inc｡ (L)

LiberianWistenaTransports
Inc． (L)

EssoTankerslnc． (L)

| 油

；
187,00

106,50

噸,00

L〃

〃

棚,0001伽，

,

,700 T26,00049-64387WORLD
HITACHI
ZOSEN

4421WoRLD
: AMBAS-
sADoR
4440ESSO
JAPAN

950－5 50-

日
立
造
船
・
有
明
工
場 ‐

500 ５
０
３
，

１
－
－

９
９
０
八

４
４
５
Ｅ１

００

″
７
″
”

５
．４Ｔ

″
″

３

19-]､2 50- 5〃

000 ２
５
９
１
２
４
７
０

１
１

－
一
一
一
一
一
一
一

１
１
１
２
２
２
２
２

５
５
５
５
Ｆ
Ｄ
５
５
５

０
１
５
９
９
２
３
６

１
１

俳
正
正
正
公
正
牙
牙

５
５
５
５
５
５
５
５

″
″
″
″
″
″
″
″

〃 ,(L)
LiberianAriesTrapsports_Ih6

(L)
ShipoTradingapdShi"ing

' " . ｢Com|(L)
MaioShipping､ahdTtadi'ig

Corp. (L)
EssoTankerslnc.

〃 (L)
LiberianLeOTransports､Inc,

/ (L)

4441

4443

″
″

１
３
５
８
２１

－
一
一
一
一
一

０
１
２
１
１
１

５
５
５
５
５
５

4 000444 ″
″

０
．
０

″
″
″
、
〉

″
″

〃

〃

〃

000400

〃

〃

〃

4474

189,00

|鯉
|･4493

″
″
〃

日
立
造
船
。
塀
エ
場

4373SOUTH

ERNLION
4404ESSO

HAWAII
4415KHARK

IrlterOceanTankerCorp｡ 1･"
(L)
(L)〃 〃

NationallranianTankerCo. "

'(Ir)
LiberianBisonTransportInc. "

(L)

M:::;;::::
順,7001厳,700

・ I

':i'000i"'000

９
１
１
３
１

－
一
一
－

９
０
９
０

４
５
４
５

：
１

０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
今
侭
吻
″
〃

３
３
Ｔ
Ｔ

I
50－1 ５

０
７
２

１

－
一
一
－

０
０
０
１

５
５
５
５

｜

|

！ 5(〕－6

50－4

50－114422

－102－

－ －
一 一一一一一

＝J■一



一船の科 学一

跡所|船番および船名｜ 船主名および国籍 |用途|G:EIDw. |主機馬力|起工|進水|竣工
4424KAZUKO

1 4432STRAN
SPIO
4448

4453

4457

14470
’4473

HarmOnyTankerCO. (L)
SaoFinancingandTrading

S.A.Panama(G)
LorrainaShippinglxlc. (L)
AzaleaTranspOrtlnc. (L)
FourthUnitedShippingCq".

(L)

*b｡竪輿鍵鎚i誠.灘
Inc. (L)

山下新日’ 本汽船
Louisa:SnippingCO. Inc. (L)
Mammdth yranXerCOrP.(L)
』 ． 『1光」 』 ! '汽 船

〃

油
〃 柵;柵臘888|::='f l:"

崖
132,200278,7001 " 151-6
131,000278,700IT36,000'51-4 ,

〃 279,000 〃 ’51-8

洲洲| ：鵬‘2－”!,,;0L00| " |"_,, ,52 "
|淵'紬:， ガ鰐|器ﾆｦ
30;800I59;850:D17,400;51-1 151-4
30.80059.850.，17．400151－4 ’51－6

慨;職翔|T3&｡｡｡'3=:
〃 "'0001 " 15'-S

":";::| : |:"

２
７
１
１
５
５
２
８
９
１
９
０

１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
１
２
１
２
１
２
２
２
２
１
１

５
．
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１

■

■

Ｕ

凸

■

且

■

画

Ｊ

１

１

１

■

Ⅱ

Ｆ

Ｏ

Ｊ

！

’

Ｖ

Ｐ

ｄ

Ｐ

０

ｐ

ｌ

ｌ

ｌ

ｒ

ｌ

ｌ

ｂ

ｌ

ｌ

ｂ

Ｐ

０

ｂ

‐

１

９

l洲洲| ：賎| !,,;0L0｡| " |"_,,

″
″
″

日
立
造
船
・
堺
工
場

’″
″

4475

4481
4486

4513

4514

″
″
″

嘩鰡臓潮部洲:燭
光

＝

由・鉱

．

54

00SHIRLEY
14MANTINIA

47RIVER
PRINCESS

58

59

劉柵二;‐
164,500
128,000
127,8001 " i50-1

:;三1;-261:掴-25３
４
４
４
４
４

４
４
４
４
４
４

一

船

雛881
60，900

｜
職,癖6黙懸‘

Corp. (G)
Merchants&Min6rs･ ,TranS-

笹

poxftslnc. (L)可

ConcordrankerCorp． (L)
CapricornTankerInc._(L)
山下新日本汽船
日 正。 汽 船
×レスシッピング・雄洋海運
HanM"timeCorp: (L)

油
″
鉱

田
〃
．Ｉ 241

1
日
立
造
船
・
因
島
工
場

４
２
２
８
２
５
９
８
７
１
５

１
１

俳
酢
正
正
叶
い
叶
い
牙
進
退

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

７
５
６
２
４
９
２
２
１
４
０

１

酢
俳
正
走
正
俳
主
醜
型
牙
画

5

I ’

62,3叩’ 114,500D23,900149-10 ５
－
ｂ
５
５
５
５
５
５
５
５

〃 l50-10

D3&7001:;=:¥ |601#OOi"'001
油・鉱189,5001171,5004466

篝｡ｪ ： Ｇ

油
〃
〃
〃
Ｐ望Ｉ

7'''001剛''00|D2I>300i::=;

己

３
４
８

一
一
一
一

Ｕ
Ｏ
２
１

Ｄ
５
５
５

Ⅱ
■
１
１
■
ｒ
■
■
ａ
■
０
リ
ロ
０
日
■
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
９
５

″
ｑ
ａ
Ｚ

３
２
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ灘鯏’

油 |71,3001134,0001D27,300151-2
一一 一

SeventhShippingCorp. (L)
MateStiCTankerCorp. (L)
CaribbeanTankers,Inc. (L)
MonatchrankerCOrp.
LiberianLibertyTifansports

Inc. (L)
日『 邦 汽 船
TranSmafTankersInc. (L)
VelaMaritimeCorp. (L)
MetrOpolitanUniversalCar-

rierslnc. (L)

撒貨
油
〃

〃

撒貨
撤|瀬
30'800159'8001

８
９
２
３
０

１
１

一
一
一
一
一

０
９
９
０
０

５
４
４
５
５

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

４
ｑ
〃
Ｑ
４

１
２
２
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

２
４
８
１
２

１
１

一
一
一
一
一

Ｏ
０
０
０
１

－
ｂ
５
５
５
５

３
６
１
１
５

１

一
一
一
一
一

１
０
０
１
１

５
５
５
５
５

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
－
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
Ｉ
！
■
Ｉ
‐
Ｉ

１

■

１

日

4385
4乱26

4427
4437

，4乳45

4456邦
4型‘61

4503

4504

’日
立
造
船
・
舞
鶴
エ
場
一

６
８
５
６

一
一
一
一

０
１
１
１

５
５
５
５

安丸 １
４
２
２

１
１
一
一
一
一

９
１
０
１

４
５
５
５

９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３
３
３
１

６
６
５
４

１
１
１
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

■
■
、
■
■
Ｂ
０
Ⅱ
８
Ｊ
＆
■
■
１
日
Ⅱ
■
■
６
８
■
■
■
Ｆ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

５
０
５
５

３
８
８
１

Ｑ
９
ａ
ｑ

６
５
５
６

０
０
０

０
０
０

２
８
〃
６

易
仏
３

３
３
３

８
１
７
９

１
一
一
一
一

０
１
１
１

５
５
５
５
一
一

１
．
１

５
５

″
″
″
〃’

4434PAVEL.

RYBIN.
"54WORE-

MANN
SANKURU

4482

4483

4489香取丸
4494

4495

4497

4498
4505

4506

4509
4510

Sudoimport (R)

DalDeutshe,Africa-Linien
GmbhCo. (W.G.)

DelphmesMaritimeS.A. (L)
〃 (L)

日之出汽船・昭和海運
中国機械進出ロ総公司

〃

LarissaShipPingIn6. (L)
〃 (L)

DalDeutsheAfricEtJLinien

GmbhCO. (W.G)
CapeContinentSh"pingCD.

Ltd． (S.Af.)
AethaliaShiPping"rp. (L)
AstroHaliet~Ar,madbraS:A.

(L)

チップ

撒貨

１
１

8,39723,625D8,30049-8-28

2,10019，000 〃 49-9-9

2,40019,900D13,100150-3
〃 〃 〃 50-5

3,30019,500D10,200149－11
2,1001,900D4,5Ⅱ×2149-12
〃 〃 〃 49-12

9,80035,000D11,600!50-6
〃 〃 〃 ’50-10

７
７
２
２
【
’
１
２
１
１
－
－
９
９

｜

’
５
５

６
１
鈴
生
一
－
０
０

４
４
１
１日

立
造
船
・
向
島
工
場

１
１
〃
〃
貨
曳
〃
油
〃
鱸Ｉ

６
８
３
４
４
０
１
１

１
１

一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
１
０

５
５
５
－
ｂ
５
５
５
５
５
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５

９
２
７
７
８
１
４
２

１
俳
俳
い
い
仏
正
乃
琴

１
１

|・宇剛|:麓
’ 〃 ’51－1
〃 ’51－3

2,10019,000

〃 〃

1':001'9'9501

1－61－2〃

４
６
一
一
１
１

５
５

８
０１

一
一
１
１

1″
″

ニアリ‘イ‘ド
KARIMA-

TARADJA

福島丸
HIRAO

PAcIFIC
DAISY

貨
〃 D6,2｡…" |49-9-251$+2~，i"‐〃 ’49-9-2549-12-17150‐

弥 ・幸 汽 船
KarimataShippingCo.LtdL

(L)
松 島 海 運
MirariarN且ﾔieraSA; (P)、
DaisyfieldSteamshipCo. Iilc.

(L)
GrandCastorCo.Inc｡ (P)
大 内 海 運
豊 和 海 運

’328

329

334

1 335
336

338

339

340

6，52
6，74

6，55
6150
〃

６
０
11,597
10,486

11,598
11,000
〃

１
５
１

１
２
器
正
・
坐
４
５
８
６
９

’今
治
造
船
・
本
社
工
場

D6,200:50-:;=,=2il::=
０
０
（

５
５
－

７
９
ゞ

２
１

琴
針
．

4

１
０

″
″
″

″
″ 49-9-27 ■

一
一
一
一

０
０
０
０

５
５
５
５

妄14
’
一
一
一

０
０
０
０

５
５
．
５
５

’
一
一

０
０
０

５
５
５

3－14

4

4

７
５
８

″
″
″

″
″
″

〃

10,000
〃

″
″
″ ’

－103－

L ，÷ 一 ---------－ 1－



－船の科学一

造船所|船番および船名｜ 胎主名お｜よ‘び国籍 ｜用途 起工|進水|竣エGTID.W.|主機馬力

蝋瀧蕊舗“
"(L)1

貨 6:500,11,0001D
〃 〃 〃

1 可

〃 〃 〃
1 ，．

． －1 ‐

150-11

15'一’
|51-1

１
３
５

４
４
４

３
曇
３
．
３

０
２
２

１
１
１

０
０
０

５
５
５

４
６
９

’
一
一

０
０
０

５
５
５

００２荷
電
″
″

船
本
社

今
治
造

1018MIMOSA
AFRICANA

1019HONSHU
GLORIA

1021
1022
1024EATON

GLQRIA
1026

1028

C錘o血e,LiqeCO.S:A. (F)

AngelicaMaritimeCorp.(L)

Wearever CArriersInc. (Iく）
正 栄 汽 船
AngelicaMaritimeCorp. (L)

箪重PQc囑盗城"皿曹C・壁p:(L)協

４２

５
生
０
９
７
２
３

１
１

－
一
一
一
一
「
一

０
０
０
０
０
０
１

５
５
５
５
５
５
５

■
０
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
Ⅱ
■
■
０
８
５
■
■
■
■
。
。
■
■
■
。
Ⅱ
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
１
日
■
■
■
■
■
日
■
ｇ
Ｕ
Ｄ
Ｄ

８
９
９

２
２
－
【
２
１
６
７
５
０
１
１

一
’
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
１

５
５
５
５
５
５
５

■
■
■
■
Ⅱ
■
■
・
Ｈ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
△
Ⅱ
Ⅱ
０
９
６
０
１
■
■
■
ロ
■
■
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０

６
４
１
９

２
毛
週
一

９
８
２
５
１
５
８

’
一
一
一
一
一
一

９
９
０
０
０
０
０

４
４
５
５
５
５
５

Ｆ
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
僻
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｄ
ｊ
■
日
８
９
■
“
■
■
■
ｂ
Ｂ
８
８
■
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
ｒ
Ｂ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
’
８
１

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
０
５
０

０
６
３
５
０
５
０

３
１
９
９
３
Ｊ
７

４
．
１
０
１
２
１
２

１
１
２
．
１
１
１
１

，
．
，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
…
ず
争
う
９
９
動
フ

０
１
９
．
５
１
５
１

５
４
８
‐
３
４
３
４

１
１
１

（
Ⅲ
〉
‐
〈
Ⅱ
）
、
叩
）
〈
叩
叩
）
ｎ
叩
》
ハ
叩
〕
ロ
（
叩
Ｕ

〈
Ⅷ
〕
・
Ｉ
〈
叩
Ｕ
《
エ
叩
》
《
叩
〕
〈
叩
Ｕ
（
Ⅲ
Ｕ
Ｌ
（
、
Ｕ

誉
０
．
８
０
０
８
ｐ
８

蛾
‐
弘
馳
型
弘
弘
拠

り

■

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ｕ

Ｂ

Ⅱ

日

日

。

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

１

・

Ｉ

ｌ

ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｂ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｍ

‘

Ⅱ

Ｉ

Ｆ

■

１

０

‐

１

貨
イ
ヶ
プ
油
紘
が
鉱
”

貨
シ
貨
チ
貨
チ

今
治
造
船
・
丸
亀
工
場

一
い
い
い
い
酢

－
５
５
５
５
５

９
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
１
１
２
６
１

ｌ
い
ぃ
心
心
酔１

150－5

隣
50－11身謝淵:善瀞 雲

338

341MAITEI
343
“8

388
2411AKRATA

2425

３
２
５
９

今
井
造
船

3 1

AkrataShippingLtd,,S.A.
(L)

TorccoraShippingCo.,S､A.
(P)

AvonShippinglnc. (E)
GraceMarineCo.,S.A・ (P)
EssoTankeESInc. (L)-

〃 (L)
肱 (L)

Sta㎡ordShippingCo",Lt4:
(L)

DivineValleyrajnkerslnc.
(L)

L恥1ヌ ー 〃 (L)
昭・ 国 海 運(L)J1、形

〃 (L)
CO-OpLineCO., Ltd. (L)

〃 (L)
TriUmphShippingS・A(L)
" ･ (L)

JugoTanker (J)
〃 〃

KyralShipping(L)
Pharal 〃 〃

Theral 〃 〃

Athal 〃 〃

Koal " "
EssoTankers. Inc. "

貨

油

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

貨
〃

〃

〃

油
〃

貨
〃

〃

〃

〃

油

石
川
島
播
磨
重
エ
業
・
東
京
第
二
工
場

2426

2427

2432

2ﾕ33

2434

2467

１
１
１

' 2468
2469
2471

坐76
24770HTORI
2478SHUNOH
2479
2480

2474

2475.

2492
2493
2494
2495

2500
= ､

2435

OmeKonsujm伊延emas (Swj
Nationahlr4郵翠TankersCo.

. (Ir)
海， 祥 海 運

〃

1mterUarShjpping(L)
〃 (L)

EnergyShippingCo:,Ltd.(L)
GuardianTankersCorp. (L)
共栄タンカー・日本郵船
pynasty(L)
大阪商船三井船舶

油
必 Ⅱ‘'00職::：117,500

解 〃
〃 〃

|

2384
2386AZ

2407大
2408永
2418
2419

2440

2441

2453
2466
2383

IT33,000i75r 不
認
坤
不
午
や
沖
士
不
幸
幸

５
３
５
９
０
１
３
８
６
９
０

１
１

伝
扉
易
匪
易
げ
ふ
俳
罪
罪
伝

冗
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

９
Ⅱ
６
■
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｂ
ｌ
１
２
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
１
９
．
Ⅱ
０
り
１
５
■
■
Ｉ
“
１
．
１
１
１
１
１
．
日
日
日
Ⅱ
９
０
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｉ
■
■
Ｉ
Ⅱ

上
型
７
下
上
下
下
下
下
下
下

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

２
１
２
４
７
９
１
４
２
５
６

１
１

伝
舎
匪
牙
扉
岳
匪
犀
壬
罪
仔

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１

下
記
弱
”
Ⅳ
妬
上
上
上
下
上

牙
Ｇ
牙
走
琴
母
罪
牙
圭
公
公

ARPAIp

祥丸
祥丸 １

１
１

好
生
生
序
庄
子
缶
５
罪
佳

７
７
７
７
７
詞
７
７
〃
７０００

〃

横
浜
造
船
所

石
川
島
播
磨
重
工
業
．

’″
，
″
″
例
″
雌
″
″
〃

″
″
″
″
″
″
″
″
ｑ
《２，

''‘#"|"》“’
,,!,60O|MI,100

鱸
lll7,70
117, 00
1lL50
79,50

飯 野 海 運
出 光 夕 ン 力 一

MoonlightShi""gCo｡S(S
IBardTan蛭ECo".MC(L)
LwerneShippinglnc% (L)
EasternSt"inNaVigationCo.

(L)
L,iberiaCheC"hlranSports､

Inc. (L)

Ｌ式
Ｃ蜘

徳
画

趣
測
姻
錘
坐
露
盤

２
２
．
２
２
２
２
２

‐
ｌ

業
。
知
多
工
場

石
川
島
播
磨
重
工

油
〃
肱

|叫000,雁二':='躯繩|甕二鰯
拝
廊
呼
珪
群

１
１

－
一
一
一
一

５
６
５
６
８

７
７
７
７
７

〃 ’7歩6-2や-12-20
雌型0"2,000

i"#“

〃

岳
子
缶
罪

７
研
７
７

却
唖
』
坪
圷

上
上
下
下

卜
罪
矛
伽

１
１

一
一
一
－

５
５
６
７

７
７
７
７

″
″
″

″
″
″

〃 〃 I 〃 〃
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二船の科学一

造船所|船番および船名｜ 船主名および国籍 ｜用途 GTIDWW. |主機馬力|起エ|進水|竣エ

畷 議競鰄・･忘洲鴬撤|";"隙臺驚Ⅲ＝傭
2370BANAXI， ’

2385

23890CEANIC
KRISTIN

2390

2391

2392

2393

2394

2395 ‘’

2396 ‘
2428VEMETIA

2429

2431NORSE
FALCON

2438WoRLD
MANDATE

2439WORLD!
PAGEANT

2444 ‘

2484

2488

2491 l
2501
2505． ‘

Navimpex-Galati ,侭ou)
日 本 水 産
OceanicTankersCorp. (L)

I T 〃 (L)
〃 (L)

VelaShippingLtd. (S)
LuPus { 〃 、 (s)
Caiipus,rrading.Corp. (S)

〃 (S)
U 〃 (S)

Horrisons (CiydaLfa. (E)
LauelShippingCo.,Ltd. (L)

CardiganShippingCo.,¥櫓左）
T"iherianEｪmine阿轌nSpOrtS

Inc. (L)
LiberianDelphi " (L)

|鉱坤油
｜油
";i"
52 9

1071D20, 型
上
下

籾
一
一
周
一

乱
哩
６

一
一
一

５
５
５

７
７
７

１
１
１

評
牛
塞

９
７
１１

歩
・
罪
杢；

９
３
０

２
３

壬
生
少

生
伊
生

７
．
７
７

０
０
０

０
０
０

３
０
３:88|錨

石
川
島
播
磨
重
工
業
・
相
生
第
一
工
場

,800 1,

吐
脚
辱
軒
岼
秤
秤

一
一
一
一
乱
乱
一

１
１
５
．
５
６
６
６
６
‐
７

，
〃
鴨
γ
げ
け
隅
旧
〃
７

杯
汗
牲
蛙
珪
畦
塗
１
１

菖
港
溶
汚
涯
溶
溶
湛

下
下
上
上
上
上
上

岳
一
罪
か
器
仔
澤
僻

１
１

－
■
一
』
一
一
■
一
一
一
』
一

５
５
５
６
６
６
６

７
．
７
７
’
７
７
７
７

″
″
″
″
″
″
″

″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
雑
睡
鍛
油
搾
蕊
油

″
″
″
″
″
″
〃

〃
″
″
″
・
″
″
″

’

4040100071j300

職::|蛎:：
81,4001fOj150

D17,,400174- 割
千
千

１
８
４

テ
ー
テ
坐

７
７
７

Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

嘩
評
理

１坐
牙
岳

７
７
７

４
６
３

－
毛
１

９
２
正１
扉
坐
７
７
０
０
０
０
０
４

３
３

９
７
２
１
Ｄ
Ｄ

上
上
下
中

匠
犀
坐
・
伝

D28,

8"7"か2『扉
40075-'一27陣デ

一

一

一

一

５
５
７
６

７
７
７
７

５
１

観
秤

毛２

鱸
33b0

70,0
79,5

〃

32,.8
31,3
38,0

職鰡
〃 〃

D17,400175-
CherryShippingCp.,Ltd&(L)
IraqNationalOilCompany

(L)
〃 (L)

ジャ ‘パン ラ イ ン
LisSanav. (L)
DialShipping(L)

D29,000i76÷10-下"7－
D29,000:75-12二上i76=

中
下
下
中

‐
詮
唯
暑
避
難
１
．
１

一
一
一
一

５
６
５
５

７
７
７
７

群
匙
邪
神

一
一
一
一

・
拓
布
拓
拓

Ｉ
ｉ
Ｏ
、
０
０

卵
・
如
如

〃
ａ
ｚ
Ｚ

３
１
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ

〃

コンテナ

撒貨
〃

UniverseTankships Inc. (L)

悪驫息託糺晶痕孟濡
〃 (L)

Northern SealanesCorp. ､(L)
.GlenarmFinancieraPFmama

油
〃
〃
〃
〃
〃

“
弄
評
畦
拝

138,6001264,

235,000
幾123>000

〃

2336UNIyERSE
GUJRDTAN

23坐日精丸
2345

2346

2382
2403

2404

2405

2422SUNSHINE
t:FAhr)FR
2437 ‐

2447

24斑
2462

2463

2464
型65

2470

鯉82
2483

000

000

200
〃

300

000

T40,000174-

'1,45,00074-

一
一
一

５
５
５

７
７
７１２．１

正
ｚ
‐
参

裡
租
↑
吟１
１
６
－
５

３
毛
証

宏
３
１T40,000174-11-15

石
川
島
播
磨
重
エ
業
・
呉
造
船
所
第
一
工
場

6－上'75-10-上

筐
欺
悪

ｑ
Ｇ

一

●

｛

釦

》

Ｌ

”

ぜ

。

ｐ

霧

ご塾
刊
圭
下
下
四
中
上
上
上

２
１
６
ゞ
牙
生
牙
併
チ
ル
匪

溶
悉
溶
悉
溶
涯
港
・
汗
砲
溶

１

０
，
０
“
０

０
０
０

０
０
０

″
昆
何
も
〃
〃
″
〃
″
〃
愚

４
４
４

Ｔ
Ｔ
Ｔ

一
■
一
■

５
－
５

７
↑
７

．

Ｊ

口

ｒ

６

■

■

■

、

■

４
０

２
毒
１

一
一
２
１

〃

T453

|鐙
000

500

〃

ｉ
ｉ
Ｏ
２
２
１

S.A・ (P)
WenloekEgxjamaS.A. (P)
"oonriseShipping(P)
RiverfrontPetroleum.Co叩．

(L)
ElueWatCngrransport (L)
Associated.Ttansoふ劇n

Tanlers_(L)
PjileWat"TransP0"(L)
MeriaianTra"5"fibxi~bo.

(P)

圏
〃

〃

(P)〃

Liberiankaiger(r')
Wellington

〃

〃

100

500，

000

000

明0
500

″
″
″

192,0001364,

篭:::|藍″
″ 130,000 ｉ

Ｌ
ｉ

７
，
６
４

２
２
４

118,,000
00,000

〃

〃

〃

T40>
T40,
〃

″
″ ２

上
下
下

生
計
罪

１一
一
一
一

・
６
．
７
．
７
…下一卜
下

子
正
鈩

一
乱
一

６
６
７

７
７
７

韮
土
圭

２
４
８

・
祠
悉
猴

″
″
″

″
″
″
・
″
″
″

″
″
″

’ ’
3-下

下

中
上

渉
琴
缶

拓
き
段

７
７
７

上
下
上

碓
ひ
酷

１
１
缶
私
鈩

７
↑
７
７

上
上
下

一
一
■
一

７
７
０

仔
罪
〃
河

７
７
７１

０
０
．
，

０
０
》

フ
ヲ

２
８
５
６
２
２

6001

F00
126,500
126,500
〃

一

1085']rROPHY'

1095HYDRo.
HOS

1100STADION

1105ATLA画面C
WING

1110SANTIAGO

1115ZAMORA
1120

l125

n30

1135
1140

1145

1150

XriPmphSmiPpingSA: (P)
HydxioliosCoffWoaniaNavibra

- 4 可 ｡

S.A・ (G)
NaveSMundialfzATmadora

S.A. (G)

UnitedC鼠壷T…｡織エ篭）
FlotaPetroleraEbuatoriana

(EC)
〃

TriumphShippingS.A. (L)
GreenochShi"ngCorp:(IJ)

〃

CerestialLMaritimernc. (L)
CresentMaritime1n℃; (L)
ComentMRTitimeInc． (L)
CoreMaritimelnc. (L)

貨
〃 |D'j:600

１
卜

５
７
３
４
》
５

１
１
１

一
一
一
一
－

３
６
９
２
２
１

一
一
一
一
－

９
９
９
９
０

４
４
４
４
５

０
９
１
．
Ｆ
ｒ
Ｆ
．

３
２
に
に

叶
渉
、
生
缶
《
い

Ｉ
１

一
一
一
一
－

９
０
０
，
０
０
．
…
６
鎚
諏
瀦
下
↑

・
一
一
一
一
－

８
０
２
３
６
’

１
１

一
一
一
一
・
一

９
９
９
０
０
．
－

32,.900
〃

０
０
０
０
０
０

フ
フ

０
０
２
２

金
指
造
船
所
。
本
社
工
場

〃〃〃 〃

撒・
油
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

自 ０
》
０

０
」
０

１
３

画
蝿
ｄ
も
″
″
″
″
″
″
″
″

典
１

，
］
，

０
０

０
．
０

属
》
．
Ｑ
〉
″
″
″
″
″
″
″
〃

１
３
３

５
－
５

３
．
３

０
．
０
０
０

０
．
０
０
０

原
哩
守
上
″
″
Ａ
ａ
″
訂
上
″
″
〃

３
３

０
０

仏
ｑ

ワ
ー
２
２
２

’ ::二割::二,:二辮二'罫
50-10-上'5 中

下
中
中
下
中

宗
計
野
生
罪
正

１
１

正
王
正
宏
公
牙

５
５
５
５
５
５

申
坐
卜
中
中
下
中

野
号
牙
吟
生
計

Ａ

・

日

Ⅱ 延
延
上
琴
牙
矛

中
上
中
中
上

一
一
一
一
一
一

２
６
９
１
５

一
一
↑
’

１
１
１

５
５
５

５
５
５
５
５陸二

1

1
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－船の科 学一

造船所|船番および船名｜ 船主名および'国籍 ｜用途|GTIDWl主機馬力|起エ|進水|竣エ
３
，
５
亜
鵡
拓
丸
丸
丸
丸
丸
型
型
調

７
３
３
王
潮
王
久
潮
釦
加
加

鮴
Ⅷ
郷
準
睡
率
輕
》
理
》
》
》
》
》
》
癖
↓
痔
癖

ChinaNationalMachinery.
ImpOrtandExportCorp.(中）

〃

4 .〃 i ,

HaWen:Shipping:S:A5

貨1179

1181
1182

1186

1187

830 Ｄ
Ｄ
・
Ｄ
Ｄ

Ｏ
。
２１
１
″
″
″
″

フー ７
５
１
侭

２
１
◎

一
一
一
一

８
０
１
・
侭

１
１

’
一
一
一

９
９
９
０

４
４
４
Ｊ

０
Ｏ
Ｏ
ｎ

Ｏ
Ｏ
、
０
，

８
８
８
〃

ブ
タ
ー
リ

ー
１
１
１

５
１
６1

９
７
４
５
２
０
３

１

斗
蚤
生
駅
公
理
・
矛

１
１

－
一
一
一
一
一
一

０
０
０
９
９
０
０

５
５
５
４
．
４
５
５

凸

■

■

』

日

▽

■

■

■

■

■

Ｕ

■

Ｆ

■

１

■

■

Ⅱ

１

０

Ⅱ

０

９

■

■

１

８

Ⅱ

０

Ⅱ

■

■

■

０

１

９

Ⅱ

１

９

１

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

日

Ⅱ

１

．

０

■

■

■

Ｂ

Ｄ

Ｊ

ｌ

■

１
，
４
５
２
８
８
５

１
１
２
１
２

－
一
一
一
一
一
－

１
２
１
９
０
１
２

１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一

９
９
０
９
９
９
９

４
４
５
４
４
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蓉
認
畢
江
鱈
《

｜ ｜

一
一
－

０
０
０

５
５
５

７辺２
４
６

一
一
－

０
０
０

５
５
５

. 、〃

MermaidMarineCorp.S.A.
(P)D p

GreatOceanShipPingCorp.
(P)

″
″ ″

″
″ 〃〃 ．

Ｅ
Ｅ
函

》
》
》
、
弘
唖
函
．

６
８
７

１
１
２

７
７
７

１
１
１

GrandBassaTankerslnc.

(USA)

CbmpanieDesMessagerieS
Maritime(F)

三 光 汽 船
〃

LiberianSpruceTransports
Inc. (L)

TexacoPzmFMTnalnc． (P)

大阪商船三井船舶
ErynflexLtd. (E)

CrestafordLtd. (E)

SalamoleLtd: (E)
GrandBassaTankerslnc.(L)
LcountessTramsportelnc.(L)

〃 (L)
KuwaitOilCo.,S.A・ (Ku)
ChevronNavigationCorp.(L)

〃 (L)

〃 (L)

油 3

1

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
鮫
″
″
″

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

1728

1729

1733TEXACO
JAPAN

1734
1738BRI"ISH

RESOURCE
1739BREI,ISH

RFTJANCE

1740.

1741
1742WORLD.

DIGNITY

1743

1744
1746CHEVRON

ROME

1747CHEVRON
PERTH

1748CHEVRON
ANTWERP

1750

ユ75l

x752
1753．

]j754

1755
1756

1757

1758
1759

1760

エ761

1762
1:763

三

4

菱

菫

エ

業
今
長

崎’

出光 タ ン カ ー
ChevronTramSportSCorp.(L)

〃 (L)
〃 (L)
光 汽 船

〃

〃

SocieteDelnVe]ssissementDe

TransportPetrolier(F)
〃

FidelityTankersCorp. (P)

大阪謙船夢邦船臘
大 洋‘ 商 船
出光 夕 ン 力 一

造’

船’

所
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－船の科学一

船主名および国籍 ｜用途|GTIDwl主機馬力|起工|進水|竣工造船所|船番および船名
NorwindShippinglnc.
NorCape "
SeafareTankerlnc.

CavOlisLtd. .(E)
B.P.MedwayTankersCorp.

(E)
ジ ヤパン ラ イ ン

I 〃 .

油
〃
〃
〃
〃

";"|‘";｡｡|"?｡，隠
I繩｡""腿…#"．|隅雌;001蠅皇0｡〃 ， 〃 ｜ ： 漂二,：

’
1764

1765

1766

1767

1768

1769

1770

P

２
２
４
４
７
６
２

１庄
矛
宏
罪
宏
合
罪

７
７
７
７
７
７
７

４
６
９
８
１
９
．
６

１

一
一
一
一
一
一
一

７
７
７
７
７
６
７

７
７
７
７
７
７
７

長
崎
造
船
所

三
菱
重
工
業

’ ″
〃

SanMarinoTankers,Inc.(L)
〃 (L)

HolfdanGriegLtd. (N)

TheShippixigCorP.oflndia
Ltd. (In)

|t1 " (In)

MammothBulkCarriers,Ltd
(L)

AlksjerederietSeljan(N)
'RederiaktieSeiskapetRuth(N)

〃 (N)
郵．日 ． （・本． 船

SkibSakSieselskapet｡..(N)
「． ‘ ’〃 (N)
-､=" ! . (N)

‘ 、〃 (N)
RObertBensonLonsdaleCo.,

Ltd. (E)

油
〃
搾
油
〃
〃

l 1051

1052
1053HALLA

GRIEG

1054SATYA-
MURTI

1055LOKAMAN
YATILAK

1058AMOCO
TEHRAN

1059CALORIC
1063
1064
1065
1066VENSTRA
1067VESTERY
1068VARAMIS
1069VIGAN
1070

,90011il,:201D23 一
一
一

７
７
５

７
７
７

Ⅱ
日
日
■
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
ｎ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

８２

１
２
１１

一
一
一

７
７
４

７
７
７０１

９
０
６
１

６
６
４

７
７
７

０
０
０
０
０
０

'76

136

1“
－

２
６
３

::::'： ：壼難￥;0001150
〃

ご４ｉＪｑＰ■

18

三
菱
重
工
業
・
神
戸
造
船
所

１３３
０
私
了

１

－
一
一

５
５
５

７
７
７劃

御
岳
岳

７
７
‐
７

０

“

凸

■

■

日

Ⅱ

Ⅱ

日

■

９

０

９

６

８

●

日

Ⅱ

Ⅱ

■

Ⅱ

０

Ⅱ

Ⅱ

９

．

Ⅱ

■

Ⅱ

〃

且

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

２
９
８

２
１
３
琴
缶１

－
一
一

４
５
４

７
７
７

１
１

０
Ｏ
』

０
０
３
０

ｑプ毎幻

５
６
５
７
６

７
３
８
５
３

○

樒
油
〃
一
総
〃
〃
〃
油

５
２
６
７
７
９
１
７
０83

，

'734鰡職Ma1aysi血通t……1Ship-.pingCorp.Berbad(M)
'735 〃 “）
736 " (M)
745TIENTSIN三 菱 商 事
HAO

747第2竜洋丸三菱鉱業セメン ト
750 鹿 児 島 商 船
751VIKING ! " (E)
ERIC

752 IRedF邑血ShiPping (E)
754 日’ 本‘国’ 有鉄道
758 4nglo, .PacifibLineLfd; (L)§ ． 一- ‐ ‐

’

一

一

一

一

一

一

一

ZAW

'． 』''2，｡……"…‘'7…'7…〃 ← 〃 〃 〃 74-10-17175-1毛175－6
〃 〃 〃 〃 75－1－3175－6 75-10

稜喋6,200 D47400×274-10-774-12-2875-5

セメント4,0606,680D3,80073-12774-6-2274-9-30
フニリー17,0003,400D17000×275-5 75-10 76-9
貨14,00020,000D9,90075-1-1775-4 75-12

〃 〃 〃 〃 75－7 75-11 76－3

" 4,5002,800D6jOOO ×275-11 176-1 176-5
" 14,00020jOOOD10,60075-4 175-7 175-10

三
菱
重
工
業
・
下
関
造
船
所

RAT951 |ggntraraMdrSkalmportdWU= 油 78,0001144,900ID29jooo174-9-9175-1-17175-7
Eksportow､GCentro,ioi"(Pol)

rol) "〃 〃 ‘, 〃 〃

(Pol) "〃 〃 〃 〃

'Ogd'もnTagUsTransportr"LPG38,500149,800 D23,'20
(L)

991dcupShippingItlc. (L)､ ' " 40,30053,600D26,00
Edgin"onn,gShiPPixig"Co. 〃 〃 〃 〃

(L)
Queen 〃 〃 〃(L) 〃 〃 76-3 76←7 177－4〃

" PrinCe 〃 8a;OOll";5.D240001（L) |鉱?油83,0001雌25”240001瞬隅 ;:二§ganyMazlnelnc. (L)
gasternTankexCOtP(L) 油．鉱86;00011643300T28;000 76-5 76-9 77－1
SOutLgrn=TankerCtitP・ (L) | " 863000 〃 〃'76－10 77-1 .77-5
山≦_下新日本一汽・船LPG";500149,600D2SL200f75-3"5-1L 76- 8

952

953

954

三
菱
重
工
業
◆
横
浜
造
船
所

OGDEN
■ － F■冗句 ■

GENERAL
955

956

957

958

959

961

962

963

ARTEMIS248

咽…雌"…::glW";|";ID21'0'職冒2雛1要蕊。s"EITamgg~'E5: ifj

‘……‘……“ 〃 ” ”｡'‘． " ’…|蕊罵Inc. (L)
TheGreatCirCleShiPPingf 〃 〃 〃 〃 75-3-11

Cb.S.A. (L)

NePtune割…｡…ico 〃 " 120,023 〃 『"=917･-3-12175-@SbA, (L)
NeptuneMaritimeC6: (L)､ ' " " 120,000 " 75-3-20!75-6 175-9

M…MFaC｡…anJ…“ 〃 〃 〃 〃 75-'0~~|職γ6-ョS.A､ (L)

251HELLES.
PONT

SPLEN
I)OUR

252

253

255MICHAEL
C

256

257

三
菱
重
工
業
傘
広
島
造
船
所
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－船の 科学一

造船所 船番および船名 ｜ 船主名および国籍 |用途|GT1Dw･ |主機馬力|起工|進水 |竣工
'75-12

176-6

176-5
176-8
176-9

OrcoOrangeCorp.! ､(L)
OrcoGreenCorp. (L)
大阪商船三井船舶
CamShippinglnc. (L)
WandleShippingInc. (L)
CompaniaAtlanticaPacifica

S.A. (P)
SleaveLtd. ･(E) ,

SOntacLtd. (E)

=nk¥T"spf, I"(LjZ
PalmfIsMerchantlnC.
AdriaticMerchantlnC.

I撒・貨
〃

油
撒貨
〃

８
９
０
１
２
３

５
－
Ｄ
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２

62,000il25

f"ID‘州:二I |::=
h

，0001 " 1

９
３
２
５
６
９

〃

一

三
菱
重
工
業
・
広
島
造
船
所

69,00011225000
62,0001128,300 １

２
４
６
０
５
１
８
１

１
１
１

テ
ヶ
伝
仔
Ｇ
伊
宏
缶
仔

７
７
７
７
７
７
７
７
７

■
Ｈ
９
１
４
Ｄ
Ｂ
０

Ｈ
■
ｉ
ｕ
０
Ｄ
７
８
０

″
″
″
″
″
″
″
″
″

一
一
一
一

６
６
６
６

７
７
７
７

〃 ’ 〃

油

油･撒・
鉱，
〃

油
〃

〃

〃

63,0001120,000

264 70,

熱|；
" 12
〃

0,0801 77－1

Ｌ

４
１
７
２
５
ｌ
砕
神
評
軒
坏
坏
奔
評
評
社
岼
岼
評
岼

１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｊ
７
６
７
７
７
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
２

Ｊ
７
７
７
７
７
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

５
５
５

０
０
０

一
一
一
■

｜

i

↓

265
266
267

269

270

１
７
４
１
２
１

一
一
一
一
一

７
６
７
６
７

７
７
７
７
７

〃

2,000
9,930
1,840
〃

２
３

９
３
６
６

Ａ恥
睡
‐
，

哩
泌
８
０
２
６
０
７
８
０
１
１
６
１
２
６

１
０
０
１
２
１
３
４
２
４
２
６
６
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

川 鉄 商 事

大阪商船三井船舶
日 本 郵 船
EmbiricOs(G) % . .
EinarRasmuSsen")
Embiricos (G) ．、
第・ 一ざ 、.中．央汽船

皇j怠』患詮d6fKAJg"(N)=
大阪商、船三井船舶
SevenSeasTransportInc;(L)
SuiseAtlantique' ･

〃

GeminiMaritimeCorp. .

鉱
油

’
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
（

５
５
５
５
５
５
５
戸

塑
塑
画
お
上
弱
上
一

一
一
一
一
一
一
一

１
２
１
３
５
３
８
（

で
１
一
寸
力
司
‐
ユ
ー
‐
《

一
一
一
一
一
一
一

９
９
９
０
０
０
０
（

４
４
４
５
５
５
５
Ｆ

０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
〈

０
０
０
０
０
０
０
〈

２
３
９
３
２
３
９
ハ

ブ
フ
フ
ブ
タ
－
３

３
７
３
７
３
７
３
戸

２
２
２
２
２
２
２
〔

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
《

０
０
０
０
０
０
０
〔

０
０
０
７
０
７
０
〔

２
０
３
５
０
５
５
ハ

ブ
ブ
フ
，
雫
３
９
７

ｐ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
ｊ
ｎ
的
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
院
ｕ
Ｏ
〃
し
、

０
１
▲
何
『
Ｕ
ｇ
Ⅱ
２
，
『
Ｕ
Ｆ
ｌ
Ｌ
伽
「
Ｕ
４
１
４
句

寺
１
１
ｄ
ｌ
ｌ
１
ｌ
八
１
０
１
１
０
且
９
１
Ａ
■
１
Ｊ
１

Ｏ
０
０
０
０
０
０
ｎ

０
０
０
０
０
０
０
八

２
０
２
０
８
０
２
入

，
７
９
，
，
リ
‐
，

４
２
３
５
２
５
３
《

４
７
６
６
６
６
６
万
139

墾
塞
下

２
３
生’ 三

井
造
船
・
玉
野
造
船
所

鉱撒
油・
鉱撒・
油

中
中
上

一
一
一

６
８
９1

1 撒
油
撒
〃
鉱

'63>200 中
中
下

一
一
一
Ｊ

０
２
２

１
１
一
一
一
■

０
０
１

５
５
５

|22,900

勝:：
,000D27,30050-9--ド
l16,000D23,90050-11呈中
139,000D27,30050-12-下
l16,000D23,90051-2-下
27,750D13,10051-5-中
〃 〃 51－7－中
116,000D23,90051-12-中

中
上
上
中
中

一
■
一
一
一
一

３
５
７
９
３

一
一
一
一
一

１
１
１
１
２

５
５
５
５
５

｜
ﾄ61,800

撒 ’17,700

鋤|":00 1一

一
肌
乢
蝿
蠅
肌
恥
雌

細

一

一
油
〃
〃
〃
〃

一
華
一
軒
》
註
遅

舎
０
０
０
０
０

－
５
５
５
５
５

１
１
１
１
－
１

５
ｕ
上
上
下

一
一
一
一
一

一
２
１
３
４
６

１牙
追
い
い
い

４
５
５
５
５

厩
却
却
理
州
１

一
一
一
一
一
一

９
９
９
９
０

－
４
４
４
４
５

”
■
■
■
■
Ⅱ
■
０
■
Ⅱ
Ⅱ
８
８
０
口
■
Ｕ
ｑ
４

－
０
０
０

０

０

０

０
０
０

侭
吻
″
″
員
山
侭
吻

３
４
３

Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

５
０
０
０
５

３
５
０
０
３

９
ヶ
ｉ
む
す
角
グ
ｑ
ぴ
む
夕

４
０
２
１
４

０
３
７
５
０

３
２
２
３
３

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
．
．
０

，
，
１
７
．
， 上

953LANISTES
977

960
996
965

1004

1 1003
1005
1027

1024

11060
1048
1035
1053

1047

1046 ． ．‐
1049

1 1036

ShelllnternationalMarine(E)
:ParamountShippingCo. (P)
一 ， 光 汽 ･船
Brostrom(SW) !, r。 ， ． ，
ShelllnternationaIMarine(E)
SigBergeSend.7"(N)
川 ． .崎 汽一 船
SigBergesen.d3y. (N)
A/SThorDahl (N)
MosvoldsRederei (N)
JohnSamonas:&mSbnsLtd.
ShellBermuda,Ltd,

畜叫聴建淵 。船

三
井
造
船
・
千
葉
造
船
所

中
中
下
下
下

酔
牙
琴
杢
群
匪

１
１
一
一
一
一
一
一

０
０
１
１
１
１

５
５
５
５
５
５

下
下
下
中
上
中

一
一
一
一
一
一

６
８
０
２
４
５

１
１

一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
１
１

５
５
５
５
５
５

中
下
加
中
下
中

一
一
一
一
一
一

２
３
３
６
９
１ 中

朏:臘柵|::二;灘｣""…‘”f"IIW""Q _f"｣"-

零繍撫耀瀧
ふふ‘リリ塾9蝶!#型|璽冒,卿i與一

”

54

０

下
中

一
一
一

５
６
２１

一
一
一

１
１
１

５
５
５

■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
０
４
曲
ｑ
Ｕ
０
Ｔ
ｅ

中
中
上

一
一
一

１
３
８

一
一
一

１
１
１

５
５
５

０
０
０

０
０
０

９
９
０

７
９
．
３

３
３
６

２
２
３

Ｄ
Ｄ
Ｔ

郵
岼
評
神
呼
評
評
拝

１
１

一
一
一
一
一
一
一
一

１
２
２
２
２
２
３
３

５
５
５
５
５
５
５
５

上
上
上

宏
進
チ
ー
ル
ル
参

５
５
５

ザ
ロ
ロ
Ⅱ
６
１
口
■
Ⅱ
日
Ⅱ
１
１
Ⅱ

０
０
．
０

０
０
０

０
９
．
９

Ｊ
，
フ

５
３
０

４
２
４

Ｔ
Ｄ
Ｄ

上
上
中
中
中
中

一
一
一
一
画
一
一

１
４
７
９
１
１
１

’
一
一
一
一
一

２
２
２
２
２
３

５
５
５
５
５
５

油
,100116;00

121,0001272,00

313,090413,73

MI'RM ili'::213213,000 413,90
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| ” ７
ワ
］
１
３
６
１
１
８
６
２
４
４

１
１
１

０
１
０
１
１
１
ワ
】
１
２
２
３
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

］…pidM｡rin｡｣nvwlf) | "

|蕊 " 皿 i
|"｡j"e,sMR,e[K.". (N)運i :
iWilhWilhelmsen (N) "

－癸雛r瀞r鯉豐_荘船細％

・
津
造
船
所
一
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｜

菩
手

｜ 船主名および国籍 |用途|GT1DW. |主機馬力|起工|進水|竣工造船所|船番および船名
YAETTII SiriusShiPPingS.A. (P)

CompamaSampaguitadeNav.
S.A.(P)

RotherShippinglnc. (P)

CompaniaMirasoldeNav.
S.A・ (P)

JusticeShippingS.A. (P)
ZafiroGrandeNav.S.A. (P)

MajesticNavegationCorp.(L)
CompaniaMirasoldeNav

' S.A・ (P)
ZafiroGrandeNav S.A. (P)

TrapaxlnternationalS.A.(L)
〃

貨
〃 ７

８
６

２
２
２

斗
６
牙
全
０１

僻
俳
俳
か
缶

５
５
５
５
５

２
５
０
１

２
乱
乏
２

８
２
１
士
８
１

一
一
一
一
－

９
０
０
９
０

４
５
５
４
５

０
０
０
０

０
０
０
０

１
５
８
２

４
″
４
３
ａ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
，

ぽ

,900
〃

9161

163

164

165

166

167

168

169

170

171

173

’3 6,500
〃 生

７
５
６
１
０
１
１

俳
吐
俳
叶
仔
併

５
５
５
５
５
５

７
８
６

．
１
，
１
１
１

’
西 SUN

CROCUS

SANTA

RITAI

GLORIA
YASUSHI

7,000

6,500

7,000
6,500

″
″

″
″

″
″

″
″

‐
1－，9

へ

９
２
８
５

１

酢
い
い
併

５
５
５
５

１
！

９
４
９

塁
乱
毛

１
０
４
２

１

－
一
一
－

０
０
０
Ｏｆ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

８
５
８

ａ
４
３
，
〃

，
Ｄ
Ｄ

造

１
９
７
２
３
１

一
一
一
一
一

１
０
０
０
１

５
５
５
５
５

″
〃

″
″

″
″

船 GLORIA

TAKFSHI

〃 〃 〃

|綱’520〃撒貨
〃

3,200150-93， 700
〃

6， ，

51－1〃

GOLDEN

PORTS･

MOUTH

GOLDEN
GATESUN

LacertaShippingLtd: (S) 油
〃

１
１

０

超
下
、
哩
巧
、
加
下
中
９

毛

一
毛

牙
計
琴
牙
琴
計
装
傍
５
１
３
６
７
３

１

１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一

驚

０
０
０
０
９
０
１
１
１
１

５
５
５
５
４
５
５
５
５
５

８
０
４
４
６

蕊

１

丑
乞
』
一
乱

０
２
５
９
９

１

匪
俳
俳
俳

９４
５
５
５
４
５
５
５
５
５

１

超
訓
示
謹
葱
下
上
上
中

老６
０
２
５
６
２
宏
正
公
正

１酔
い
叶
俳
ト
ト
皿
韮
咀
進
退
型
俳
号

９４
４
５
５
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４

０
０
０
０
０
２

０
５
５
０
５
×

３
５
５
３
５
０

１

〃
〃
〃
Ｌ
Ｌ
〃
〃
〃
α
〃
〃
〃
Ｌ
川

０

２
１
１
２
１
１

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

″
″
〃
只
〕
烈
幾
″
〃
〃
ハ
Ｕ
研
リ
グ
刈
畏
句
』

|D2
"-250 50080，00044

Pavo " (S)

Dorado " (S)
Catsu " (S)

成 汽 船
流 通 海 運

〃

〃

〃

MarumaraMarineCorp. (L)
Hudsbn " (L)

BosporuSShippingLInc. (L)
AleazarTanlfersCorp. (L)
TheEssenceShippingLtd.

･(L)

琉 球 海 運

251

252

253

255

258

259

260

261

262

263

264

265

269

270

尾

″
〃
貨
油
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
貨
客

昭成丸 16

16道

'4ヨ造

|,4．船 90026，

4502，

FRANK

DELMAS

ダイヤモン
ドおきなわ

’ '8’
358DIAVOLE-
ZZA

359ROMANDIE

360

361

362

363

364

365

366

367

368

373

374

OceanaShipPingA.G. (S)

ArbenaS.A. (S)
GalaxyNavieraSA. (P)

〃 (P)
LiberianCoralTransportS

Inc. (L)
" Ivory " (L)
" Pluto " (L)
JagoMarine,LtdL (L)
JagoBulkCarriers,Ltd. (L)
OceanandGulf!Shipping

COrp. (L)
FidelityBulkCarriersCorp.

･(L)
MalaysianIhternational
ShippingCorp.Berhad (M)

〃 (M)

汗
評
評
註
秤
評
秤
砕
秤
評
廊
秤
評

フ３
（
３
一‐０（０（

″
″
只
〕
″
一

Ｊ９
（
１
－

1970033

〃

〃

500
〃 ’

〃 〃

″
〃
〃
砿
〃
〃
〃
〃
〃

〃

D11,
〃

D11,

大

,
5001
〃 ’

〃

〃

〃

850

850

500

500

阪
造
船

フ

″
″
″

″
〃
〃
〃
上
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
１
１
１

〃

60026，14,

''4,600126,″
″
〃

所

|’
20'70%33,
20,700133, 一一

一
一
一
一

９
０
０
０

４
５
５
５

Ｏ
１
ｑ
６
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
６
ｑ
ｐ
ｂ
Ｏ
Ⅱ
！
■
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
。
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅱ
１

毛
召
班
４
正
生

７
１１
一
一
一
－

９
９
０
０

４
４
５
５

１
１
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ

５
５
２
７

一
野
鉦

６
４
週
証
９
１

LA

ENSENDA

ALEXAN-
DER

VENTURE
BELLADON

VENTURE
WINONA

PACIFIC

RAINBOW
VENTURE

ATLATIC

RAINBOW
PORT
NELSON

BuriesMarkesLtd. (E)

ProminenceCarriers;Inc. (L)

撒貨

〃

''00149‐ 一
一

４
－
８

,00038

，50040

,350ID13

,0001D14

|：
,000149-佐

野
安
船
渠
・
大
阪
造
船
工
場

ﾄ
〃

〃

500D

３
下
７

鋸
匪
型

VitarityCarriers, Inc. (L)

EasternOceansTransport
Inc. (L)

CompaniaDeSanHecienda
(L)

CceanGloryShippingC0.,
s.A. (L)

C…"Pacific(BfW"

１
２

－
一
一

１
１
９

１
－
一
一

９
０
９ｉ

339

340

″
″

″
〃
貨 ００

″
″
弔
上'17“ 49-12-11150‐12,800i49- 8341

’

|鯛-麹』
50－2－2

中
中
一
－
５
８

50－2－2850－

50－5－下50-

１
５

342

343

〃

″
″

〃

500

〃

750ID 13,10050-21, 34,

－113－
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CanaaianPacific(Bermuda)
･Ltd. (Be)

〃 (Be)

ValienteCompaniaNaviera
S.A.(P)や

OceanicBulkTransportCorp.
, ｡ l ･ $ 、(L)

United CarfrransportCorp.,
S.A. (P)

〃 (P)
． I 。〃 (P)

SeaCorridor(Panama)S.A.
(P)

GloryExPressMaritimelnc.
’ ｡ ｡ ･(L)｡ n台 . ■

Neptune ･ " (L)

貨

・〃

PORTST
JOHN"
PORT

CALGARY

上
中
中

一
一
ｂ
一

１
２
２

１
１

－
一
一

０
１
０

５
５
５

下
中
下
’

一
一
一

８
１
９
１

－
一
一

０
０
．
０

５
５
５

下
下
下

一
一
一

５
８
６

－
一
一

０
０
０

５
５
５
１

４
５
６

４
４
－
４

３
３
３

21,500134,;750
．J w ’ ：

。〃 〃

D13,100

〃

佐
野
安
船
渠
・
大
阪
造
船
工
場

撒貨

4〃

撒・自

〃

破りF

1 〃

’1 ‘

撒貨

D14,000

〃

．ご

〃，

22,500

〃

21,000

, J〃

，〃

。，〃

40,000
ﾖ ﾜ

〃

37,000

〃 ，

〃

〃

4

40,200

下
４
下
下
下
下
下

一
一
。
一
一
一
一
－

１
４
９
２
３
２
６

１
１

－
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
１
１
１

５
５
５
５
５
５

５

下
下
下
下
下
中
下

一
一
一
一
一
一
一

２
６
２
３
６
５
９

１

－
一
号
一
一
一
一
－

１
０
０
１
１
１
１

５
５
５
５
５
５
５

’

5-中

9－下

上
下
中
上
中
》

崖
吟
．
吟
雑
砕
一

５
５
５
５
５
鞍
《

347

348

９
０
１

４
５
５

３
３
３

″
″
″
″
〃

卜

|:f零覇

|::：
23,000

〃 ｜ 〃
4

'51-12-中〃

Nowa EXpressMaritimelnc.
(L)

Oceanic " (L)
OlympuS 〃 、(L)
CanadianPacific (Bermuda)

,Ltd. (Be)P

丘〃 （〃）
（〃）

｡

，’ ．「 L ’ ‘ 造〃.‐ ．．：

PerSian,OilTanker:Corp. (S)

婚
〃
〃
〃

＃ D14,000151-9-下|51-12-中 中
上
上
下
下
下
、

計
匪
ふ
い
・
正
装
坐

354 23,200 200 52-'40夕

佐
↓
野
安
船
渠
・
水
島
造
船
所

コ
ニ
則
Ｊ
一
一
■

２
３
１一
一
１
２
５
５

″
″

355
356

357

上
上
上
上
上
、

一
一
一
一
一
一

３
５
８
１
２
１

１

一
一
一
●
一
一
一

２
２
１
１
２
０

５
５
５
５
５
５

１

一
一
一
一
一
一

２
２
１
２
２
０

５
５
５
５
５
５

〃

〃

17,000

〃

〃

47,500

０６

″
″
ｎ
コ 中

上
上
３

一
心
一
一
一

５
８
１
９
１

－
一
一
一

１
１
１
９

５
５
５
４

D13,000

〃

〃

D20,000

'2 7，

８
９
２

５
５
０

３
３
０
，
１

″
〃
油 ００

″
″
、
〉MANHAT-

TAN- &
BARON

8
戸

、，

〃 (S)
EuroShipPingConp. (S)"

〃。、 (S)
OgdenTrentTransport, Inc.

Apex'rankersC｡”, (L)j(L)
General " (L)
Federal :'- . '" J(L)
Malaysianlnternational
ShippingCorporationBerhad
TeesNavigationCompany

InCorporated

巧
哩
哩
中
上
下
下
中
中

一
一
一
一
一
一
一
一
－

１
１
４
２
２
４
７
７
０

１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
『

９
０
０
０
１
１
１
０
０

４
５
５
５
５
５
５
５
５

１
一
一
一
一

０
０
１
１

５
５
５
５

1003
1004
1005
1007

1008

1009
1010
1011

1012

上
中
中
下
下
中
下
中
上

一
一
一
一
一
一
一
一
－

４
７
０
４
７
０
２
２
２

１

一
一
一
一
一
乱
乱
丑
一

０
０
０
１
１
１
１
０
１

５
５
５
５
５
５
５
５
５

上
中
下
下
中
下
下
下
中

予
俳
正
罪
岱
琴
器
琴
俳

″
・
″
″
″

〃

〃

〃

71;:000

〃

〃

〃

22,300

〃

〃

〃

D26,100

〃

〃

〃

D14,000

〃

００

″
″
″
（
Ｕ

h

l
I

'13，

１
１
一
一
一
一

１
１
２
１

５
５
５
５

〃

〃

〃

撒貨 ００

″
″
″
ｎ
Ｕ40,

51-〃 〃 〃

｜躍蝋鰯塘Io
226WORLD .
KNIGHT

,233CHASE J
VENTURE!

'234淵鰕塾｣L…nCrestT…portSInc. (L)

油 121,000251,000T

" r l37,000278,000
t

" 120,000251,000

" 137,0002fl,200

" 130,0001260ｼ600

〃 』138,0001271,200

" 138,0001267,700
貨 "3500147,400D

0260シ
01271,

0|267,

0釘ぅ"3500147,400D

36,000149-11 ７
９
４
２
６
３
９
７

１

－
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
１
１
１
０

５
５
５
５
５
５
５
５

妬
下
”
皿

２
５
１
９
３
２
６
３

１
１

－
一
一
一
一
一
一
一

０
０
９
０
１
０
１
０

５
５
４
－
５
５
５
５
５

７
０
９
下
１

２
２

８
下
２

－
一
一

２
９
４
２
９
３

１

－
一
一
一
一
－

０
９
０
０
０
１

５
４
５
◆
５
『
り
５

″
″
″佐

MOBIL MobilShipping&Transpor-
EAGLE tationCo. (L)

Rhiltankers. Inc. (L)
MOBIL MObilShipping&Transpor-
HAWK ･ tationCo． (L)

太 平 洋 海 運
ORIENTALUniversal弧諏igatjOnCOrp.
SOVERE- - Inc. ~(L)
1GN

CrownlnternatiOnalTankers

Ltd; (L)
CitationTankerLtd" (L)
PrincesMarifime(Panama)

S.A. (P)
KuwaitOilTankerCo.S｡A.

AssociatedTankerTransport
Inc.(L)

Philtankerslnc. (L)

，撫P撫爵翻沿(P)

236

237
239

世 ″
″

保

１
１
１

240

242

〃

1

灘|鵜33,000154,000D
1

4,000149- 9

童

¥誌:::|壷:::：
撒貨
油 138>.000261600T
" 121,000 251,000

'",00012",600
蕊|柵:職:￥“00012肌9001T

1,500150- 3243

244

246

247
248

249
250

７
９
２
２
３

１
１

－
一
一
一
一

０
１
０
１
２

５
５
５
５
．
５

１
２
３
３
６
２
９
９

１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一

０
１
１
２
２
２
１
２

５
５
５
一
，
５
５
５
．
５

工 6,000151- ６
７4,000150-

業 36,000151- 9

２
６

１
－
－
１
２
５
５

″
″

’
一
ウ
ー

２
１
２

５
－
０
５

９
５
６

14,000150-12
251 ICometTankersLtd.(L

781深海丸深海漁場開
1 ,

782 ICompuSCarriersCorp.

漁場開

36,000152- 3

)CI49-10-9149-12

)049－12－750－4

ＣＯＯＯ

－750－3－18

50－6

発I､ローラ3,550’

rriersCorp.S.A. 冷貨8,850
(P)

Ｏ
３

３
３

５
９
，
，

ド
ッ
ク

四
国 6,000

－114－

M_ ■■



一

－船の科 学一
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CapellaCarriersCorp．S.A.
(P)

伊 藤 忠 商 事
RigelCarriersCorp.S､A. (P)
PirtaminaTongkangの
InterMaritimeManagement

Corp． (P)

。 〃 (P)

８
４
０
７
１
２

１
１

－
一
一
一
一

０
０
０
０
０
１

５
５
５
５
５
５

５
’

3,8501 6,000ID9,300150-4 50-6

7,400111,850ID7,420149-12-1450-2-1
9:556｢5;556159;M156-~5~~56-5
350I D1,600×250-2-2750-5

1,1001 1,300D6,00050-5 150-8

〃 〃 〃 50－8 50-11

783

784SUNVEGA

785

786

787

四
国
ド
ッ
ク

船
所
所
・
新
山 ・

788

如
不
圭
一

５
７
０

’
一
江

０
０
．
０

５
５
５

｜
劃
’

176KOCHI
GEIR

178
180

TonsbergNor

東 京
BtFriendShi

wayA/SGeir
(S)

マ リ 、ン
pS.A｡ (P)

油

::::|:::::|m#"91":l:E1＄
， l

柵'3'’00。 〃 ‘0-4-ユ
〃 50－1－2

1

高
知
造

山
本
造
船

１
１

″
″

236TIMBER． ‘
SUMATRA

2434uRELID
III

244RIAU
245LAMPUNG

247天城丸

ｙ
副
ｒ
ｙ
恥
唖
日
清

GarudaNavigationCo.,
S.A. (P)

TranspQx:tCorp. (P)

本 郵 船
〃

、水 埠_‘ 頭

貨

〃

口
｜

I

5,1501 8,2001D4,50049-8-30
3，9906，600 〃 49-11-15

鰭
5，3008，200 〃
〃 〃 〃

250 D1,600×2

０
１
１
１
３
｜

認
儲
認
隅
今
１

一
一
一
一
一

０
．
０
０
０
０

５
５
５
５
５

１
－
一
一
一
一

９
０
０
０
０

４
－
５
．
５
５
５

下
田
謡
渠

″
〃
曳 ’
バージ

貨
b〃

〃

＝ ユ
木 建.｡＆ 面又月

Lu'sBrotherCo.,Ltd. (P)
〃 、 (P)

乾 光 海 運

SeaContainersInternational

Corp. (L)
(L)〃

SunAster MarineS.A. (P)

６
６
歩
６
７
８

一
一
一
一
一

０
０
０
０
０

５
５
５
５
５

８
２
１
２

１
一
一
一
一

９
９
０
０

理
４
５
５

５
３
５
６
６
８
８

一
一
一
一
９
一

一一

０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
５

５
３
５
６

錦
〃

へ戸ハハ

3

1,.000
6,000
6,000
〃

’
688

693

695

698

702

703
705

1

NOAHLU

武 蔵

-3 -3， Ｑ
山
″
″

800

新

D8,

〃

D3<3ぅ

90 50－2浜 ,500 6,800 0

50－

50－

●ブ蚕
〃
貨

．

５
６
８
９

〃

3,000

〃

6，00造
“
Ｍ
脂

Ｓ
Ｕ
Ｒ

Ｙ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｒ
Ｅ
Ｎ

印
函
、
釦

800150-0

’SunlrisMarineS:A. (P)
r"iMafitimerrtmgpdrf

. . ･Co.,Ltd. (Iq)
〃 (Iq)

' !"# ｡ (Iq)
→〃 ． (Iq)

０
２
３
５
８

１
１
一
一
一
一
一

０
０
１
１
１

５
５
５
５
５

船 706
707

708

709
710

″
″

〃

3,500

″
″

〃

， 6,200150-

所 １
２
１一
一
０
１
５
５

″
〃

″
″

″
″

″
″

5〃 〃 〃 〃

SLudWingMowi'A/SEindWingMowinCkelS
Rederi (N)

〃 (N)
Dmgo9_Shi"ngLtd44(S)
A/SHaVaxidA/SHaWank

F ， (N)
PXofesSjonalNavigationCM

J ■

(L)
guestNaVigationCorp、 (L)
日 本 郵 船
大阪商船三井船舶
第一中央汽船
4/SOcg"(N)
OgdenEbro､Tfansport, Inc.

(L)
RisingSunShippingCorp.

968

669

971
975

976

977

．978

979
980

981

982

983

984

985

986

987

988

油 D26,,800

〃

,000
800

300

〃

,500

500
〃

800
〃

800

〃 l

淵’

75

住
友
重
機
械
エ
業
・
浦
賀
造
船
所

″
〃
〃
貨

″
Ｑ
ａ
２

２
．
２
１

Ｄ
Ｄ
，

８
５
２
５
５
５
６
８

４
７
３
６
６
７
６
１

″
維
搾
〃
油
〃

″
ａ
ａ
ａ
●
＆
〃

２
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

’撒貨

〃

〃

〃

D12,
(L)

ParinaMaritimeCorp. (U)
I"mShippingCo.,Ltd: (L)
Dilhnghani~JeErenShipping

Coip. (L)
．〃 (L)
〃 (L)

″
３
４
２
１
Ｄ
Ｄ

58

18

″
″

″
″－1 〃 (L)

｜総撫鰡離職,髄恵
琴
鮮
罫
所

998
1016

｜
正
俳

－
５
５８１

６
３
一
一
１
０
５
５
０
０
０
０
２
０

。
，
刃

３
０
２
５

Ｄ

Ｔ

9
9

1－17

３
２
９
２

１
１

一
一
一
一

２
０
０
０

５
５
５
５

龍
油
１ 65,500 1175000

"''000{'''000
125,000274,000

125,000274,000

138,500268,300

｜‘‘49-9-21
(L)

MobiiShipping&TranspdfE
tatipnCo. (L)

MobilShipping&~Tianspdr-
taticnCo. (L)

A/SMosvoldShippingCo.
(N)

1017MOBIL
SUPPLIER

1019MOBIL
MANUFAC｡
TURER

1021

T38,000

T38,000

″
″ 49-11-18150- 3-14

’ I50－950－1－21 50－6〃〃

I

－115－

I一L － －＝－今＝ ＝一一二 吟一 ・ 。－‐星＝一員 昨ユーョ ＝口司 当ムー －．－－



－船の科学一

’ |用途|GT|nWl主機馬力|起工|進水|竣エ造船所|船番および船名 船主名および国籍
CalUstianShippingCo.,Ltd.

(L)
UniversalPetreleumCarrier

Inc. (L)
日 本 郵 船
BayardTankerCorporatiorl

(L)
AseamShippingCo. (L)
OgdenParanaTransport lnc｡

(L)
BannerTankerCorp. (L)
大阪商船三井船.舶
TranspacificTankers Corp.

(L)
ManmothBulkCarriersLtd.

(L)

’
油

〃

1022 203,000

〃

412,000

〃

273,000
272,700

"2,700
412,000

2",700
273,000
272,700

411,650

T50,000

〃

１１

６
９
２
３
６
９

１

－
一
一
一
一
一

０
０
０
１
１
１

５
５
５
５
５
５

50-12 ６
９
９
２
２
６
９
９
２
２

１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一
－

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

住
友
重
機
械
エ
業
・
追
浜
造
船
所

1023

1024
1025

1026
1027

３
６
６
９
３
３
６
９
０１

－
一
一
一
一
一
一
一
－

１
１
１
１
２
２
２
２
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５

136,000
133,500

T38,000
〃

″
″

121,500|272,
119,000412,

133,0002",

133,500273,
121,500272,

"00011'''

″
″

〃

T50,000

1029

1030
1031

２
３
３
６

１
一
一
一
－

１
２
２
０

５
５
５
５

０
０
０

０
０
０

０
０
Ｏ

ａ
ａ
″
ｑ

３
３
５

Ｔ
Ｔ
Ｔ

″
″
″

1032 〃

藤安丸
BLUEACE

藤風丸

安 保 商 店
日 勢 海 運
安 保 商 店
日 本 油 槽 船

〃

AmericanCapitalTranspor-
tationCorp. (L)
"! ; ,J(L)

油
貨
油
〃
〃
〃
〃

垂2:|::二'蝿|::二群

罪宏

下

310

312

313

314

315

317

321

8,500
7,500
3,800
4,700
8,300
9,600

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
５

５
３
４

３
３
夕

３
０
６

１
１

7,200
8,000
3,800
4,500
7,200
5,300

俳

１
一
一
一

９
９
９

４
４
４

安
芸
津
造
船
所

太
平
エ
業
．

記
下
中
中
下
一

一
一
一
一
一
－

６
３
８
１
３
１

１
１

一
一
一
一
一
一

釦
釦
釦
釦
斑
矼
一

6149-'2-率

中

超

中
下
下

一
一
一
－

６
３
２
８

１

一
一
一
一

０
０
０
１

５
５
５
５

7,500
14,000
13,000

Ｄ
Ｄ
Ｄ

一
一
一

０
０
０

５
５
５
中
下
下

正
生
母
生〃 151－〃 〃

SEPTA

OCTA

PACIFIC

WING

錘105

錘106

佐 渡

SeptaShippingLtd. (L)

舗邑測留浮鵠｡乳｡更，
S.A・ (P)

ChinaNationalMachinery
, ImportExportCorp. (中）

〃 （中）
第 一 船 舶
海 上 保 安 庁
Gol8enEagleSteamShiplnc.
PacificVentureShippingS.A.

(P)

維
〃
自
竣

３
９
６
３
４
狙
８
上
上

２岳
＆
牙
腱
缶
坐
罪
疹
針

１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一

９
９
９
９
０
０
９
０
０

４
４
４
４
５
５
４
５
５

０
０
０
０
０
２
０
０

０
０
０
０

ｍ
砿
伽
和

９
９
７
７

乳
臥
仏
Ｌ
〃
勗
刷
２
４

１
１
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

５
０
０
０
０
０
０

５
０
０
８
０
０
０

９
０
５
２
〃
３
０
５

，
，
３

７
３
，

８
９
７
０
０
７

１
１
１
２

153

154
~155

156

157

158

163

165

166

10,250
10,800
14jOOO

1，700

８
四
”
妬
上
下
面
中
上

一
一
一
一
一
一
一
一
一

８
１
３
２
６
７
０
３
２

１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一

９
９
０
０
０
０
９
０
０

４
４
５
５
５
５
４
５
５

迦
迩
不
不
不
干
与
不
不

４
５
５
５
５
５
５
５
５

９
０
０
０
０
１
０
０
０

１
１
１
１

１
２
８
０
２
３
２
０
４

一
一
一
一
一
一
一
一
一

東
北
造
船

〃

セメント

巡視船
撒貨
自

〃

6，450
495

13,000
14,0001

’
近 藤
大 和
長 谷 川
EnergyShipping ｄｔ

毎
Ｌ

、
Ｔ
１
う■

海
汽
印

運
船
運

撒貨
油
コンテナ

LPG

１
Ｌ

緬
蝿
殿
》
》

千
和
Ｈ
Ｎ

高
大
長
Ｃ
Ｅ

355

385

386

387

2,990
1,700
2,500
2,300

5,000
3,150

０
０
０
０

０
０
０
０

８
８
８
８

１
Ｊ
旦
夕

５
２
３
３

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

８
７
６

２
２
一
一
一

３
０
２
１
１

一
一
一

０
９
９

５
４
４

４
９
４

乞
毛
乱

２
２
１
３

１
１
一
一
一
一

０
９
０
０

５
４
５
５

一
一
一
一

０
０
０
０

５
５
５
５

０
５
４
０

３
２
２
３

一
一
一
一

６
２
３
４

産
業
徳
島
造
船 '49妻12-14

ZuikoInternationalShipping
Ltd. (L)

』

菱 商 事
一

一

一

SocietaPartenopea (1t)
TransworldTankerNo.2(L)

LiberianJerboaTransport
(L)

TransWorldTankerNo.4

(L)
GrandUniverse(L) "
FiorenceShipping(L)
PhoemxShiPPing'(L)
TransWorldTankerNo.6

(L)
IjberianHeraTranspQrts(L)
TransWorldN6.1ranket

services(L)
UniversalGiantShiPping(P)

MarineTransporiiPoseidon
(S)

PoseidonMarineTransport
'(s)

関 兵 精 麦

GLORIOUS
WAKO

日参丸

CYSEX-

CELLENCE

油
貨
油
〃

'49-'’
’49-12-1蝋灘

〃 〃

44,000189,500

D23,200

D11,600
D23,900
〃

285

297
299

303

304

305

308

309

310
311

312

323

325

326

327

330

９１

７
９
９
２
２
６
２
１
４
０
２
０
２
３
９
１

１
１
１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
【
一
一
一
一
一
一
一

９
９
０
９
０
０
０
０
０
０
０
９
９
０
０
０

４
４
５
４
５
５
５
５
５
５
５
４
４
５
５
５

８１

１
３
３
６
９
２
７
６
０
３
５
３
９
０
３
６

１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
１
０
０
０
１
１
０
１
１
０
０
０
１
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
３
６
９
３
２
７
２
２
２
３
５
２
２

１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

０
０
０
０
１
１
０
０
１
９
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
５
５
５
５

常

″
″

″
″43,50089,500

〃 〃

44,000 〃
44,00089,350
44,00089,500’

石 D23,900
〃

D23,200
D23,900

″
″
″
・
″

造
CYS

DIGNITY

uNIVER-
SALGIANT

〃 〃

43,50089,500

17,15030,000

19,10029,800

19,ユ0029,800

19,00030,000

撒
撒

″
〃
．
貨
貨
。

自
自

〃

D23,200

D11,700

D11,700

D11,600

D11,700

船

スバル丸
１
１
■
■
且
〃
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

＝皿6－



－船の笈科挙一

造船所|船番および船名 ’ 用途｜
撒貨
G T1nWl主機馬力|起エ|進水|竣工’船主名および国籍

538GOLDEN
VALLEY

541SUN
DENEB

542CHERRY
FIELD

544

201愛宕丸
202SUNNY-
PIONEER

203

GoldenVallyCo.,Ltd.,S､A.
(P)

GiantLinelnc,S.A. (P)

CherryFielSteamshipCo.,
(L)

丸 紅
日 商 岩 井
丸 紅

’ :;:磯
〃 〃

11,44220,261
12,30020,000

〃 ｜ 〃

０
０
０
０
０

０
０
０
５
０

７
７
７
１
０

６
６
６
ａ
Ｑ
〃
１

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

７
７
１
１
０
８
１

２
１
２
３
２
１
２

７
０
１
１
６
１
１

１
１
１

牙
少
少
吐
牙
牙
俳

４
４
４
５
４
４
５

９
９
０
０
９
０
０

４
４
５
５
４
５
５

塞
江
諏
下
正
丞
中

０
２
２
４
２
３
６

１
１
１

牙
い
い
い
い
い
い

４
－
ａ
５
５
５
５
５

必
超
配
下
５
下
中

２
２
４
６
３
６
８

１

宇
品
造
船
所

〃

1
1

貨

〃

〃

〃

1 〃〃 〃

|｡|::::::i皿う”
| 〃 |鴎,2‘"｡,｡"| 〃

1156VANGU- !AmazonNavigationCo., Inc.
ARD I (L)
1172KINGDOM| JoyCarrierslnc. (L)
VENTURE

1174EWO IFraternityCarrierslnc. (L)
VENTURE|

11751NTER- |Dignity " (L)
MARINE

VENTURE

９
９
９
０

４
４
４
５

０
９
９
０

５
４
４
５

３
５
証
中

２

』
４
７
３

１
咽
配
下

４
３
１
９

０
０
０
０

５
５
５
５１
画
四
超
中

１
３
１
７

’
１
１
１
口

臼
杵
鉄
工
・
佐
伯

｜ 〃

樫

〃 〃 〃

″
〃
″

EasternGraceTransports
Inc． (L)

GalaxyShipping(L)
EasternProgressTransports

(L)
PaulYShipping(L)
Alafouzos (L)
Alafouzos (L)
KankokuSuisanKaihatsu

Kosha (韓）
MercuryOrientShippinglnc

(L)
VenusOrientSteamship

Corp. (L)
PrincefieldShippingLtd. (L)
井 物 産(L)

一

一

一

井 物 産(L)
一

一

一

1176GARDEN
VENUS

1177

1178

1183

1187

1188

1190SOOSONG
No、 51

1191

1192

1193

1194TANJUNG
UBAN

1195TGLUG
SEMANG-

KA

一
一
－

０
０
０

５
５
５

０
０
５
５
中
中

－
３
。
”

〃 〃

０
（
０
〈

″
″
″
″
″
員
』
（

夕５
Ｆ
（

０
０
０
〈

０
０
５
〈

″
″
、
色
貝
》
″
食
Ｕ
ｎ

り
，
，

９
８
４
，

『
Ｉ
ユ
で
Ｉ
ユ
寸

1835

″

″
″

一
一
一
一

０
１
１
９

５
５
５
４

″
〃
〃
漁
油

〃

〃

〃

D4,900

D11,500
’

EfUD」

中51
中51
I95C

造 ，800 ，000 １
２
５
５〃 〃 〃 〃

船
所

″
″

〃

18,800

〃

35,000

〃

D11,250 52-

52-〃 〃 〃 〃

’
一

…伽坤篝｜D3,000×4

臼
杵
造
船
所

臼
杵
鉄
エ
．

2,6004,350

3,5001

918第15陽周丸

920未 定

本
村

海
産

運
業

50-8-下-ヒメン｜、

自

日
有 50-7-下

貨
〃
〃

166ATLANTIC
TRADER

169PELAWAN
160COLUMBO

LU

171MELON
QUEEN

170

173

172

175

二．-罠

174

177

176

179

178

181

180

183

SunMelodyCorp.S.A. (P)

PelawanShippinglnc. (L)
Lu'sBrotherCo.,S.A. (P)

MelonQueenShippinglnc.
(L)

EasternPrimelineLtd. (L)
〃 (L)

FisserK.G・ (L)
Reederei C@NORD''KlausE.

Oldendorff (L)
BernhardSchulte. (L)
ReedereiAug.Bolten. (L)
BernhardSchulte. (L)
Reederei <GNORD''KlausE.

Oldendorff (L)
FisserK.G. (L)
ReedereiAug.Bolten(L)
Reederei :GNORD''KlausE.

Oldendorff (L)
Reederei :GNORD''KlausE.

Oldendorff (L)
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造船所|船番および船名｜ 船主名および国籍 ｜用途|GT|DWI主機馬力|起工|進水|竣工

１
２

州
坐
鉦
畢
蝿
函
函
Ｒ

叫
叩
Ｔ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

岬
．
〃
醍
醐
晒
酔

International.MalineCon

tainerCo. (P)
EasternPrimeLmeLtd. (L)

〃 (L)

〃 (L)、

KingstOnShippingS.A. (P)
Brighton 〃． (P)
NamSung,ShippingCo.,Ltd.

（韓）
〃 （韓）

貨
〃
〃
〃

754

769

770

771

群73

774

780

781

2,300

4,900

〃

〃

Ｄ
Ｄ

５
詑
羽
妬
釦
下

一
一
一
一
一
一

１
８
０
１
３
５

１
１
－
一
一
一
一
一

９
９
９
０
０
０

４
４
４
５
５
５

１
０
１
３
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４

１
１
２
２

－
一
一
一
一
一

８
６
８
０
２
２

１
１

－
一
一
一
一
一

９
９
９
９
９
０

４
４
４
４
４
５

０
０
０

０
０
０

３
５
０

２
４
〃
〃
風
〃
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7,600

〃

〃
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千
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鋤
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７
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’
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〃
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Ｄ
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″

〃

〃
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１

一
一
－

２
１
１
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１
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９
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〔国籍〕

(Au)､･ Australia, (Be)….Bermuda, (Br)…Brazil, (Bu)･･･Bulgaria, (Ca) Canada,

(Ch)…Chile, （中)…中国, (D). ･Denmark, (E)･･･England, (Ec)...Ecuador,

<F)…France, (G)…Greece, (H)…Honand, (HK)….HongKong, (Hon) Honduras,

(1) Indonesia, (In)…India, (1t). Italy, (Ir)･･ ･Iran5 (Iq)･･･Iraq' (J)-･Jugoslavia,

(Ku) ･､Kuwait, (L)…Liberia, (M). .Malaysia, (N)…･Norway, (P)…Panama,

(Ph)…Philippines, (Por)…Portugal, (Pol)…Poland, (R)･ ･Russia, (Ru)･･ ･Rumania,

(S)･･･Singapore, (SWe)…Sweden, (Swi)…Swiss, (SA).･,SouthAfrica,

(U)…UnitedStatesofAmerica, (WG)… WestGermany

【技術短信］

世界最大のプロペラを完成

株式会社神戸製鋼所

呉工場ではこのほど重量80t,直径9.7mもある世界

最大のプロペラを完成した。このプロペラは日立造船・

有明工場で建造中のエッソ向けは40万重量tの超大型タ

ンカー(ULCC)に取り付けられる。

今までの世界最大は，呉工場で昭和48年2月に完成し

た､GROBTICTOKYO(47万7,000重量t)のプロペラ

（重量61t,直径9.24m)で，これを重量で19t,直径

で46c理上回ることになる。なお，本船についてはプロ

ペラの他に推進軸，中間軸，スタシフレームラダー， ラ

ダーストック， シーリング等を受注しており，いずれも

世界最大級の製品である。同社は，造船用鋼板，溶接

橇大型鋳鍛鋼品，伸銅製品など数多く造船関連製品を

生産している。中でも大型プロペラは世界のおよそ1/3

のシェアを有している。

近年，海運界では輸送コスI､低減のため，船舶の大型

化がすすめ‘られ，最近では60～70万重壁tの大型タンカ

ーも計画がされている。これにともないプロペラも年友

大型化しており，現在， ｜司社呉工場においても， 日立造

船・有明エ場向け世界最大のプロペラを始めとして，重

騒70～80t,直径9.0～10.0m級の超大型プロペラの製

作を計画中である。

日立造船。有明工場向け GLOBTICTOKYO

重量 80t 61t

直径 9,.700皿n 9,240Ir皿

材質恥AIBC NiAIBC

（ニッケルアルミプロンズ）

翼数 6翼1体型 5翼1体型

納入 75年4月予定 73年2月

－1，18－
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【技術短信】

船舶用衝突予防装置「オートラップ」完成

三井造船株式会社

三井造船はかねてより船舶用衝突予防装置「オートラ

ップ」(AUTORAP:AutoRadarProcessorforAnti-

Collision)を協立電波㈱と共同で開発してきたが， この

ほどその実用化装置を完成した。

本装置は，船舶用レーダより得られる情報をもとに他

船との関連を適確に判断し，操船者に対し船の安全航行

に必要な情報を提供するもので，国内はもとより外国で

も例のない新しい技術を開発，最大40隻までベクトル表

示ができるコンパクトな独立表示方式の衝突予防装置で

ある。

本技術に関しては，昭和46年協立電波㈱と共同で製品

の開発をはじめて以来，昭和47年に運輸省の補助金で実

験装置を製作し， レーダ雑音除去の研究に力を注ぐとと

もに当社由良造船所修繕工場の船舶の出入港システムに

組み入れてテストをし，現在その効果を発揮している。

さらに陸上では昭和48年剣崎灯台において約1カ月半

にわたるテストを行ない，海上においては日本沿海フェ

リー㈱の“えりも丸”に実験装置の一部を搭載し，雑音

除去処理能力， レーダ信号の変動特性等について実用化

に必要なテストを行ない， このようなテストを基礎にコ

ンパクトな製品が完成した。

これまでこの種の装置は，何れも電子機器メーカーで

開発されていたものであるが，造船所の立場をから船全

体のシステムの一環として開発した本装置は，海上輸送

の増大にともない船舶の安全航行の重要性が呼ばれてい

る近年，その需要がますます大きくなるものと期待され

る。

なお販売は，当社および協立電波㈱の両者で担当し，

ソフトウエアを含めた製品の総合調整およびメインテナ
ンスは協立電波㈱ｶﾐ行なう。

また，発光ダイオードにより自船および他船の情報

を表示することができる等，警報表示が便利になって

いる。

3） トルーモーション・モードをはじめ6種類のモード

表示ができ，必要に応じて操船者の見やすい任意の位

置にオフセンター移動ができる。

また，自船の新しい進路および速度を設定し試行操

船をおこなうことができ，その結果操船者に新しい自

船の航路設定の情報を提供する。

さらに，本装置でとらえた他船を自動的に追い， レ

ーダスクリーン上に他船のその後の動きを予測してそ

の位置をベクトル線で表示する。

4) 1､ルーモーション。モードの場合，ディスプレイ上

に指定航路を表示し，オプションとしてマラッカ海

峡，東京湾等を航行する船にとって安全航行する上で

有効な役割を果たすことができる。

また，本装置を陸上に装備すると輻鱸した地域の航

行管制のモニタの役割も果たすことができる。

構成

･レーダ信号処理器（雑音除去， レーダ信号判定回路を

含む）

｡21インチ高輝度角形ブラウン管(CRT)<ディスプレ

イ＞

・コンピュータ

・ディスプレイコントローラ

・操作パネル

’
1

’
特長

'）最大40笠の自動抽出ｶﾐでき，自動追跡されている船
はベクトル表示されるほか，効果的な雑音除去方式を
採用しているため，船の進行方向および速度が非常に
見やすくなっている。なお，手動抽出も可能なよう設
計されている。

2）最近接距離(CPA):,最近接時間(TCPA)を手動
設定とした場合，設定置内に他船が入ったとき警報が
鳴り，危険船表示することができる･

’
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【技術短信】

座礁防止・衝突予防を図る航海トータルシステム

「三菱TONACシステム」を開発
乙

三菱重工業株式会社

近年，船舶の大形化・高速化あるいは海峡などの狭域

における船舶の輻轤などのため操船はますます難しくな

っており，航海の安全性向上に対する要求はきわめて根

強いものがある。

「三菱TONACシステム」 (TotalNavigationCon-

tro])は， これに応える画期的な航海トータルシステム

で，航海を一つのシステムとしてとらえ，総合ディスプ

レイと電算機を用いて狭域航行時の安全性向上と省力

化，広域での経済的運航を図るものである。

本システムは，航法として必要な情報， レーダ.海図

・船速．ジャイロコンパス方位などを電算機で処理し,

それをブラウン管の上に見やすい図形で表示し，座礁防

止．衝突予防・設定コース上の自動操船などに役立てる

ものである。とくに，海図をプログラム化してシステム

の基本データとして使用しているため，従来と比べて信

頼性の高い座礁防止ができ， さらに船位測定・衝突予防

も確実となり，航海の安全性が格段に向上する。

3）衝突予防は， レーダをもとにして他船を自動的に監

視し，ディスプレイ上に速度と方向を記録する。衝突

の危険が生じたら，ディスプレイ上の相手船のシンボ

ルが点滅し，警報を発する。

4） 自船の位置を，時々刻々に決定する。

5）定時刻あるいは要求時に，航海日誌を作成する。

特長

1）航海に必要な諸情報を任意に表示する総合ディスプ

・レイの採用により，航海士はより正確で高度な判断が

下せる。

2） レーダ情報と海図情報を処理する衝突予防システム

や海図情報と自船位および設定コースを処理する座礁

防止システムにより航海の安全性は格段に向上する。

3）航海のほとんどを占める大洋航行中は，海象に応じ

て最適な舵をとるので大幅な燃費節約が可能になる。

4）狭水道航行時に増える作業，四方の監視・自船位決

定。転針などは本システムが代って行なうので，航海

士は余裕をもって正確な操船ができる。

ハードウェア

1）航海コンソール

2）総合ディスプレイ

主表示器16インチ丸形高性能ブラウン管

副表示器8×32文字のプラズマキャラクタディ

スプレイ2面

表示モード（3種類）

①RaderMixモード主として狭域航行時に
使用

②Sim'11ationモード操船シミュレーション

時に使用

③Chartモード主として広域運航時と認定
コースを変更する時に使用

3）データ処理装置

4） システムタイプライタ

5） 日誌用タイプライタ（オプション）

6) NNSS受信器（オプション）

7）船内装備機器であるレーダ。ジョイロコンパス・ド

ップラソナまたは電磁ログ。舵取器は，専用インター

フェイスを通して本システムと結合される。

ソフトウェア

1）航海計画は，安全で経済的なコースを設定する。

2）設定されたコースを自動操船する。狭域ではコース

保持に重点をおいて座礁防止を図り，広域では経済的

運航に重点がおかれる。

なお，操船シミュレーションにより未来予測を行な

う。
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昭和49年度造船事情I官 （速報） 運輸省船舶局（昭和50年4月）

○世界的なインフレを反映して11隻， 295千総トンの

受注船がスライド船価方式を採用している。

○キャンセル船は油槽船5隻， 367千総トンであり，

また7隻， 545千総トンの油槽船が7隻， 323千総トン

のLPG,撒積貨物船等に船種変更された。

2． エ事実績（第2表参照）

（1） 主要造船所35エ場の新造船進水実績

1． 受注実績（第1表参照）

新造船建造許可実績

隻数総トン数(千トン） 契約船価（億円）

(60％）

(21％）

(28％）

(71％）

(33％）

(40％）

国内船

輸出船

計

109

316

425

3,659

5,689

9,348

4，257

9,756

14,013

（注） 1． （ ）内は対前年度比を示す。

2． 1米ドル＝292円で計算してある。

新造船受注の特色

○国内船受注量は総トン数で対前年度比40％減，輸出

船受注量は同79％減，合計で同72％減と大幅に減少し

た。

○国内船受注量のうち，計画造船（全て30次船）は20

隻， 1,599千総トンであり， 自己資金船は89隻， 2,060

千総トンである。 （30次船は48年度に既に許可された

5隻， 354千総トンを加えると合計25隻， 1,953千総ト

ンである)。

○油槽船の受注量は104隻， 5,270千総トンであり，総

トン数で全受注量の56％を占めている。

これら油槽船のうち，超大型船（20万重量トン以上

のいわゆるVLCC)の受注量は21隻, 2,611千総トン

（前年度117隻， 17,359千総トン）であるがこのうち

輸出船（8隻984千総トン）については何れも上半期

の受注である。また， 40万重量トン以上のULCCの

受注（同33隻， 13,747千総トン）は1隻もなかった。

○輪出船のほとんどが円建契約であり，全輸出船に占

める比率は総トン数，金額とも97％である。

○全輪出船に占める延払船の比率は総トン数で30％，

金額で35％で前年度（総トン数，金額とも16％）に比

し全体に占める比率は増加の傾向を示している。

第1表昭和49年度新造船建造許可実績

隻数 総トン数（千トン）

船
船

（81％）
(114％）
(108％）

国
輸
内
出
計

23

202

225

1,997

13,037

15,024

（注） （ ）内は対前年度比を示す。進水実績は従来の

最高であった前年度を8％上回るものである。

（2）主要エ場別進水実績

①三菱香焼 10隻 1,195千総トン

②三菱長崎 9〃 1,156 〃

③石 播 呉 8〃 1,134 〃

④三井千葉 7〃 971 〃

⑤川崎坂出 8〃 967 〃

⑥鋼 管 津 6〃 744 〃

3． 新造船手持工事量（第3表参照）

昭和50年3月末現在主要造船所35工場の新造船手持工

事量は合計で505隻， 40,073千総トンで，対前年同期ト

ン数比で20％減である。

この手持工事量は過去の工事実績からみて，約2.5年

分の工事量に相当する。

また， ロイド統計によると昭和49年12月末現在の世界

の手持工事量は120,704千総トン（対前年同期比6％減）

であり， このうちわが国の手持工事量は52,520千総トン

（対前年同期比12％減）で世界全体の43.5％を占めてし、

る。

第2表昭和49年度新造船工事実績 （35工場）

起 工 進 水

隻 |禅ﾄ勢隻 |禅ﾄ勢
'91 2,5611 131 Ⅲ,997
2241 15,2581 2q2113,037

扇| (淵蕊， ‘淵 ’

竣 工

隻 |群ﾄ勢
’ 251 ユ,778
1 204' 12,928

船価
区分区分

一一

対前年度
比（％）’

国内船’ 291 2,5611 231 1,9971貨物船

油槽船

貨客船

'｣、計

国
内
船

ｌ
■
０
１
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
〃
屯
’
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ｌ
甲

蝿
一
計

糊
一
合 14,706

229
（119％）

71

98E

70z
昭和50年3月末現在新造船持工事量（35工場）第3表

区 分 隻 総トン数（千トン）

国
輸
合

内
出
船
船
計

6,190（114％）

33,883（76％）
40,073（80％）

｡’ b、689 59

446

505

33

’4251 9,3481 281 14,013 40
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昭和50年度新造船建造許可集計
昭和50年度（4月分）建造許可集計

運輸省船舶局造船課

昭和50年4月分累計 4月分’分区

| DW l
１
０
４
１
契約船価隻数| GT 契約船価 隻数| GT I DW

’話…|灘'三’ 二’ 二’ ’二’ ．

４
．
１
｜
’

１ ’ 4"!
10，725

貨物船

油槽船

貨客船

313,600

6，200

313,600

6,200

４
１
－

１ 凱
霊
一

２
７

，
，

４
０
７
１

４

国内船
自己資金船

’
小計 ’ '51 319,8001

393,570

148,000

4",9751
621,880’
304,350

67,833,000千円 Ⅱ51 錘9,800

“｣柵
484,9751 67,833,000千円

口
貨物船28

一般輸出船油槽船 1

貨客船

621,88C

304,35C
輸出船

291 54',5701 ;926,2301 120｡9'4,000千円小 計 ’ 291 54ﾕ,5701 926,2301120,914,000矛円

861,37011,411,2501188,747,000千円計 | "| 861,3701 1,411,2051 188,7417,000千円|| "
谷
口

(注） 1．
2．

3．

自己資金船には，開銀融資（計画造船を除く｡）によるものおよび船舶整備公団共有によるものを含む。

貨物（鉱石運搬）兼油槽船および貨物（撒積運搬）兼油槽船は，貨物船として集計してある。
契約船価の合計欄には，その建値のまま集計してある。

連絡船ドック 昌本開謹道鮮自髻
本書は国鉄連絡船の新造計画の初期から，建造， 第1編
就航，修繕工事などを通じて，著書が直接計画し， 第3編
経験したことがらを詳細に述べたものである。 第5編
従来この種の著述には，船舶の設計，造船工事， 第7編
船舶の修理などについて，それぞれ切り離して述べ 第8編
られたものが多く，本書のように船の生い立ちから 第9編
就航後の保守整備までを一貫して述べたものは稀で 第'1編
あって，広く海運造船関係の各位にご一読をおすす B5判
めしたい。 （本書‘‘推薦のことば”より）

入渠とタンク掃除 第2編船体構造
航用設備 第4編船尾扉と防波板
繋船設備 第6編荷役設備
救命および消防設備
通風および採光設備
居住設備 第10編諸管装置
舗装と塗装 第12編保証工事
236頁上製本ケース入り 定価1,000円

（〒200円）

続・連絡船ドック

本書は既刊『連絡船ドック』に引続き，昭和38年
以来建造された新鋭青函連絡船“津軽丸”を第1船
とし, &‘十和田丸”にいたる7隻の連絡船の新造工
事について取上げられており，これらの7隻は同型
ではあるが順次建造されたので，不具合のところは
その都度改良改善されていることがわかる。
さらに自動化などをはじめとして一般船舶との共
通事項も多いので造船に携っておられる方島々には大
いに参考になると考えます。

編
編
編
編
編
編

１
３
５
７
９
，

第
第
第
第
第
第

一般配置図と図面 第2編船体構造
航用設備 第4編繋船設備
荷役設備第6編消防および救命設備
通風および採光設備第8編旅客設備
諸管設備 第10編塗装と舗装
諸試験 第12編起工・進水・引渡し

350頁上製本ケース入り 定価2,000円
（〒200円）

B5判

■■~

一

一
一

臺溌篭議会嘉舞塁蕊螺騨醇舞課蕊綴そ蕊警鮮希|予約金
６
１１ :呈蓼湖8月(送料共）

懸鵜騨鰯鱸船の科学
禁転載第28巻第5号(No,319)

発行所株式会社船舶技術協会

〒106東京者鰐区六本木4-1琴6内田ピル
振替口座東京70438 電話（403)2907

繍撰筋目灘{禦議溺鍋｝
定価 650円（〒28円）

発行人 船橋 敬 三

編集委員長 田 宮 真

印刷人 有限会社教文堂
東京都新宿区中里町27！
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創業昭和28年4月’4日

式日
取締役社長渡邊浩

-業務内容

船客傷害賠償責任保険

｜特約J手取Ⅸ
自動車航送船賠償責任保険

交通事故傷害保険

日本旅客船協会船員災害補償保険

公団共有旅客船の船舶保険と融資幹旋の取扱

日本旅客船協会機関誌「旅客船」の編集発行

’

東京都港区西新橋1丁目5番14号(信栄堂ビル8階）

電話東京（501)局6821～2

束京（503)局4566

新鋭試験設備を駆使して明日の技術開発を…

■主要業務

依頼試験、研究

施設設備の貸与

技術 相 談

環境(而猴・振動) ・防火・防爆・情報処理
音響･化学分析･材料･加速度ピックアップの
校正等・試験研究設備が整備されています

船舶艤装品研究所
RESEARCHINSTITUTEOFMARINEENGINEERING

HIGASHIMURAYAMA TOKYO JAPAN

〒189束京部東村山11j富士見HI1.1-5-12
TEL O423-94-361 1～5

（競艇益余､胸 、唯 ）
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●ファイブロンE TM使用側 ●従来品使用側(テフロンF含浸ラミーパッキン）
電－－従来品一一劃 グランド押え側グランド押え側

’

､蝉

;鐸ざ鍵！

職
心彰■

海水漏洩多量海水漏洩殆んどな し

パッキンの増締め頻繁に点検・調整の要があ｡,たパッキンの増締め 2年間て 1～2kJ

パッキンの取替 1年に11口1パッキンの取替2年間な し

シャフトの摩耗写真参11 シャフトの摩耗′ﾉﾇ真参照
フフ
【］

I'9凸な面で4.5mmブラシ’ な面で1mm

極
揃
う
擁

１
ｊ
区
区
地
地
東
西
関
関
く
く

販
売
元

東

坂

海事株式会社
〔都港区西新橋2－14－2（山I ~1ビル）

サ薬品工業株式会社
電話(03)502 3901（代）

市北区梅田町17(新桜橋ビル）電話(06)341－2321（代）

⑤ 日本外ジﾌｧｲパｰズ株式会社
製造元

京都港区芝西久保明舟町17(発明会館6F)電話(03)502 5301（代）東皐

一
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COPPUSゴーラー｡ベント･システム

●高効率 ●小型堅牢 ●取扱簡単

●油槽内の危険ガスから船舶と人命の安全を守る

●各種イナートガス装置との組合せを可能にした

コンバィンド．システムの開発(特許申請中）

TURBlNE‐FAN

WOODWARDG

標準採用されていま

C⑧PPUSENGINEERINGcoRPORATloN， usA

輸入総代理店

｡日商岩井株式会社
東京本社造船二l業部 TELO3(588）2695

大阪本社造船工業部舶用機械課TELO6(202）1201
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発
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日
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種
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便
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認
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ま､巡航速度。ただし
１
１
１

、

定
価大自然を相手に荒海を乗りきる航海。高温、

高荷重､長期無解放運転…と､苛酷な条件に

さ鳴れる舶用ﾗｫｰセﾝﾚ｡エンジンには､信頼性

の高いオイルが望まれていま魂共同石油の

舶用潤滑油サンウェーマリンは､苛酷な条件

でこそ威力を発揮。その秀れた酸化安定性、

耐摩耗性､清浄分散性てミエンジンの安全性

を高めま魂効率の良いｵｲﾙてミ潤滑の無駄

を省き､石油の節約に努め、きょうも安全航海

経済航海を宣言しましょう。

六
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○
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東
京
都
港
区
六
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木
四
’
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’
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）
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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■
■
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■
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Ⅱ
■
■

高性能｡高品質｡高信頼性

リン ’
-----_一__-－ 一 ’

夢鵬g露璽’ ・尋

I@堂同砺夛由
本社 ’00東京都千代田区永田町2 11 2(星ガ同ビル)TEL(580)371 1 iffi
支店／札幌･仙台,東京､関東･拙浜･名古屋･大阪･広島高松福岡沖縄
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